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　国王崩ほう御ぎよの報しらせを受けたとき、わたくしは体が喜びに打ち震えるのを、止めることができませんでした。

　──やった。やっと死んでくれた！

　口に出せば不ふ敬けい罪ざいに当たるそれは、どうにか吞み込みました。しかし、わたくし自身の運の強さ──いいえ、わたくしがこの世に生まれ落ちたときより課せられた宿命によって、来るべき日が来たのだと感じずにはいられなかったのです。

　それはなにも、わたくしひとりだけが考えたことではありませんでした。現に、邸やしきの遠くのほうから、にぎやかな足音がすぐにいくつも聞えてきたのですから。

　わたくしに女中が報せを運んできたように、国王陛下の崩御を知らされたおとうさまやおかあさま、おじいさまやおねえさまたちが、いっせいにわたくしの部屋へとやってきているのでしょう。

　彼らの顔が、これから一年ものあいだ喪もに服さなければならない立場のものにしては明るく輝いているだろうことは、考えるまでもないことです。

「──三さん娘じよう子し！」

　思ったとおり、おとうさまが喜き色しよく満まん面めんといった顔で、わたくしの部屋に飛び込んできました。

　その後ろには、おかあさまが、おじいさまが、嫁とついだおねえさまたちが続き、家令や下男、女中たちの姿まで見ることができました。

　みな、ひとことわたくしを寿ことほぎたいのでしょう。

「……」

　わたくしは、緩ゆるみそうになる頰ほおをなんとか引き締め、泰たい然ぜんとして彼らを迎え入れます。

　すると彼らはすぐさまその場に膝ひざをつき、指を組み、それを顔の前に掲かかげます。そのままゆっくりと上半身を倒し、石いし畳だたみに額ひたいをつけました。

　──おとうさまが、わたくしに額ぬかづいた！

　親の棺かん桶おけを買うために子どもを売るものがいるほど孝行が尊たつとばれるこの国で、親が子に、ましてや娘に最敬礼をとるなんて考えられない事態です。

　普段であれば、わたくしは慌あわててそれを止めたでしょう。おかあさまやおねえさま、家人ならばともかく、おとうさまやおじいさまがすることではありませんから。

　ですが、わたくしはそうしませんでした。それを許される存在にわたくしはなるのですから。

「いや、そなたはもうわが娘・美び霖りんではございませぬな。王おう后こう正せい妃ひ美霖さま」

　わたくしは、王の后きさきになるために生まれてきたのですから。




　わたくしが生を受けたのは、南なん陽よう王国の都・景けい北ほくの光こう南なん通りの一角でした。

　そこはいまでも親王や王女の降こう嫁か先が邸を構える通りで、その例に倣ならい、わたくしの家系ももともとは蘇そ王おう朝ちようの流れをくむ有力貴族のひとつでした。

　しかし、いくら親王の血筋とはいえ、代替わりのたびに地位が低くなるのは、国の定め。

　いまとなっては貴族というには名ばかりの地位しか持たないわが一族は、男児を得れば尚しよう書しよ令れいに、女児が生まれたならば王后に、がいつの頃からかの悲願となっていました。

　そのため、わたくしも、おねえさまたちも、選せん秀しゆう女じよを経へて王后正妃になるようにと、幼い頃からお后教育とやらを受けてまいりました。

　ですが、ひとつだけ、どうにもやっかいな問題が立ち塞ふさがっておりました。

　そう、国王陛下のご長ちよう寿じゆです。

　選秀女は、十三から十七くらいまでの娘盛りに一度しか受けられない決まりがあります。いい換えれば、王が御在位である以上、三年に一度行われるそれを、貴族の娘が拒こばむことは許されないのです。

　しかも、王后の座、貴き妃ひを筆ひつ頭とうとした三さん妃ひ六ろつ嬪ぴんの座がすべて埋うまっていても、王后以外はただの宮きゆう女じよ、すなわち官です。官であれば王の一存でその地位を剝はく奪だつすることができます。つまり、選秀女のたびに、新しい女を王の前に並べることに、なんの不都合もないのです。




（いやよ、絶対にいや！　あんなおじいさんの后に選ばれてしまったらどうするの!?）




　上のおねえさまは、そんなふうに泣く泣く選秀女を受けました。

　もし仮に秀女に選ばれてしまったなら、彼女は遠からず訪れる王の死後、王の女たちが王の菩ぼ提だいを弔とむらいながら余生を過ごす寡か婦ふ院いんにて、十年も二十年も生きていかなければならなくなるからです。

　さいわい王は、いくら若くうつくしい娘たちを、好きなだけ後こう宮きゆうに召めしあげてもよいといわれても、そのようになさる理性のないかたではありませんでした。

　秀女に選ばれなかったおねえさまは、まもなくかねてから想おもいあっていたふたつ年上の従兄いとこの許もとに嫁ぎました。

　下のおねえさまは、選秀女を受けられるぎりぎりの年齢──二は十た歳ちまで、選秀女を受けることを引き伸ばしておりました。おねえさまは、おねえさまが二十歳になるまでのあいだに、王がご逝去されることを願っていたからです。

　王には、ふたりの王子がありました。

　下の王子は近く帝国の王族から正妻をもらい受けることが決まっておりましたが、上の王子は、妾しよう妃ひがひとりいたものの、当時はまだ独身でいらっしゃいました。即位するまで后を持てないという決まりがあり、彼の後宮は、いまだ構築されていなかったのです。

　姉は、その後宮入りを望んでいました。彼女は、王子のただひとりの妾妃の存在が、どうにも許せなかったようなのです。もとは賤いやしい生まれのその妾妃は、病がちな王子の看護を任されていた医い女じよで、しかも王子よりいつつも年長でしたから。




（その元医女どのは、王子が十六のときから添そうているのでしょ？　それならばもう三十近い年とし増まではないの。そんな老ろう女じよに、二十歳にも満たないわたくしが負けるとでも思って？）




　おねえさまは常つね々づねそう口にしておりましたが、彼女もまた、元医女と勝負すらさせてもらえませんでした。上のおねえさまとは違った意味で、泣く泣く他家の男の許に嫁いでいきました。

　王は、それほどまでに長命で、頑がん健けんでいらっしゃったのです。

　とはいえ、六十を超えて、そういつまでも健康でいられるはずもなく、わたくしが十四になったその年の冬、王はあまりにあっけなくこの世を去りました。肺はい炎えんでした。

　繰り返しますが、わが国では親を大事にする孝こう養ようを励れい行こうしています。

　ゆえに、王が他界されたからといってすぐ新王の即位を、という話にはなりません。一年ものあいだ国全体で喪に服し、そののちようやく新王が登とう極きよくなさるのです。

　そして、長寿の王の晩年には形式と化していた選秀女が、意味を持ったそれになるのは、即位式の半年後。

　一年と半年ののち、わたくしは王后となるべく、王の許にあがるのです。そうなるために、生まれてきたのだから。

　おとうさまはいいました。

「新たに王となられる秀しゆう剛ごう殿下の妾妃は医女あがりだ。頭のよい女がお好きなのだろう」

　わたくしは、その日より、わが国の歴史を、政治を、哲学を、そして帝国語を学びはじめました。

　おかあさまはいいました。

「妾妃は百ゆ合りのようにうつくしいと聞いています。若々しい可愛らしさよりも、落ちついたうつくしさのほうが好まれるのかもしれません」

　わたくしは、その日より、歳よりも上に見られるよう、挙きよ措そを、言葉遣づかいを、服飾の趣味をあらためました。

　おじいさまはいいました。

「いくら五年以上添うているとはいえ、あの妾妃がなしたのはいずれも姫君ばかり。王子を産めば、そなたはすぐにでも正妃となれるわ」

　わたくしは、その日より、男児を授さずかるといわれる良りよう薬やくを飲み、男児を授かるよう女神・如ラ浪ンに祈いのり、男児ばかり授かった縁者の妻に閨けい房ぼうで女がすべきことを教わりました。

　上のおねえさまはいいました。

「ほんとうに心から好いたかたの許へ嫁ぐのが女の幸せよ？　三娘子、あなたはそれでいいの？」

　わたくしは、その日より、お顔を見たこともない秀剛殿下を心から愛することに決めました。

　下のおねえさまはいいました。

「三娘子、あなたは誇ほこり高き万まん家の悲願である王后正妃となり、我が一族に栄華をもたらす使命があります。身分賤しい妾妃ごときにけして遅れをとってはなりませんよ」

　わたくしは、その日より、秀剛殿下のただひとりの妾妃にだけは絶対負けるものかと誓ちかいました。

　家令をはじめ、邸で働くすべての家人が、いいました。

「この国で、美霖おじょうさまほど賢かしこく、うつくしく、そして幸せな女性はおりますまい」

　わたくしは、その日より、わたくしほど賢く、うつくしく、そして幸せな女はいないとわかったのです。

　ですが──、




「趙ちよう雪せつ馨きよう、十六歳、景けい南なん出身」




　読みあげる声に従したがって、わたくしのあとから入室してきたその娘を見たとき、わたくしは、わたくしほど賢く、うつくしく、そして幸せな女はいるのだと、はじめて知ることになりました。

　趙雪馨という名のその少女は、十六歳の娘らしいやわらかい色合いの裳もを纏まとい、緑の黒髪を結ゆいあげ、まるで夢を見ているかのようにおっとりと、白くまろやかな頰を笑えみ崩くずしていたのです。

　わたくしは、思わずわたくしたちをつまらなさそうに見ていた秀剛陛下の顔を振り仰あおぎました。

　王の目は、興味深そうに輝いています。王は、帝国語で話しかけました。

「景南から景北までは長かっただろう、大事なかったか」

　少女は答えます。

「途中で雨に降られ、難なん儀ぎいたしましたが、雨の日にち月げつ湖こも風ふ情ぜいがございますね」

　王は、今度は亜児美耶ああるすめいや語でなにやらおっしゃいました。少女はちいさく恥はずかしそうに笑わらって、やはり亜児美耶語で答えました。

　次に、王は、わたくしの知らない言葉で少女をさらに微笑ほほえませ、少女はやはりわたくしの知らない言葉を使って、王を喜ばせたのです。

　のちに聞いた話ですが、このときふたりが最後に使ったのは、青せい竜りゆう諸しよ島とうの一地方の言葉でした。

　あまり知られてはいませんが、蘇王朝の開かい祖そ・蘇衛えい強きようの母親は遠く青竜諸島から嫁いで来ており、それゆえに王族の中には熱心に青竜諸島の言葉を学ぶ方がいらっしゃったのだそうです。秀剛陛下も、そのうちのひとりだったのです。

　また趙雪馨も、こうやって選秀女を受けている以上王族の血を引いているのですが、彼女が多国語を苦もなく操あやつるのは、王の血縁だからというわけではありません。彼女の出身地である景南が、異国にむかっておおきく開かれた港町だったからだそうです。

　つまり、王が突然異国の言葉で話しかけられたのも、彼女が景南の出身だからいくつかの異国語を話せるのでは、とお考えになられたからだと伺うかがいました。

「ときおり兄弟たちと連れ立って、港までよく遊びに行ったわ。あたしの友だちは、だから、帝国人も亜児美耶人も青竜諸島人もいたの」

　幼い頃から異文化を肌はだで感じて育ったからでしょうか。彼女は、なにものからも、自由でした。

「別にお妃さまになりに来たのではないわ。一度でいいから景北がどんなところか見ておきたかっただけ。海を渡って異国に行くのに、自国の都がどんなだか知らないままだなんて、恥ずかしいでしょ？」

　──わたくしは、景北しか知らないのに。

　他を知らないがゆえに景北がいちばんだと思うしかないわたくしは、趙雪馨に尋たずねました。実際に王都を目にしてみて、どうだったかと。




「つまらない！　景南のほうが、色彩豊かで楽しいわ」




　おっとりとそう笑った趙雪馨は、三妃のひとつ、麗れい妃ひの位を与えられ、賢けん媛えんという徽き号ごうを名乗ることになりました。賢媛とは、賢く、うつくしいという意味の言葉です。

　王は、わたくしには嫩どん緑りよく愛あい妃ひという徽号と位をお授けになりました。嫩緑とは、若々しいや幼いという意味です。

　なぜ嫩緑なのかと問うたわたくしに、王は微び苦く笑しようを浮かべて、こうおっしゃいました。




「そなたは若く愛らしいのだから、そのよさをゆがめるようなことをしてはならないよ。その服の色の趣味も、言葉遣いも、本来のそなたのものではないだろう？」




──なんてことをおっしゃるの！

　わたくしは、愕がく然ぜんとして言葉を失いました。

　──わたくしはただ王のお気に召すように、ただ王后となるために、生まれてからずっと努力してきたのに！

　王は、あまりにも簡単に、わたくしの努力を否定なさったのです。

　そればかりではありません。

「ひとまずは三妃のみ任命することで後宮の体面を保ち、正妃と六嬪はのちのち揃そろえられると聞いています。それで、あなたたちのどちらが愛妃で、どちらが麗妃です？」

　身分賤しい医女あがりが、まるで生まれついての女王のように、わたくしの前に立ち塞がったのです。

　小柄でほっそりとしたたおやかな女性ではありましたが、意志の強そうな太い眉まゆの下、おおきな二ふた重え瞼まぶたの瞳ひとみが、ひとを射いすくめるように輝いています。

　この医女あがりのことをひとは百合のごときとたたえますが、容姿の割には生き汚ぎたないかの花をどこか彷ほう彿ふつとさせるところがあるようです。

　わたくしと趙雪馨がそれぞれ名を名な乗のると、医女あがりはゆっくりとうなずいて、

「あたくしは姜きよう麗れい娜なといいます。徽号は炎えん、位は、ふたりの姫を産んだことで、貴き妃ひを与えられました。あなたたちよりも十も年上ですが、三妃に身分の上下はありません。後宮内のしきたりどおり、麗娜と呼んでくださって結構です」

　王が即位される半年ほど前に生まれた、二番目の姫君を腕うでに抱いてかくいう姜麗娜は、王が何度も正妃になってくれというのを、固こ辞じし続けてきたのだそうです。

「正妃というのは、王の妻のこと。いい換えれば、王になにかあったとき、この国を王の代わりにまとめていかなければならない立場です。そんな大事な地位を、どうしてただの医女あがりが務められる？　誰が聞いても誤あやまりだとわかろうに、あのばかは……」

　太い眉尻が、困ったようにさがりました。その、泣いているかのような笑顔で、彼女はいうのです。

「せめて王子でも産んでやれれば、卑ひ屈くつにならず、素直に正妃の座をいただけたかもしれぬな」

　王を心から愛そうと決めたわたくしですが、王のおそばにあがったいまですら、愛の意味も愛する方法もわかりかねておりました。、それゆえに、姜麗娜に尋ねたのです。あなたは、王を愛しているのかと。

　姜麗娜は、不意に表情を、あの女王のものにあらためました。




「愛も恋も、後宮の中では絵え空そら事ごと。陛下のご寵ちよう愛あいをいただいているがために、お仕つかえしているまでのことよ」




　それでも真っ赤になった彼女の耳が、愛も恋も絵空事ではないと、雄ゆう弁べんに物語っておりました。

　──おねえさまに似ていらっしゃる……。

　従兄に嫁ぐ日の姉となぜか重なって見えて、わたくしは、姜麗娜を姉のように慕したうことにいたしました。

　姜麗娜を中心にした後宮での生活は、三年おきにひとりずつ六嬪が揃っていくものの、ずいぶん穏おだやかでした。

　わたくしが王の三番目の子になる娘を孕はらんだとき、王はことのほか喜んでくださり、

「そなたの実家のものは、男児を産めととやかくいってくるだろう。予よは、予自身が病持ちゆえな、健康に生まれてきてくれれば、王子でも姫でもかまわぬと思っている」

　と、わたくしの心の平安を願って、あえて実家のものを遠ざけてくださいました。

　姜麗娜と趙雪馨も、我がことのように、月が満ちるのを待ってくれていました。

「万家の三姉妹はいずれも美人揃いと聞きます。あなたに似た可か愛わいい王子だと将来がたいへんね。王の美貌には敵わないからと、選秀女を受ける娘たちが激減するのではなくて？」

「あたくしの娘たちは、妹が欲しいようで、美霖に頼んでくれと雲雀ひばりのように囀さえずっておる。生まれてきたら、おもちゃにされかねないぞ」

　その言葉が近い将来危き惧ぐされかねないほど、ふくふくとした愛らしい頰を真っ赤に染めて、姜麗娜の王女たちは、毎日わたくしのおなかを撫なでにおいでくださいました。

　やがてわたくしは、丸一日かけて、ちいさなちいさな女の子を産みました。南陽王国国王蘇秀剛が第三王女・蘇志し祝しゆくの誕生です。




「また女か」




　そんな声がそこここで聞こえよがしに囁ささやかれますが、わたくしにとっては「また」ではなく、はじめての子です。

　はじめてその顔を見たとき。はじめてこの腕に抱いたとき。はじめて痛みをこらえて乳を含ませたとき。

　わたくしは、世にこれほどの喜びが存在するのかと、ただはらはらと泣きました。

　胸の奥のほうであたたかいものが生まれ、それがわが子のちいさな心音に呼応し、おおきく膨ふくらんでいくとともに、わたくしははじめて「愛」という感情を知ったのです。

　──この子を幸せにしなければ。

　王の三人目の娘ともなれば、官僚方には政略結婚の道具としか見られません。

　この子を、志祝を幸せになるべくして生まれたのだと肯こう定ていしてあげられるのは、わたくししかいないのです。

　毎月支給される愛妃の俸ほう給きゆうは、ほとんどすべて志祝に費ついやしました。

　華はなやかで着き心地ごこちのいい服を作らせ、細かい刺し繡しゆうの入った布ぬの沓ぐつを何足も揃え、おもちゃもお菓か子しも志祝が望む前に、その眼前に並べてやりました。志祝の不ふ興きようを買った宮女はすぐ解かい雇こし、志祝に女王のように傅かしずくものばかりを周囲に集めました。

　もちろん教育にも手を抜くつもりはありません。

「まるで、王子を育てているかのようだの」

　そう三人目の女児を産んだばかりの姜麗娜に苦笑されるくらいには、一流の老せん師せいを用意しました。

　趙雪馨の友人に頼んで、帝国語と亜児美耶語と青竜諸島語を、その出身者から学ばせました。

　王子に道徳を説とき、教え導く三師三少候補といわれている博学の官を雇やとい、志祝につけました。

「おかあさま、どうしてわたくしは志し佳かおねえちゃまや志し溢いつおねえちゃま、志し瑛えいちゃんといっしょに遊べないのですか？」

　勉強漬けの日々に、ときおり癇かん癪しやくを起こして、志祝が泣くことがありました。

　それでもわたくしは、おなじ寝台で休みながら、寝物語を語って聞かせるように、いつかこれらのことを母に感謝する日が来ますよ、と繰り返したのです。

　しかし、




「王子殿下、ご誕生！」




　その耳を疑うような凶きよう報ほうが赤せき紫し城じよう内を駆かけ巡めぐったのは、志祝がむっつになる年の年明けでした。

　姜麗娜の三人目の娘を最後に、趙雪馨も他の妾妃たちも子をなすことがなかったため、貴族たちが躍やつ起きになって選秀女にわが子を送り出すなか、ひとりの女が宮女から六嬪のひとつ、脩しゆう媛えんに任命されたのが、前年のこと。

　才さい蓮れん順じゆんというその脩媛は、景北でも名高い商家の出身ですが、王家の血を一滴も引いておらず、本来ならば秀女となる生まれではありません。ですが、尚しよう儀ぎとして舞ぶ踊とうの練習に励はげんでいる姿を王が見み初そめて、お手元に引き取られたというのです。

　ありえない人事に、わたくしは思わず王の不実を姜麗娜に訴うつたえました。王が十六のときから添うている彼女のこと、わたくしの怒りを理解してくれると思ったからです。

　ですが、彼女は、あのときのように、太い眉尻を困ったようにさげて、笑うのです。

「ひとの心はどうにもならぬもの。王が見初められ、妾妃にと召しあげられたのなら、あたくしたちはそれに従うしかなかろう？　それに、貴妃であるあたくしのなかにも王家の血は流れておらぬ」

　彼女が納得しているのなら、わたくしにはなにもいうことはできません。新しく入れ替わった脩媛の存在など気づいていないかのように、ただひたすら志祝の教育に入れ込んでいくだけでした。

　そこへ、王のはじめての王子の誕生。

　商家の小娘は、その功績をたたえられ、ついに空位であった正妃の座を射止めたのです。

　──姜麗娜ならまだしも、商家の小娘ごときが正妃に……！

　目の前が、真っ暗になりました。

　この先ふたたび王の寵愛を受け、運よく男児をもうけることができたとしても、この国は長子制。その小娘の産んだ王子がいる以上、わが子は王になれないのです。

　そして、小娘が生きている以上、わたくしも正妃の座には就つくことができないのです。官である三妃六嬪と違い、正妃は王の妻。一度定められると正妃の死去以外の理由で新たな正妃の擁よう立りつは認められておりませんから。

　──わたくしは、王后正妃となるために生まれてきたのに……。

　そのはずだった。その定めだった。そうならなければいけなかった。それなのに、なにが間違ってしまったのでしょう。

　実家からは叱しつ責せきが届きます。

　志祝は勉強ばかり強要する母は嫌だと、姜麗娜の娘たちと遊ぶようになり、十六を迎えるまえに、親王の長子の許へ嫁いでいきました。

　王の足はそれからもわたくしにむけられることはなく、早々と現実を受け入れた姜麗娜や趙雪馨たちは、商家の小娘を、後宮の長として傅きます。




　わたくしは、独ひとりぼっちになってしまいました。




　姜麗娜や趙雪馨がお茶に誘さそってくれたり、避ひ暑しよ地ちへの旅行に連れ出してくれたりしますが、彼女たちは哀あわれなわたくしに同情したふりをして、自分が優位であることを確認していたいだけ。

　本音をいえば、わたくしなど置いて、商家の小娘に媚こびを売っていたいのでしょう。商家の小娘の覚えがめでたければ、王の死後、寡婦院で過ごす陰いん気きな日々を、ひょっとすると免まぬがれるかもしれませんから。

　やがて、お年を召した王は、持病を悪化させ、床とこに就くことが多くなりました。

　そのため王にもしものことがある前に、と、商家の小娘が産んだ王子にたくさんの期待が寄せられるようになりました。

　ですが、王子はその母親の血筋が悪かったのです。

　おかげで幼い頃からずっと病がち。子ども特有のあの明るい奇き声せいを、内宮に響かせることはまったくといっていいほどなかったのです。

　王子の虚きよ弱じやくぶりを知れば知るほど、わたくしのなかに、ある益やく体たいもない思いが湧わき起こります。

　──せめて志祝が男の子であれば……。

　志祝は内宮にいるあいだ、一度も風か邪ぜを引いたことがありませんでした。明るく健康で、聡さとく、老師がたに「なぜ王子でなかったのか」と幾いく度ども惜おしんでいただいておりました。

　そんな志祝が王女で親王の長子に嫁ぎ、病気ばかりの頼りない商家の小娘の息子が王子でこの国を継つぐ。

　なぜ、こんなことになってしまったのでしょう。

　わたくしが正妃になると定められていたのではなかったのですか？

　だから、わたくしが選秀女を受ける間ま際ぎわになって、先の国王が他界されたのではなかったのですか？

　だからわたくしは、ただがむしゃらに王のお気に召すよう努力してきたのではなかったのですか？

　それなのに、なぜわたくしはただの愛妃なのでしょう？

　なぜ、王子を産むことができなかったのでしょう？

　なぜ、生まれてはじめて愛情を抱いた我が子に背をむけられたのでしょう？

　なぜ？　なぜ？　なぜ？




「──蓮れん花か正妃は四年も前に自害し、その事実を隠すために、いまは男が成りすましております」




　志祝が婚家で男児を産んだという報せを受けたと同時に、そんな奇き妙みようなことを囁くものがあらわれました。

　ばかなことを、と退しりぞけようとするわたくしに、そのものは繰り返すのです。

「いまの蓮花正妃はニセモノです。志し龍りゆう王子を産んだ功績だけで王后となった正妃のこと、もしいまその正体を明かしたら、どうなります？　ニセモノの正妃は間違いなく死罪。きっとそのニセモノを用意したであろう正妃の実家である豪商・才一族もなんらかの重い罪を賜たまわるでしょう。そして、そんな母親を持つ病弱な王子が玉ぎよく座ざを継ぐことに、どれだけのものが賛さん同どうするでしょう。それよりも、志祝さまがお産みになった男の御み子ここそ、玉座にふさわしくは思われませんか？」

　いいえ、そんなことは思いません。わたくしはその誘ゆう惑わくを幾度も押しやりました。押しやりましたが、心のどこかにくすぶるものが生まれたのは事実です。

　そして、畳たたみかけるようにして内ない侍じ省しようのものから知らされたそれ。




「嫩緑愛妃さま、賢媛麗妃さま、後宮にアタヤ族の血を引く疑いのある宮女がおります。いまその出しゆつ自じについて詳くわしい調査をさせているところなのですが、実はそのものを、蓮花正妃さまや炎貴妃さま、そして志龍殿下までもがことのほか目をかけていらっしゃるのです。アタヤ族とは、ご存ぞん知じのとおり、この国を滅ほろぼすと呪のろいをかけた一族。そのようなものを重用なさっては……」




　──ああ、そうか。そういうことか。

　そのとき、わたくしは、ようやく気づいたのです。わたくしが、なにをするために生まれ、なにをするために愛妃になったのか。




「この国を、守らなければ」




　ニセモノの正妃から。病弱の王子から。呪われたアタヤ族から。わたくしが、守らなければ。
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　露ろ露ろは、ひとり、寝台に腰こしかけていた。

　といっても、宮きゆう女じよ時代に使っていた上下二段になったものではなく、部屋の中に部屋を作ったかのような、おおきなおおきな寝台にだ。

　三方を覆おおう壁かべ沿ぞいに大小いくつもの腰掛布団クツシヨンが置かれ、その上には寝るのに邪じや魔まにならない位置に、蝙こう蝠もりや梟ふくろうといった夜にあらわれる縁えん起ぎのいい動物の紙かみ細ざい工くが飾かざられている。

　露露が腰をおろす寝台への唯ゆい一いつのあがり口には、いまは左右にわけられているが、薄うす絹ぎぬの帳とばりが何枚もかかっている。休むときにはそれをおろし、外からの目隠しにするのだろう。

　視界をさげれば、その帳のそばに香こう炉ろが置かれていた。そこから漂ただようものがなんの香であるかを、露露は知っている。後宮に入って、尚しよう功こう香こう班はんに所属して、いちばん最初に知ったものだから。

　──麝じや香こう……。

　その効能については、陛下があとで教えてやるといっていたが、それより先に露露は知ってしまった。ゆえにいま、この部屋のような寝台のかたわらで薫たかれていることも。

　──まだ、実感がわかないな……。

　どうして、自分がこんな場所にいるのかを。きつく縛しばられた帯おびを尚しよう服ふくの宮女たちから、「陛下に寛くつろがせてもらいなさい」といい置かれた意味を。彼の訪れを、寝台で待っている理由を。

　──そっか、あたし、陛下と結婚したんだ……。

「──ってなんですと!?　あたしは寒かん月げつと結婚するんでしょ!?」

　あまりにも自然に思ったことに、瞬時に自分で突っ込みを入れる。入れて、気づく。

　──そうだよ、寒月は、後宮で死んじゃったんじゃない……。

　逢あいたくて、逢いたくてたまらなかったから、おおきくなったら迎えに来るという彼の約束を待たず、後宮に入った。後宮があり、寒月がいる景けい北ほくの都にさえ行けば、どうにか再会できると信じていたから。

　なのに寒月は、露露が後宮入りする四年も前に死んでしまっていた。

　市いちを手を繫つないで歩いたり、口くち喧げん嘩かしたり、触れ合ったり。お互いだけに恋をして愛すると約束した覚えはあるけれど、あれはすべて露露の願望が見せた夢なのだろう。

　──だから、陛下の求婚を受け入れたんだっけ。

　とはいえ、

「間、間が持たない……」

　結婚式が終わり、そのままなだれ込むようにしてはじまった宴えん会かいの途中で、侍じ女じよの手引きにより抜け出した。陛下があとでおなじように抜け出し、ふたりきりの夜を迎えるためにこの部屋にやってくるまえに、身み支じ度たくを整ととのえておかなければならなかったからだ。

　顔馴な染じみの尚宮の宮女たちによって湯ゆ浴あみを手伝われ、控ひかえていた尚服の宮女たちによって夜着に着つけられ、寝ね化げ粧しようを施ほどこされる。この寝台に通されてからは、侍女に、陛下がやってきてからはどう振ふる舞まうべきかを説とかれ、そして、ひとり取り残された。

「早く来てよ、陛下ぁ」

　心こころ細ぼそさからそう口にして、露露は焦あせる。

「違うのよ、違うの！　早く来て欲しいっていうのは、ひとりじゃ間が持たないっていうか、手持ち無ぶ沙さ汰たというか、話し相手が欲しいっていうか、つまりそういうことで、その事実上の結婚を早くしたいとかそんなことをいってるわけじゃなくって……──って、誰にいい訳してるのよ、あたし……」

　泡あわを食ったように早口でまくし立てたあと、ふと我に返り脱力する。ついでに後ろにひっくり返ろうとして、必死でとどまる。髪を綺き麗れいに梳くしけずってもらったばかりなのだ。

　腰を締しめつける帯が苦しくて、後ろに倒し損そこねた体を前に倒し直す──倒そうとした瞬間、

「──っっ!?」

　ドォン、と床ゆかが揺ゆれた。

「な、なに、地じ震しん!?」

　慌あわてて寝台の上に飛びあがり、背後の壁にぴたりと身を寄せる。

　だが、もう一度、ドォン、と床が揺れたとき、露露は、それは地震の音ではなく、たくさんの声が集まりいっせいに放たれたものであることに気づいた。

「……いや」

　どこから聞こえてくるのかわからないその大だい音おん声じようは、寝台の天てん井じようを支える支し柱ちゆうを揺らし、壁のめでたい飾りを揺らし、左右にわけてあった薄絹の帳をおろさせる。

　四方が閉ざされた寝台の中、より鮮せん明めいに聞こえはじめる言葉から逃のがれるように、露露は耳を塞ふさぐ。

　しかし、声は、そうしてもなお露露の鼓こ膜まくに直接襲おそいかかる。




　殺せ、と。

　滅ほろぼせ、と。

　奪うばい返せ、と。




「うるさい、うるさい、うるさいっ!!」

　呪のろいの言葉を繰り返すそれを打ち消すように、露露は必死で大声をあげた。

「陛下、早く来て陛下！　助けて──寒月っ」

　その名を口にした途と端たん、ぴたりと声が静まった。地震のような揺れも同時に消えていた。

　露露は、恐る恐る耳を塞いでいた手をおろす。

　世界は、静まり返っていた。

「な、なんだったの、いまの……？」

　答えの返るはずのない問いを投げかけて、露露は恐怖から早はや鐘がねを打つ胸を押さえる。

　しばらく息を潜めて周囲をうかがい、ふたたび揺れも声もしなさそうだと判断してから、ふかぶかと息を吐はいた。

　──夢じゃ、ないよね……？

　夢だとしたら、この自然におりてしまった帳の説明がつかない。壁のめでたい紙細工がゆがんでかかっている理由も。

「……」

　露露は、喉のどを鳴らして唾つばを飲み込むと、いまだ震ふるえの残る手を帳のほうへと伸ばす。帳をあげて、紙細工の位置を直して。あの揺れを、不ぶ気き味みな声を、すべて夢だったのだとおのれにいい聞かせたかったのだ。

　だが、露露は、それに気がついた。

「……誰？　陛下？」

　いつの間にか、帳のむこうにひと影があったのだ。驚おどろいたが、先ほどの恐ろしくて奇妙な声を聞いているか問いたい気持ちが勝った。

　帳をあげ、侍女から教えられた作法どおりに陛下を迎えることを失しつ念ねんして、そのまま手で搔かきわけようとしたとき、露露の耳は、またしても奇妙な音を拾った。

　シャラリ、と鋼はがねが擦こすれるような金属音。それはまるで、鞘さやから剣を抜き放ったかのよう。

　え、と思って身を引いたその刹せつ那な、

「ひっ」

　ばさり、と帳の下半分が真ま一いち文もん字じに斬り落とされた。想像どおり、剣が抜かれた音だったのだ。

　そして、露露は見る。振り切った剣をふたたび構え直し、露露に対たい峙じするその人物の顔を。

　露露は愕がく然ぜんとした。

　──なんで？




「王后正妃柳露、あなたを殺す」




　愕然として、感情の見えない声で殺すと宣せん言げんするものから、視線をそらすことができなかった。

　──なんであんたがここにいるの……？










「……起きる前から、にぎやかだね、きみは」

　ぽかりと目が覚めたとき、苦にが笑わらいをこらえきれないといったようすで、露露を覗のぞき込んでいる虎こ嬌きようと目が合った。

「……虎嬌？」

「そうだよ。おはよう、お寝ね坊ぼうさん」

「あれ？」

　がばっと音を立てて起きあがる。露露は、見み慣なれた自身の寝台にいて、いつもの夜着姿であった。

「あれ？」

「どうした？　まだ寝ぼけているのかい？」

　虎嬌が露露が起きたのを確認したためか、露露の寝台を離れながら、そういってくすくす笑わらう。それもいつもの光景に違いない。違いないが、

「あれ？」

　夢の中で聞いたドォンという音が、まだ聞こえているのだ。ひとの声の束たばでなく、銅ど鑼らの音として。

　──あたし、まだ夢見てるの……？

　なにやら変な夢を見ていたせいか、どこか夢と現うつつがあやふやになっているようだ。

　あらためて、いま自分がどちらの世界にいるのか調べようと自身の頰ほおを思い切りつねる。

「いったああああっっ!!」

　つねりすぎた。思い切りつねりすぎた。人間は本能的に自分の体を痛めつけられないようになっているが、まだ夢の中だという思いが、容よう赦しやすることを忘れさせていた。

　あまりの痛みに寝台の上でごろごろもだえていたら、虎嬌に失しつ笑しようされた。

「……起きてもにぎやかだけれどね」



















「──ところで、虎嬌？」

　つねりすぎた頰はじんじんと痛むが、そろそろ朝食の時間のはず。寝台をおりて、物入れの中から制服を引っ張り出しながら、露露はなぜかこんな時間に部屋にいる同室の友に尋たずねる。

「あんた、なんでまだ部屋にいるの？　今日、お休み？　それに、これ、なんの銅鑼？」

　このひっきりなしに鳴り続ける銅鑼のせいで、起き抜けの夢は最悪だったような気がする。

　恨うらみがましい気分でその空くう腹ふくに響くような銅鑼の音を聴きいていると、虎嬌は露露を振り返り、複ふく雑ざつそうな表情を浮かべ、思いがけないことを口にした。

「この部屋に、蓮れん順じゆんが来ることは、もう二度とないだろうね」

「は？」

　虎嬌のいう蓮順とは、この南なん陽よう王国の次代の国王である志龍殿下のことだ。訳あって、宮女見習いに扮ふんして後宮にあらわれ、二度ほどこの部屋でともに生活をしたことがあるのだ。

　ついでにいえば、頰をつねった衝しよう撃げきですっかり内容の飛んでしまった夢の中でも、志龍が出ていたような出ていなかったような気がする。

　とまれ、この銅鑼と志龍殿下になにか関係があるのだろうか。

　着替える手をやすめ、首を傾かしげて虎嬌の言葉の続きを待つ。

　虎嬌はいった。

「国王崩ほう御ぎよを知らせる銅鑼だ。露露、後宮は解散するよ」
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　南陽王国の中ちゆう枢すうを担になう王の居城・赤せき紫し城じようは、みっつの宮城によって構成されている。

　もっとも市街地に近く、民間にむかって門もん戸こが開かれているのは王宮あるいは前宮という。鳳ほう凰おう門と呼ばれる大門から道なりに歩けばここに辿たどりつくようになっていて、そのため王宮で働く官かん吏り以外に、市し井せいの民が出入りすることも多い。役所のような役割を兼ねている。

　中央に存在するのは、内宮。外国からの要人をもてなしたり、国家の運営の方向性を定めたりと、事実上の中心部であると同時に、王の執しつ務む室や王子の私室もある。

　もっとも奥まった場所にあり、山肌に沿って作られているのは、露露たちが起居し働く後宮。内宮に近いところから順に正妃、三妃六嬪、姱人……と部屋が並んでおり、露露たち内人の部屋は山腹あたりにぎゅうぎゅうに詰め込まれている。

　そこから歩いて内宮にむかえば、王の崩御を知らされたにもかかわらず、どこかのんびりとした空気が漂ただよっていたその後宮に比くらべ、やはり内宮はなにかと騒さわがしいのがとてもよくわかる。

　官僚たちは、いつもはすましてゆっくり歩く廊ろう下かを、歩くというより走ると表現するほうが正しいような速度で行きかっている。

　また普段どこに隠れているのかわからないほど大勢の人間が、そこここの部屋といい廊下といい回かい廊ろうといい、あふれかえっている。

　その隙すき間まを縫うようにして、「開けてください、通してください」と悲鳴のような声をあげて、後宮に引き返しているのは、いくつかの尚の内人たちだ。

　彼らを可能な限り避けながら来てみたおかげで、尚功香班の控えの間に辿りつくまでに、ずいぶん余計な遠回りを強しいられたような気がする。

「よう、遅かったじゃないか」

　露露の姿を認めて、戴たい姱か人じんがいつもどおりのんびりした声を投げかけてくれる。王おう才さい人じんの、挨拶も間をおかず聞こえた。

　その普段と変わりないようすにほっとしてあらためて上司ふたりを見返せば、その身に纏うものがいつもとは異なっていた。まるで内人見習いのときに着させられていたような、真っ白な制服だったのだ。

　──喪も服ふく……？

　露露の出身地である青せい桐どう村でも、誰かが死ぬと、白い喪服を村長の柳厚こう東とうから借りて、その葬儀に参列することがあった。民族が異なれば喪服の色もまた異なるのかと思っていたが、少なくとも南陽人とイネ族はおなじ色らしい。

　露露は自身が身につけている黄色の上着にちらりと目をやり、難むずかしい顔で茶を飲んでいるふたりに問いかける。

「……制服、あらためてきたほうがいいですか？」

　そこではじめて、戴姱人が、露露を見返す。そしてああ、といわんばかりに眼鏡めがねの奥の目を見開き、気心の知れた同僚に尋ねた。

「うん？　ああ、そうか、新入りは知らなかったか。方ほう傑けつ、どうすればいい？」

「喪服の用意なんてしてないでしょう？　見習いの制服は取ってある？　それで代用すればいいと思うけど、今日のところはそのままでもかまわないんじゃないですか？　他の尚でも知らされていない内人は多いでしょうし」

「方傑がああいうならかまわんぜい、新入り」

　──大おお雑ざつ把ぱだなー。

　たぶん生き真ま面じ目めな尚宮あたりでは、すぐに取って返し服装をあらためてこいといわれる場面だ。

　そういえば、来る途中に、せっかく内宮に出勤したはずの内人たちが大慌てで後宮に引き返しているのを見かけたが、彼女たちの上司は規律正しいのだろう。

　──怡い静せい姐姐おねえさんも方傑姐姐もいいっていってくれたけど、なんだかな……。

　おなじ城内に過ごしているとはいえ、国王陛下は、露露ごとき内人が簡単にお目にかかれるような存在ではない。ゆえに、倒れただ死んだだと聞かされても、いまいち実感がわかないのだ。だから、いつもであれば露露も、素直にその言に従っただろう。

　──でも……。

　ふたたび色鮮あざやかな上着を見やる。

　──蓮……志龍殿下の、おとうさん、なんだよね……。

　もし自分の父親が亡なくなったとき、それを知っている友人が、友人自身の意思ではないとはいえ、派は手でな色の服を着ていたら、どんな気持ちになるだろう。

　いっしょに悲しんで欲しいとまではいわないけれど、ほんの少し、残念に思うかもしれない。

　──やっぱり、見習い時代の制服に着替えてこよう。

　喪服の準備まではしていなかったので、王才人のいうとおり、見習い時代の制服で代用するが、それで勘かん弁べんしてもらおう。少なくとも、この尚功の上着よりはマシだろうから。

「あの……、」

「ここも、ついに解散か」

　露露が着替えてくる許可をもらおうと口を開く寸すん前ぜんに、戴姱人がしみじみとつぶやく。

　──そうだった。

　露露は、戴姱人の言葉に虎嬌にもいわれたそれを思い出す。

　後宮とは、そのとき玉ぎよく座ざに座っている王のために集められた女が住む城である。王が代替わりするたびに新しく作り直す決まりがあり、今上陛下が他界されたいま、何度か繰り返し話題にのぼっていた解散が、現実のものとなってしまったのだ。

　そうはいっても、後宮をあらためることで直接の影響を受けるのは三さん妃ひ六ろつ嬪ぴんの秀しゆう女じよたちで、露露たち宮女には特別関係ない。

　おなじ女官であっても、秀女には、自分の意思でその地位に居続けることは許されていない。王に見み初そめられ、王の女であるうちは優ゆう遇ぐうされるが、王に飽あきられ冷遇されれば、いずれ別の女にその三妃六嬪の地位を奪われることさえある。

　しかもみずから後宮を辞じする権利もない。秀女が後宮を去るときといえば、王の不ふ興きようを買い捨てられるか、王の死とともに寡か婦ふ院いんへ移り住むかのどちらかしかないのだ。

　一方で、宮女は、望めば何年でも働き続けることができるし、自分の意思で辞職することも可能である。ゆえに、あえて後宮の解散を受けてその進退を決める必要はないが、それでも、これを機に、後宮を出るものもけして少なくはないのだそうだ。

「方傑、新入り、おまえさんたちはどうする？　後宮を出るのかい？」

「え？」

　唐とう突とつに問われて、目をしばたたかせる。

　露露は、寒月が迎えに来る二は十た歳ちまでに家族全員分の借金を返さなければならないし、なんといっても香の勉強が楽しいいま、宮女を辞やめるつもりなど毛もう頭とうなかった。

　露露をこの道に引きずり込んだ戴姱人のことだから、そのくらいすでに承しよう知ちの上だと思っていたので、まさか訊きかれるとは思わなかったのだ。

　それは、王才人もおなじだったのだろう。なにをいまさらといいたげな顔をして答えた。

「わたしは残りますよ。実家に帰ったって、邪じや魔まにされるだけですからね」

　王才人は二十代も半ばだ。十三、四歳で嫁とつぐのが一般的な地方に比べ、都の娘たちは二十歳前後で嫁ぐことが多い。とはいえ、その二十歳をおおきく上回り、おまけに才人にまで出世している賢女を娶めとろうと思うもの好きは、都であってもいないに等しい。

　さいわい百五十年前にこの国を支配していた異国の影響が強く、景北の住人は、女が働くことをごく自然に受け入れている。香を作る技術も知識もある王才人であれば、城じよう中ちゆうのどこかに店を構えることも難しくはないだろう。

　だが、王才人は残るという。

　露露も当然とばかりにそれに倣ならった。

「あたしも！　あたしも残ります！」

「……新入りも？」

　それこそ意外だといわんばかりの顔をして戴姱人が訊いてきた。

　露露はむっとして頰を膨ふくらませる。

「なんですか、その顔は。あたしが残るの、そんなに意外ですか？」

「いや、おまえさんのことだから、てっきり……。なあ？」

「ええ。キリがいいことだし、愛いとしの幼おさな馴な染じみどののところに嫁ぐものかと。違ったんですか？」

「……」

　戴姱人どころか王才人にまで恋愛至し上じよう主しゆ義ぎ者しやのように思われていたことを知って、露露は軽く衝撃を受ける。

　露露の恋人である楊よう寒月が、いまその特殊な生まれを活いかして、後宮内最高権力者である蓮れん花か正妃に成りすましていることは、上司ふたりは知っている。

　戴姱人は、ホンモノの蓮花正妃を知っているため、その瞳ひとみの色の違いからうすうす気づいていたようだし、王才人には露露の口からそれとなく伝えていたからだ。

　よって、後宮が解散すれば、一、二年もしないうちに寒月はお役御免となる。そのあとは、幼い頃からの約束を果たすために、いっしょになっても不都合はない。だからこその王才人の発言なのだろうが、

　──あたしって、そんなに仕事しない人間に思われてるのかしら……。

　確かに、しょっちゅう寒月のところに行っているし、志龍殿下が蓮順と名乗って後宮に入り込んでいたときには、彼とともに後宮中を走り回ったりもした。

　けれど、仕事よりも恋愛を優先しているように見られるほど、尚功香班の仕事をないがしろにしていたつもりはないのだが。

　露露がよっぽど傷ついた顔をしていたのだろう。上司たちは思わずといったふうに同時に噴ふき出し、

「からかっただけさね、そんな顔をおしでない」

　と、露露を手招く。

「もー！」

　からかわれたことを許ゆるしたわけではないのだと意思表示のために唇くちびるをとがらせてふたりの許もとに寄れば、王才人が露露の両手を取り、妹を見るような瞳で露露を見あげる。

　彼女はいった。

「きみのその鋭えい敏びんな鼻は、わが尚功香班になくてはならないものです。まだ一年も経たっていないのに、結婚退職なんてしてもらっては困ります。残るといってくれて、ありがとう」

　戴姱人もいった。

「そうさね。こうしておなじ班で働いているのもなにかの縁。三人でいっしょに無む縁えん仏ぼとけになろうぜい」

　露露と才人は同時に答えた。

「お断ことわりですっ」

　げらげらと戴姱人が愉ゆ快かいそうに笑う横で、露露は、いい出しかけて止まったままの、喪服に着替えてくることへの許可をもらうことにした。

　最初は志龍殿下への心遣づかいであったが、それ以上に重大な用事ができたことを思い出してしまったのだ。

　恐る恐る申し出ると、姱人も才人もあっさりと許可をくれた。おまけに、ついでに菜園へ行って、いくつかの生しよう薬やくを採ってこいとの指示もくれた。

　しかもその生薬は、春にしか採れないもの。

　つまり、露露が部屋に戻りたいといい出した理由が、着替えだけが目的ではないとお見通しだった、ということだ。

　──これだから、あんなふうにからかわれるんだわ……。

　わかっていたにもかかわらずあえて口にしないでくれた上司ふたりへの礼儀から、恥はずかしさと情けなさが顔に出ないようなんとか神しん妙みような顔を作って、露露は控ひかえの間を飛び出す。

　──寒月！




（たとえ、殺されるとしても）




　約二カ月ほど前のことだ。

　はじめてふたりで市いちを歩いたその日、露露の幼馴染みであり恋人である寒月が、つぶやくようにそういった。




（このお役目が解かれるのは陛下のご逝去に合わせて、ということになっているが、たぶん、そのときに、殺される。そのくらいなさるよ、炎えん貴き妃ひさまは。だから、口くち止どめ料も含めて、ずいぶん高額な給金をいただいているのだし）




　そう簡単には殺されないとすぐに彼はいったが、それでも後宮最大の禁きん忌きを守るためだけに古くからの友人を自殺させた炎貴妃が相手だ。はいそうですか、と安心などできるわけがない。

　国王が亡くなったその日に、炎貴妃が寒月を殺すために動き出すとは思えないが、それでもいまひと目逢いたかった。逢って、無事を確認して、ひとときだけでも安心したいのだ。

　内宮から後宮へ走って戻りながら、先に蓮花正妃の部屋に行くべきか、それとも着替えてくるべきか、頭の中で自問自答していたときのこと。

「……あれ？」

　露露は思わず立ち止まる。どこからか流れてきた聞き馴染みのある香の匂においが、露露の鼻先をかすめたのだ。

「……？」

　涼すずやかな風に乗って届く草の匂いのような、かすかに渋しぶみを孕はらんだすがすがしいその香りに露露は覚えがある。

　ひんやりとした鼻の通りをよくする樟しよう脳のうに、薫くん衣い草そうの甘あまさと乳にゆう香こうの渋みが深みを添えている。空気の浄じよう化かと虫むし除よけを兼ねて作った練ねり香の香りだ。

　いつもであれば、その練り香を使っている宮女はすべて仕事に就ついている時間で、回かい廊ろうの周辺にひとがいることはまずない。

　だが、今日は王の死により生まれた混乱で、後宮も内宮も仕事どころではない。このあたりで誰か寛くつろいでいたとしてもおかしくはないだろう。

　おかしくはないが、露露の類たぐい稀まれなる鋭敏な鼻は、虫除けの練り香のさらに奥に、個人を特定する個体臭を嗅かぎ取ってしまっていた。

　宵よいの明みよう星じようを思わせる、清せい冽れつな香かおり。

　ひとが日常に感じる体臭というのは、体外に起き因いんするにおいに感情や病によって一時的に得るにおい、生活習慣や環境によって変わるにおいにその人間の個体が持つにおいそのものが混ざり合ったものだ。

　わかりやすく説明すると、体外に起因するにおいというのは、香や香水といった、あえて身に纏うものをいう。

　感情や病などで生まれるにおいとは、極度の緊張状態に陥おちいったり病を得たりするとにわかに強まる体臭をいう。その状態から抜け出せばそのうち自然と治まる。

　生活習慣や環境によって変わるにおいというのは、一週間でも食生活を変えると顕けん著ちよに見られるそれのこと。

　露露たち後宮宮女を例に挙あげれば、尚食の作るご飯を食べ、尚服によって制服を洗ってもらい、おなじ湯殿を使って生活しているために、宮女たちは互いによく似た体臭をしている。また露露を気づかせた後宮や内宮で生活するもののために香班が作った虫除け練り香はこれになる。

　そして、個体が持つにおいそのものというのは、その個人を特定するにおいのことで、犬ならばともかく、ひとが日常、寝起き以外でこれを感じることはほぼない。

　だが、露露にはその個体臭がわかる。それが、この清冽な香りだ。そして、この匂いの持ち主を、露露は、ひとりだけ知っている。

　──……ああん、もう！

　寒月のところに急ぎたい気持ちはあったが、その人物の現在の心情を思いやれば、このまま素知らぬふりをして通り過ぎることはできない。

　中庭におりて、匂いの許にゆっくりと近づく。こちらから声はかけづらく、先にむこうに気づいて欲しくてわざとおおきな足音を立てながら。

　間もなく、回廊からは死角になった繁しげみのむこうで、その人物が振り返った。

「露露か……」

　あと一年後には、わずか十四歳にして南陽王国国王となる、蘇志龍王子であった。





３






　露露の心配をよそに、志龍王子は、泣いてはいなかった。

「蓮……殿下、だいじょうぶ……？」

　訊いておいて、なにがだいじょうぶなのか、そもそも唯一の肉親が死んでだいじょうぶなわけがないだろうと、露露は自分の発言を悔くいる。

　しかし志龍は気にしたふうもない。露露がそばまで来るのを待って、薄うすく笑った。

「不ふ思し議ぎなものだな。陛下が、……実の父親が亡くなったというのに、涙が出ない」

「そ、それは突然のことで混乱しているだけよ！」

　どこか自分を蔑さげすむような志龍の言葉を、露露は慌てて打ち消す。

「実感がわくまでしばらくかかるものだから、そんなふうにいわないで」

　露露は何年もまえに、祖父母を亡くしている。そのときの経験からそういってみたが、志龍には届かない。

　彼は、露露の気遣いを否定するかのように、ちいさく首を振る。

「だが、母上のときもそうだった。予よは、情の薄い人間なのかもしれぬ」

「それは……」

　志龍の母親である蓮花正妃は、四年前に、けして叶かなわぬ恋の重さに疲れ果て、首を括くくって自害した。

　そして志龍はまだ九歳という幼さで、その母親の死体が風に揺れるさまを見ていたのだ。

　さいわいなことにといえば語ご弊へいがあるが、志龍はそのおぞましい記憶をつい最近まで繰り返しよく見る悪夢と認識していた。幼い自分が直視していた事実を完全に忘れ去っていたのだ。

　ひとは本能的に、ひどくつらいことや怖いことを体験すると、それらを思い出すことによってふたたび傷つかないですむようにと防衛心が働く。それゆえの忘ぼう却きやくなのだが、高潔な彼には不ふ孝こうに思われるのだろう。

　露露は、いまや天てん涯がい孤こ独どくの身の上となったこの少年が、哀あわれでならなかった。

　よく怒ってえらそうぶって生なま意い気きな口を利いてこそ、露露の知る志龍殿下だ。

　──こんな顔、似合わないのに……。

　たまらずに、手を伸ばす。不ふ敬けいだなどと思う間もなかった。

「露露？」

　うなだれたそのちいさな線の細い体をぎゅっと抱き締めて、強い声でいい聞かせる。

「殿下が情の薄い人間なわけないじゃない！　あれだけすぐ怒るし、すぐ笑うし、いつも果物の差し入れしてくれるし。それに、宮女たちのお墓はか、綺麗にしてくれたじゃないっ」

「それは……」

「あんたは知らないだろうけど、怡静姐姐、すごく喜んだんだよ？　親友のお墓が綺麗になった、って。他の姱人たちもそう。あのお墓に友だちが眠ってる宮女みんなが、喜んだの。殿下に感謝したのよ？　そんなふうにできるひとが、どうして薄はく情じようものだったりするのよ」

　予は、とくぐもった声で返答がある。

「予は、ただ、あそこに眠るほんとうの母上が不ふ憫びんだっただけだ。本来ならば、王のただひとりの妻として、国を挙げて葬儀を行い、おおきな墓を築きずいて差しあげられるのに。後宮のなかで死ぬという罪を犯おかした宮女とおなじ石積みの墓が終ついの棲すみ家かだなどと、子として見過ごしてはいられなかっただけだ」

　ちいさく身じろぐと、露露の腕から抜け出そうとする。拒こばむ理由もないので解放すれば、志龍は赤い顔をして、視線を背そむけている。

　強く抱きしめすぎて息がしづらかったのか、それとも褒ほめたことに照れているのか。そのどちらが原因なのかわからない志龍の赤面を、露露はただみつめる。

「ほかの宮女のことなど、気にかけたこともない」

　──ああ……。

　照れているのだ。その優しさを褒められたことを。

　──素直じゃないなぁ！

　春に別れた真ん中の弟がちょうどこんなふうだったことを思い出し、露露は不敬とは知りつつも志龍のことが愛しくなってしまう。

「噓うそつき」

「噓ではない」

　からかう露露の言葉に、即そく座ざに否定の声があがる。いまの彼の赤い顔の理由はわかる。からかわれたことに対する怒りだ。心身ともに疲ひ弊へいしきっているときには、力を使う怒りの感情は表しにくい。つまりこれは少しでも気分が浮上してきたいい証拠だ。

　露露はさらに繰り返した。

「噓つき！」

「噓ではないっ！　予を噓つき呼ばわりするとは、いい度ど胸きようだな、露露」

　自じ嘲ちようするようだった志龍の顔に、彼らしい豊かな表情が戻る。

「やっと蓮順……殿下らしくなった」

　安心して微笑ほほえむと、志龍は虚きよをつかれたようにとまどいを浮かべる。だが、露露のからかいの意図に気づいたのだろう。ややあって、

「……そなた、予を励はげましていたつもりだったのか」

　そういって、苦笑した。

「父上がそう長くないと聞いて覚悟はしていたのだが、存ぞん外がい気弱になっていたようだ。いらぬ弱よわ音ねを聞かせてしまった、許せ」

　思いがけなく素直に謝あやまられると、今度は露露がとまどってしまう。

「ちょ…、ちょっと殿下……」

　そこはもう少し不ふ遜そんな態度であったり、照れ隠しに怒ど鳴なって逃にげたりして欲しかった。そしてそんな志龍の態度に腹を立て、夜、虎嬌相手に愚ぐ痴ちをいうのが露露の習いであったはずなのに。

　──う～～っ!!

　調子をすっかり崩くずされてしまい、それ以上志龍にかける言葉を見失っていた露露の耳に、誰かが志龍を捜しているような声が届いた。すぐに鋭敏な嗅きゆう覚かくが捕える、麝香と白びやく檀だんを混ぜたような男のにおい。

　──このにおいは……。

　嗅ぎ覚えのあるそれの持ち主を露露が断定するまえに、いち早くその人物が誰か察さつした志龍が、先に王子の顔を取り戻す。

「こっちだ、虎こ振しん」

　間をおかず、色しき素その薄い頭髪の、背の高い武人然とした青年が回廊のほうからあらわれた。露露の親友、虎嬌の血の繫つながらない兄・虎振だった。

　彼はすぐさま志龍の眼前に膝ひざをつき、軽く略りやく礼れいをとる。虎振は、太たい子し衛えい率そつ府ぷの率そつ。志龍の側そつ近きん中の側近なのだ──なのだが、

「お捜さがし申しあげました、殿下」

　虎振は、志龍の許可を得て立ちあがりながらちらりと露露に視線を寄よ越こしてくる。

「？」

　目が合ったので、軽く会え釈しやくする。

　すると虎振はなにやら妙にうれしそうな顔をして、しみじみとうなずきながら、露露の想像の斜ななめ上をいく発言をした。

「時と場合をお考えいただきたいですが、やりますねー、殿下！　露露さんと逢あい引びきしてたとは」

「なんですとっ!?」

　露露の声は、驚きのあまりひっくり返っていた。そして、

「あ、ああああ逢引!?」

　その横で志龍が、先ほど以上に顔を赤く染めて、腹心の部下に詰め寄った。潔けつ癖ぺきな志龍には、我が慢まんならない台詞せりふだったに違いない。

「こ、虎振っ！　そなた、なにを……!?」

　とはいえ、志龍のその性分をよくよく理解している虎振は、実にさらりと、

「冗じよう談だんですよ」

　といってのける。

「殿下にそんな甲か斐い性しようがあったら、いくら頭とう目もくの部屋だとはいえ、後宮になんぞ入れられませんて」

「──っ!!」

　志龍の顔が今度は一瞬で青ざめる。さすがに潔癖な彼でも、それが男として侮ぶ辱じよくを受けたのだとは気づいたらしい。

　──側近というよりも、歳の離れた兄弟みたい。

　憤激に声が追いつかないのか、癇かん癪しやくを起こした子どものようにその場で地じ団だん駄だを踏む志龍と、志龍を笑いながらいなしている虎振の姿に、露露は笑いをこらえることができなかった。

「……ふふ、」

　国王が死去したばかりだというのに、大口をあけて笑声を響かせるのは不ふ謹きん慎しん極きわまりない。さすがの虎振もたしなめようとしたが、志龍はそれを制した。

「かまわぬ、陛下の死を笑ったわけではない」

　御ぎよ意いと畏かしこまる虎振に、露露は慌てて口を押さえる。いつまでも笑っていられる雰囲気ではなくなっていた。

　露露が笑い止めるのを待って、志龍が虎振におとないの理由を尋ねた。

「それで、予を捜していたのは？　まさか、ただからかうためだけではなかろう？」

「礼れい部ぶ尚書が呼んでいます。陛下の密みつ葬そうと国こく葬そうの日取りについてご相談申しあげたいことがある、と」

「……そうか……」

　虎振の言葉を聞き、志龍は短くそういった。彼の少年時代は、いまをもって終しゆう焉えんを迎えたのだ。

「わかった、すぐに行く」

　虎振はうなずき、露払いのように、志龍の前に立って歩きはじめる。虎振の身分もまた、一年もしないうちに太子府の率から羽う林りん軍ぐんの将軍あたりに変化するかもしれない。

　──変わる……、変わっていく……。

　今日の日を境さかいに、この国は問答無用で変化の波にさらわれていく。その波は、後宮を、露露をどこへ連れていくのだろう。

　その不安と畏い怖ふの象徴である志龍を、露露は膝をつき、略礼して見送る。

　去りぎわに、彼は言葉を寄せた。

「こうやって会う機会は二度とないだろう。後宮に居残るにせよ出るにせよ、息そく災さいでおれよ、露露」

「有あり難がたきお言葉に存じます」

　──会う機会は二度とない……。

　あたりまえのことだったが、その言葉が妙に胸に痛い。

（体が弱く、後宮入りが遅れたのだ。蓮順という。今日からこの部屋でいっしょに生活させてもらうことになる）

　はじめて志龍に会ったとき、彼は、白い筒つつ袖そでの上着と同色の腰衣スカートを穿はき、長い黒髪を首の後ろで束ねた内人見習いの格かつ好こうをしていた。

　露露の鋭敏な鼻は、彼の放つ男性性の臭いを嗅ぎ取っていたにもかかわらず、志龍の女装姿はどこをどう見てもれっきとした女の子すぎて、ずいぶんとまどったものだ。

（……首を吊つった、女の夢をみるのだ）

（薄明るい部屋だ。向こうには大きな窓があって、そこから夕日が差し込んでいるのだ。部屋の真ん中辺りで女の死体は吊りさがっていて、窓から入る風にゆらゆら揺れておるのだ。よはそのときずいぶん子どものようで、それが、途方もなく恐ろしいのだ……）

　そんな告白をする志龍があまりにも頼りなげで、衝動的に抱き締めたことがある。すぐさま我に返った彼に悲鳴とともにどつかれて、均きん衡こうを崩し、したたかに尻を打ちつけることになったが。

（あなたもやはり、恋と愛とは違うと思うか？）

　顔をうつむけ、周囲の誰からも表情を隠してしまった志龍がぽつりとそう尋ねたとき、その心情はどれほどのものだったのだろう。

　答えを得て顔をあげた彼の、まだあどけなさの残る少年の面おも差ざしに為い政せい者しやとしての表情が仄ほの見えて、息を吞のんだことを露露は覚えている。そして知ったのだ。少年は一瞬にしておとなになることを。

　けれど、彼は十三歳という歳相応の面を、その後もけして失くしたわけではなかった。

（──忌いまわしき漂ひよう泊はくの民、アタヤよ！　誰の許可を得て、景北に、王宮に足を踏み入れた!?）

　激げつ昂こうし、その豊かな感情を弾はじけさせることもあれば、

（久しいな、露露）

　白い内人見習いの制服の裾を揺らし、光加減で緑にも茶にも色を変える不思議な瞳に悪いた戯ずらっ子のような輝きを浮かべて笑うこともある。

　──蓮順……。

　ふたりの足音が聞こえなくなってから立ちあがり後宮にむかって歩きはじめるが、どういうわけか喉の奥が熱くなって仕方なかった。
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　喪服代わりに見習い時代の制服に着替えてから蓮花正妃の部屋に行くと、不吉な強い匂いが、廊下にまで漂ただよっていた。

「……う」

　不吉な、百ゆ合りの匂いだ。どうやら、炎えん貴き妃ひという先客がいたらしい。

　炎貴妃とは、貴妃の位階名が示すとおり、王の妾しよう妃ひのひとりである。内人という後宮の中では最下層の地位にいる露露では、本来面識すら得られない相手だ。だが、露露には、貴妃とはひと方ならず因いん縁ねんがある。

　露露を、所属する尚の決まらぬ内人見習いから、尚功内人の身分にまで取り立ててくれたのはこの貴妃だ。

　しかし、その一方で、現在の蓮花正妃がニセモノだという秘密を守るためだけに、自身の長年の友に自殺を命じてまで露露を貶おとしめようとしたのもまた、この貴妃なのだ。

　複雑な感情を抱く炎貴妃とはあまり顔を合わせたくはなく、正妃の部屋に行くのをためらっていると、先客はちょうど帰るところだったようだ。障しよう子じ戸どが開かれる音とともに百合の芳ほう香こうが強く香り、続いていくつかの足音が聞こえる。

　露露はその場に跪き礼れいして、炎貴妃一行が行き過ぎるのを待った。だが貴妃は、黙だまって通り過ぎてはくれなかった。

　取り巻きの侍女たちにも足を止めさせ、愛用の扇おうぎをパシリ、と鳴らす。

「……香班内人か」

　目上のものに先に声をかけられては、応じないわけにはいかない。露露はますます頭をさげ、その場に額ぬかずく。最敬礼を取り、答えた。

「さようにございます、炎貴妃さま」

「喪服代わりに見習いの制服を纏うたか。その心こころばえは感心じゃが、このようなときに仕事を投げ打って蓮花正妃の許へ訪れるのは感心せぬな」

「……も、申し訳ございません」

　言葉どおり褒められた行為ではないので、露露は素直に謝罪する。

　すると、ふ、とちいさく息が漏もれる音が聞こえた。続けて扇が打たれ、それを合図に、炎貴妃一行はそのまま内宮のほうへと歩いていった。

　──いまの……、

　露露は上半身を起こし、取り巻きたちの影に隠れそうになる、その白髪交じりの髪をおろした喪服姿の背中を見送りながら、首を傾げた。

　──笑われた……？

　素直に謝ったことを笑われたのか、寒月逢いたさに朝も早くからやってきたことをあきれられたのか。なんにせよ笑われた理由がわからずきょとんとしていると、

「あら、お久しぶりですね、柳内人」

　突然声をかけられて、体が飛び跳はねんばかりに驚いた。炎貴妃一行が去り、周囲にはもうひとがいないと思っていたからだ。

　──か、寒月だったらどうしよう……。

　心の準備ができているとはいいがたい。慌てて声の主を探ろうと嗅覚に集中するが、炎貴妃の百合が邪魔をして、匂いが手た繰ぐれない。

　──ああん、もう！　せめて変に緊張なんかしないで、いつもどおりに振る舞えますように！

　そう思いつつ振り返ると、

「柳内人？」

　声の正体は、炎貴妃を見送りに出ていた、やはり喪服姿の郭かく大だい姉しだった。

　──ああ、助かった……。

　ほっとして息を吐く露露に、郭大姉は不思議そうな顔をした。

「どうかして？　正妃さまに逢いにきたのではないのですか？」

　曖あい昧まいな苦にが笑わらいを浮かべてうなずけば、彼女は心得たように笑って手招く。それに導かれるようにして、露露は正妃の部屋に入った。

　実は、ここに露露が足を踏み入れるのは二週間ぶりのことだ。ついでにいえば、その間、寒月と一度も顔を合わせていない。

　──え……？　二週間ぶりって、それって……。

　つまり、口づけをされて気を失ったあの情けない夜からこちら、互いにまったく逢えずじまいだった、ということだ。

　──ちょ、ちょっと待って！

　気づいた瞬間、顔がかっと熱くなる。

　最初の一週間は、露露が恥ずかしさのあまり逢うのを拒こばんでいた。

　それでも二週目に突入した頃には恥ずかしさより逢いたさが勝り、今日こそは逢いに行こうと露露が決意を固めた途端、国王陛下の病状が悪化。

　おかげで、今度はニセモノとはいえ正妃である寒月が、その看病にあたったり王の代わりに執しつ政せいに携たずさわったりと尋じん常じようではなく忙いそがしくなってしまったため、今日の今日まで言葉を交わすどころか姿を見かけることさえなかったのだ。

　国王が他界したことを知って、寒月の身がどうなるか心配で慌ててここへやってきたものの、郭大姉の言葉にそれを思い出し、露露は二の足を踏んだ。

　──ど、どどどどうしよう。

　接せつ吻ぷんを受けたあとに、照れや羞しゆう恥ちをこらえて少しでも会話をしておけば、次に逢うときには平常心でいられたかもしれない。

　しかし露露は気絶した挙句、（虎嬌いわく）寒月に部屋まで運ばれて、それから二週間も逢っていないのだ。そのあいだに積み重なったこの盛大な恥ずかしさ。

　──どんな顔して寒月に逢えばいいのよ!?

「あ、あの……、」

　先延ばしにすればするほど余計に気まずくなるのがわかっていても、覚悟を決めるまで、時間が欲しい。

　いまにも衝つい立たてのむこうに声をかけかねない郭大姉を引き止め、露露は、とっさに話を振った。

「か、郭大姉は、後宮が解散されたあとはどうなさるんですか？」

　いつもならいそいそと衝立の奥にある正妃の部屋に入っていこうとする露露が尋ねた──しかも寒月のことではなく、郭大姉の今後のことを──のが意外だったに違いない。郭大姉は一瞬、音がしそうなほどおおきく瞬まばたきをした。

「……郭大姉……？」

「あなたでも、寒月以外のことが気になることもあるのですね」

「……」

　──郭大姉にまで、恋愛至上主義者のように思われてる……。

　ひとからの評価が、あまりにも自己評価とかけ離れている現実に、露露は軽く落ち込んだ。

　そう思われても仕方がない部分もあったかもしれない。いや、あっただろう。

　それでも上司ふたりに郭大姉を合わせた三人に、頭のなかは寒月のことだけ、と思われていたのは嘆げかわしい。

　露露があからさまに傷ついた顔をしたからか、郭大姉はくすくす笑った。

「わたしは、寒月がお役御ご免めんになるのに合わせ、寡婦院へ参ります」

「寡婦院へ……？」

　寡婦院は、王の妾妃たちが、王の死後、その余生を過ごすための施設だ。赤紫城の片かた隅すみに作られていて、死ぬまでそこで王の菩ぼ提だいを弔とむらい続けなければならない決まりがある。

「三妃六嬪ではないのに？」

「王の妃しか入れないわけではありません。陛下の菩提を弔うお妃さまたちのお世話をするものも必要でしょう？　……わたしは、知り過ぎておりますから、炎貴妃さまのおそばにあるほうがよいのです」

　──知り過ぎてる。

　それは正確にいえば、炎貴妃のそばにあるほうが郭大姉的によいのではなく、郭大姉が炎貴妃の監視下にあるほうが炎貴妃的によい、ということなのは、露露にもわかる。

　わかるが、露露にはけして理解できないことだった。

　ホンモノの蓮花正妃が自害し、いまはニセモノが身代わりを務めている。そして、その正妃の自害の理由が国王以外の男性への恋わずらい──。

　その後宮内最大の禁忌を守るために、古くから後宮に勤める女たちは、自分の身を犠ぎ牲せいにすることを粛しゆく々しゆくと受け入れている。

　ひとを陥おとしいれるために自殺を図はかる、十四歳という若さで三十を過ぎた女に成りすます、そして、その秘密を隠し抜くために、永遠に自由を手放す……。

　露露は、大姉にはもうなにもいえず、彼女が衝立のむこうに露露のおとないを告げるのを黙って聞いていた。

　ややあって寒月の入室を許可する声がして、露露は、いま気にすべきなのは後宮の毒に染まった宮女たちの未来ではなく、自分のすぐ目の前の未来であることを思い出す。

　途端、心臓はバクバクと早く打ちはじめ、踵きびすを返して逃げ出したくなった。しかし、露露は深呼吸をひとつすると、衝立の脇をすり抜けるようにしてなかに入った。

「寒……！」

　驚きのあまり、恥じらいも緊張も一瞬にして消え去った。

　寒月は、帝国風の華やかな衣装ではあったが、それからすべての色味を抜いたような喪服を身に纏っていた。おまけに、いつもであれば高く結いあげて飾り立てている黒髪は、丁てい寧ねいに梳っただけで、あっさりとひとつにまとめられている。

　そこへきて、ここ数日続いた激務のせいか顔色があまりよくなく、まるで彼自身が死んだひとのようだったのだから。

　驚愕に言葉を失う露露を見て、蓮花正妃姿の寒月が、はかなげな笑みを浮かべる。

「露露、久しぶり」

「寒月……！」

　入室するまでどんな顔をして逢えばいいのかわからなかったことなど忘れて、露露はその恋人に駆け寄る。

「だいじょうぶ？　あんた、顔色が……んうっ」

　その瞬間抱きしめられて、唇くちびるが寒月のそれによって塞がれた。

　突然のことに見開いたままだった露露の目に、とまどうくらい間近にある寒月の顔が映る。それがあまりにもうつくしくてうっとりと見み惚とれていると、顔を離した寒月が、感情を押し殺したような声でつぶやく。

「おれはまだ、笛ふえを吹ふいていないのに……」

「へ？」

　彼の言葉の意味がはっきりと理解できないまま、ぼやけた頭で訊き返したが、答えを得ることはできなかった。ふたたび接吻を受けたから。
















「……」

　呼吸がうまくできず、頭の奥のほうが痺しびれてくる。手足に力が入らなくなり、後頭部と背中に回された寒月のてのひらがなければその場にくずおれそう。

　それでも必死に持ちあげた手で彼の胸を軽く押せば、寒月のほうでも我に返ったらしい。露露を解放してくれた。

　性急すぎる口づけは、露露のなかに寸前まであった葛かつ藤とうを吹き飛ばしてしまっていた。あらためて顔を赤くする寒月を見あげると、蓮はすの花を思わせる女性体であったためか、いつもより彼から香る匂いが強い。

　──緊張、してる……？

　どうかしたの、と目線で問えば、寒月はすっと頭をさげてきた。

　また接吻されると思わず体を硬こう直ちよくさせた露露の肩に額ひたいを置くようにして囁ささやいた。

「正妃を辞やめる日が決まったよ」

「え？」

「陛下の国葬を終えたあとになった。喪明けを待たず殉死したことになさるそうだ。──目が少し赤いけど、泣いていたのか？」

「──っ!?」

　寒月の指摘に、露露は慌てて彼から飛び離れると、顔を背け、手で目元を隠す。寒月にばれないようにと冷水で冷やしてきたのに、見抜かれてしまった。

　実は、志龍と別れて部屋に戻ったとき、ほんの少しだけ露露は泣いてしまっていた。

（こうやって会う機会は二度とないだろう）

　志龍のその言葉を思い出し、また短いあいだではあったがともに過ごした日々を思い出すと、喉に込みあげた熱に導かれるようにして、少し、涙がこぼれたのだ。

　だが、そんなこと、とてもこの嫉しつ妬と深い恋人には聞かせられない。露露は無理やり本題に戻す。

「だ、だいじょうぶ、ちょっと思い出し泣き。たいしたことじゃないわ。それより、正妃さまの身代わりを辞めたあと、どうするの？　炎貴妃はなんて？　やっぱり殺さ……」

「ご本心かどうかはわからない。けれど、行きたいところがあるのなら自由にしてもいい、とおっしゃっていただいたよ」

「……そう」

　本心かどうかはわからないという寒月の言葉が示すとおり、炎貴妃のことだから少しも安心しようのない言葉だ。

　彼以上に炎貴妃に対して不信感を拭ぬぐえない露露は、けしてそれを額がく面めんどおりには受け取れない。

　──なんとか寒月を無事に後宮から逃がして、炎貴妃さまの追っ手がかからないようにするにはどうすればいいんだろう。

　そんなふうに、しばし思考の海に浸ひたっていたとき、突然寒月が思いもよらない言葉を送ってきた。

「……このあいだ、久しぶりにきみを抱きあげたけど……、重くなったな」

「なんですと!?」

　後宮での食生活は、春先までの借金奴ど隷れい時代がまるで噓のように、毎日三食が保証されている。にもかかわらず運動という運動は、ついに慣れてしまった部屋と内宮の行き帰りのみ。

　寒月に指摘されるまでもなく、最近肉づきがよくなってきていて、唯一の普段着である青桐イネ族の民族衣装がきつくなりどうしようと悩なやんでいたところだ。

　露露は図星をさされて憤ふん慨がいした。

「お、おおおお重くなったって、なによ！　八年前に比べたら、そりゃ重くなったかもしれないけど、背が伸びておおきくなっただけじゃない！　おとなになっただけじゃないっ!!」

　先ほどの志龍ではないが、地団太を踏んで抗議すると、寒月は苦笑する。

「そうだな、ごめん、言葉を間違えた。おとなになったんだ。おとなの……、女性になったんだ」

「おとなになった」と寒月の声で繰り返されると、なぜか首筋が粟あわ立だつ。

　──寒月が、変。

　いっていることに取りとめがない。緊張しているのはあいかわらずのようだが、話があちこちに飛びすぎる。まるで、核心に触れることをわざと避さけているかのように。

「……どうしたの？　なにか変よ？」

「ああ……」

　問えば、そういったきり、押し黙る。

「？」

　促うながせば口を開くだろう。しかし、無理に聞き出さねばならないような不安感は、不思議となかった。

　ゆえに、彼が自分自身の意思で、その『なにか』を口にするのを待つべくその顔を見あげたとき、寒月はすっと、露露から視線を逸らした。

「……後宮を、辞めるつもりはないか？」

　思いがけない質問だった。

「なんですと？」

　露露は反射的に問い返す。

「どうして、そんなことを訊くの？　答えはわかってるはずでしょ？」

　露露には借金を返す目的もあれば、香班の仕事が楽しく、この道を極めたいという気持ちがある。後宮が急きゆう遽きよ解散するからといって露露に辞職の意思がないことぐらい、寒月も理解していたはずだ。

　寒月は、そんな露露の反応は予測ずみだったのだろう。表情を真剣なものにあらため、その場に膝をついた。指を組み、顔の前にそれを掲げ、呼吸を整えるとこういった。




「こんな姿のままいうべき台詞ではないんだが……。結婚しないか？　露露」




　寒月とは、露露が二十歳になり、借金を返し終わったら結婚すると約束していた。しかし、露露はまだ十五歳。二十歳まで、まだ五年あったはずなのに。

　露露は、頭が真っ白になるという言葉の由来を体感した。










[image: ]








１






　国王崩ほう御ぎよにともなう後宮解散の報は、正午を迎える頃には後宮全体に浸しん透とうしていた。

　尚しよう食しよくの宮きゆう女じよたちが大慌あわてで作った昼ひる餉げを食べるために食堂を兼かねた広間にむかうと、そこでは尚宮の宮女たちが声を嗄からして、今後の身の振りかたについて説明している。

　いわく、後宮の解散は、国王の喪も明けとともに行われる。

　喪が明けるのと同時に行われる新王践せん祚そまでには約一年の猶ゆう予よがあるが、新しい選宮女の準備もあるため、後宮に残るか、出るか、出るならいつか、という報告を内ない侍じ省しように早急に報告すること。

　残る場合、所属する尚の変更、あるいは昇級試験を受けることも可能であること。その場合の手続きも時間がかかるため、変更や昇級を考えているものは早めに連絡すること云うん々ぬん。

　──あたしは残るし、尚の変更もするつもりはないから、特に関係ないな……。

　昇級試験を受けることには興味がないではないが、もしそれで才さい人じんへと昇格してしまえば、給与の額があがるついでに、部屋が変わることになる。

　本来なら四人で使う部屋を虎こ嬌きようとふたりで贅ぜい沢たくに使わせてもらっている現在から思えば、才人になるとわざわざいまよりちいさな二人部屋に移らなければならず、ついでに同居人まで変わってしまうことにどうも抵抗がある。

　だが、虎嬌は別だろう。

　彼女の所属する尚食では、昇級すれば、その都つ度ど、担当する係が変わる。皿や泥どろのついた野菜を洗ったりするのが中心の内人の仕事が、才人になるだけで包丁を使えるほどになるのだ。

　厨ちゆう娘じようという一流の女料理人になる夢を持つ彼女のこと。露ろ露ろと部屋が離れてしまう程度のことで、昇級試験を受けないわけはないだろう。

　──殿下は雲の上のひとになるし、虎嬌もきっと才人になって、部屋が別になる……。

　露露は、重い心を抱えて、深くため息をついた。

　──なんでいまのままじゃだめなのかな……。

　心が重い理由を知っている。それは、寒かん月げつの性急な求婚のせいだ。

（おとなになったら、必ず迎えに来るから。そのときは、ぼくのお嫁さんになってくれる？）

　幼い頃の約束を信じ、寒月を捜して後宮に入ったのは露露だ。

　四年も前に寒月は死んだと聞かされて、絶望のなか、それでもやりがいのある尚しよう功こう香こう班はんの仕事に出会い、この道を進もうと決めた。

　けれど、いろいろあって寒月と無事再会を果たし、彼もまた、露露とおなじ気持ちであったことを確認したのは初夏の頃。

　いもしない恋敵の存在に嫉しつ妬とする寒月の姿に思いがけない一面を見、とまどって喧けん嘩かじみたこともした。

　だがそれも露露を好きだからこその態度だと思えば面おも映はゆく、あらためて五年後にいっしょになることを約束し、はじめて口づけたのは、つい先日のことだった。

　なのに。

　──あたし、怯おびえてるのかな……。

　寒月は十七、そして露露は十五歳。少し早いかもしれないが、じゅうぶん所帯を持ってもおかしくない年齢である。

　しかしそこを露露は、あえて先延ばしにしてきた。借金があるから、仕事が楽しくなってきたから。そんな理由をつけて。

　だが、国王の死による後宮の解散は、そんな猶ゆう予よさえ、一瞬にしてもぎ取る。

　求婚されてはじめて、露露は知ったのだ。

　夢や憧どう憬けいでしかなかった寒月への恋が結婚という形で叶かなってしまうこと──現実になってしまうことに、無意識のうちに怖おじ気けづいていたことを。

　だから、「二は十た歳ちになったら」「五年後に」と、漠ばく然ぜんとした未来に追いやっていたことを。

　──ひとを好きになるって、こんなにたいへんなことだったの？

　寒月の言葉に一喜一憂して。その実、素直になれなかったり、怯えてしまったり。好きだという気持ちに正直になればいいだけなのに、あれこれ理由をつけて逃げ惑まどって。

　だからだろうか。突如として、まるで呪いの言葉のように思い出す言葉がある。




（──陛下以外の男に恋したがために、蓮れん花か正せい妃ひ、いや才さい蓮れん順じゆんという女は自害をしたのです）




　いまは罪を犯した宮女たちが眠る寺で、尼となって暮らしている高こう姱か人じんが口にしたそれだ。

　愛しているひとがいるのに、愛しているわが子もいるのに、それでも恋に堕ちることをとめられなかった蓮花正妃の存在が、露露の不安をあおるのだ。

　死を選ぶほどのものが恋なら、寒月への想おもいがいつか、わが身を滅ほろぼすのだろうか、と。

　──どうやってみんな、気持ちに整理をつけていくんだろう……。

　あいにく、露露にはそんな相談ができる相手がいない。

　相部屋の親友・虎嬌は、「恋ぐらいしているよ。毎日、ね」と豪ごう語ごするくらいだ。悩みを打ち明ければ、露露と寒月が相思相愛となる過程を知っている彼女のこと、きっといい助言をしてくれるだろう。だが、気き恥はずかしくて口にできるわけがない。

　上司ふたりにしようものなら、一カ月はからかいのネタにされるだろう。

　こんな話ができそうな友が少し前にいたが、とある事件に巻き込まれたために、彼女は後宮を去ってしまった。

　──……どうしよう、あたし、独りぼっちだ……。

　昼食を取り終え、答えの出ない悩みと思いがけず知った自身の貧しい交友関係に落ち込み、とぼとぼと尚功香班の控ひかえの間にむかっていたときのこと。




「──あんたが、尚功の柳りゆう露？」




　突然声をかけられて、露露の周囲をきらびやかな娘たちが一瞬にして取り巻いた。

「へ？」

「愛あい芹きんたちから聞いたの。あんた、志し龍りゆう殿下と知り合いなんですって？」

「なんですと!?」

「なんですと、じゃないわよ！　あんた、ずいぶん志龍殿下と仲がいいそうじゃない」

「露露って、名まえで呼ばれているそうね。あんたみたいな借金奴ど隷れいあがりが、どうして殿下とお近づきになれたわけ？」

「それは、そのう……」

　それはこっちが訊ききたい、というのが露露の正直な気持ちだ。

　間違いなく、露露は志龍王子と親しい位置にいるだろう。なにせ、約二カ月、おなじ部屋で寝食をともにしていたのだから。ついでにいえば、園林や菜園を香の材料となるものを探していっしょに歩いて回ったこともあるし、盗とう難なん事件の犯人を捜さがして後宮中を走り回ったこともある。

　そもそも露露が、志龍王子の体調が優すぐれない理由を呪のろいだと看かん破ぱしたことから、それに興味を持った彼が女装して後宮に乗り込んできたことにすべてははじまる。

　だからといって、

「ひょっとして、あんたにあの服を贈おくったの、志龍殿下？」

　だの、

「ちょっと耳に挟はさんだんだけど、あんた、夜中に誰かと逢あい引びきしてるらしいじゃない。相手は王子じゃないでしょうね」

　だの、詰め寄られても困る。違うと否定したいが、では誰かと訊かれるのもたいへん困るからだ。

　返答できずにいる露露に、宮女たちは露露の頭の上から爪つめの先まで文字どおりじっくり眺ながめると、どういう納得の仕方をしたのかわからないが、

「まあ、いいわ」

　と追求の手を休めてくれた。そして、

「こんな借金奴隷あがりの田舎いなか娘、志龍殿下が本気で相手になさるわけがないでしょうしね」

「結婚前の火遊びぐらい、大目に見るのも妻の役目だし」

「それにしても殿下はまだ十三歳でしょう？　ずいぶん早そう熟じゆくでいらっしゃるのね！」

　そういってきゃあきゃあと、勝手な志龍王子像を作りあげ、実に楽しそうに騒ぎはじめた。

　──蓮順、なんだけどな……。

　宮女たちも蓮順のことは見かけていたはずだが、内ない人じん見習い蓮順と王子志龍を結びつけて考えることは、たぶん永遠にできないだろう。

「お背いはきっと高くていらっしゃって」

　──いやいや、あたしより低いし。

「お体が弱くて、臥ふせっていらっしゃることが多かったのでしょ？　きっと物もの腰ごしのやわらかい繊せん細さいそうなおかたのはず」

　──傲ごう慢まんで、わがままですが。

「あれだけおうつくしいおかあさまをお持ちですもの、それはそれは素す敵てきな美少年でしょうよ」

　──それはそれは見事な美少女ですよ。

　当人を知っている人間からすれば、もはや冗じよう談だん以上のなにものでもないくらいに乖かい離りした王子像を夢想する宮女たちの輪から、露露はこっそり抜け出した。

　が、

「──あんたが、尚功の柳露？」

　その日はそうやって何度も別の宮女たちの集団にとっ捕まり、おなじように質問攻めにあう、ということを繰り返す破は目めに陥り、おかげで鬱うつ々うつと悩んでいる暇ひまがなく、そのうち重い気持ちすら忘れ去っていた。
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　夜になり、消灯間近の自由な時間は、原則として部屋から出ることを禁じられている。

　おかげでようやく得た心と体の平穏を、露露はいま、虎嬌とともにゆっくりと堪たん能のうしているところだった。

「きみもいわれたんだ？」

　南なん陽よう王国随ずい一いちの武門の出である虎嬌は、普段から足腰を鍛きたえているためか、うまく逃げおおせたらしいが、露露は、ずいぶん長く美人、才人、内人問わずの宮女たちから追いかけ回されていた。

　おかげでむくんだ足に、虎嬌に灸きゆうを据すえてもらいながら、うなずいた。

「正妃になるのは無理でも、三さん妃ひ六ろつ嬪ぴんなら入り込めるって考えてるんだろうね。もう、昼餉のあとから仕事にならなかった！　次から次から、尚しよう儀ぎのひとたちが来るんだもん」

　二週間ほど前、寒月扮ふんする蓮花正妃がなにものかに誘ゆう拐かいされたときのことだ。

　正妃よりも先に、いっしょにさらわれたはずの宮女──これが露露の友・李り雨う花かであった──が見つかったのを志龍みずからが露露たちに報しらせに来たおりに、ちょうど尚食の宮女たちがその場にい合わせたのだ。

　尚食宮女たちは、志龍が露露と虎嬌のことを柳内人、董とう内人と呼ばず、名まえで呼んでいたことを覚えていたらしい。

　後宮の解散が現実の話になったことで、どうやら露露と虎嬌は次期国王である志龍殿下と親しい仲にあると吹ふい聴ちようして回ったようなのだ。

　そして、それを伝え聞いた、玉の輿こしに乗るために後宮入りをして、もっともその確率の高い尚儀で働いている娘たちが、自分を志龍殿下に取り次げとずいぶん押しかけてきたのだ。

「愛芹たちは叱しかっておいたけど、もうずいぶん行き渡ってるだろうね。明日も逃げ回ることが確定かな？」

「やなこといわないで、虎嬌。明日のこと、考えるだけでも気が重いわ。……それに、そんなに簡単に蓮順に会えるんだったら、さっさとあたしが会いにいくわよ」

　息そく災さいでおれ、と言葉をくれたその背中を思い出し、どうにも悔くやしくなる。

　せっかく仲良くなったのだ、会えるものなら露露だって志龍に会いたい。

　だが、もうそれを許される関係ではなくなったのに、事情を知らない尚儀たちがずいぶんと無責任なことばかりいってくるのが、腹立たしい。

　そう思って口にしたのだが、虎嬌には意外だったようだ。目を驚いたように見開いて、露露の顔を見返してくる。

「……どうしたの、そんな顔をして」

「……露露、志龍殿下にお会いしたいのかい？」

「会いたいよ？　え？　なに、おかしい？」

「いや、おかしくはないけど……、寒月どのは……？」

「？　なんでそこで寒月の名まえが出てくるの？」

「え？」

「え？」

　会話が嚙かみ合わない。

　虎嬌が、不思議そうな顔をして、露露にふたたび問いかけてくる。

「殿下にお会いしたいんだろう？」

　露露はうなずいた。

「今日、殿下にね、お昼前に会ったの。そのときに、こうやって会う機会は二度とないだろう、っていわれてね。いままではほら、この部屋でいっしょに寝泊まりしたり、尚功でいっしょにお香の勉強をしたりしてたじゃない？　でも、殿下は来年にはもう国王になってしまうんだ、会えなくなるんだ、と思ったら、弟がひとりいなくなってしまったみたいで寂さびしくて……」

「弟？」

「うん、弟」

「弟」

　弟、と繰り返す虎嬌の顔に、どういうわけか複雑な表情が浮かぶ。

　露露に聞こえないように顔を背そむけてなにかをつぶやいたその口が、「かわいそうに」と動いたような気がしたのは、露露の目の錯さつ覚かくだろうか。

　──なんだろう……、今日は虎嬌と距離を感じる……。なにかしたかしら？

　身に覚えがなく、心の中で首を傾かしげていると、左から右足のほうへ場所を移動し灸を据えはじめた虎嬌が、手を休めないまま訊いてきた。

「寒月どのは自由になるんだろう？　いっしょに暮らそうとはいわれなかった？」

「どどどどどど──ぅ熱っ!!」

「ああ、動いちゃだめだって！」

　動揺のあまり、どうしてそれを、と訊き返せなかった。

　おまけにビクッと体が跳ねたせいで灸がこぼれ、火のついたところが直接肌はだに当たる。

　虎嬌がすぐにもぐさを払ってくれたおかげで火傷やけどにはならなかったが、また最初からやり直しだと文もん句くをいわれてしまった。

「……彼は、顔の割にはせっかちだね。後宮を辞やめるの？」

　もくもくとまた灸を据え直す虎嬌が、苦く笑しよう混じりに問いかけてくる。

　露露はまたもぐさがこぼれないように気をつけながら、首を振った。

「ううん。借金があるからって逃げてきた」

「逃げて……？　借金ぐらい、代わりに払うといいそうだけどね」

「いわれた」

「いわれたんだ」

　うん、とうなずいて、口を開く。

　しかし、夢が現実になることに怯えている自分がいることは、あえて打ち明けなかった。そんな弱い自分を晒さらし、虎嬌に笑われるのが怖かったからだ。

「……どうしてわかってくれないのかな……？　あたしだって、寒月といっしょにいたいよ？　けど、それと借金を立て替えてもらってまで求婚を受け入れるのって、話が違うと思うの。寒月に借金を立て替えてもらったら、それってただ債権者が村長から寒月に変わっただけ、ってことにならない？　あたしは、好きなひととは──寒月とは対等でいたい。結婚してからだって、寒月に食べさせてもらうような関係じゃいやなの」

　露露の父親は、借金奴隷の母にひと目め惚ぼれして、流れものの身からわざわざ奴隷の身分になった。だからといって、母の借金を半分負ったというわけではないらしい。

　母の先祖代々の借金を受け持つことで、母に負い目を感じて欲しくなかったそうで、父親は、露露や露露の弟妹に課せられた借金は返済しているが、母の分には手を貸していないそうなのだ。

　そうはいっても、露露たち子どもに課せられた借金は、突き詰めていえば、母親の先祖代々の借金である。結局母の借金の返済を手伝っていることになるのだが、意味合いが違うらしい。

　それは単なるこじつけじゃない、と以前露露は母親に尋たずねたことがあるが、

（こじつけでもなんでも！　おとうさんがそういってくれるから、おとうさんには香職人を辞めさせないですんでいるし、喧嘩ができるし、文句もいえるの。おとうさんとおかあさんは、対等なのよ）

　そういって母が幸せそうに笑ったせいだろうか。対等だからこそ、ふたりが仲なか睦むつまじいようすに、ひそかな憧あこがれがあるのだ。

「それに、この鼻のよさを活いかせる道が見つかったし、まだまだ勉強したい。後宮は、この気持ちに応えてくれる場所だわ。そう思わない、虎嬌？」

　おとなの都合でふたりの兄のどちらかを夫に選べといわれ、それを拒むために厨娘になろうとしている虎嬌にならわかってもらえるだろうと尋ねると、ようやく虎嬌が視線を合わせてくれた。

「同感だ。わたしも、厨娘になるにはまだまだ知識も知恵も足りなさすぎる。もう少し後宮にいさせてもらうつもりだったんだ。新しい後宮ができたら、すぐにでも昇級試験を受けて、才人になるつもりだよ」

　──才人になる……、虎嬌は、才人になるんだ……。

　露露とは部屋が別になる可能性があることにはそれほどのこだわりはないようだった。

　それがわかって、露露は、ガクンと視界がぶれたような衝しよう撃げきを受けた。

　露露は、虎嬌と部屋が離れるのがいやで才人の昇格試験を受けるのをどうしようかと悩んでいたのに、虎嬌はあまりにもあっさりと受けるといい切る。

　先ほど感じた心の距離をさらに感じて、泣きたくなった。

　──虎嬌も！　寒月も蓮順も、みんなあたしを置いていく!!

　思わずこぶしを握にぎり込む。爪をてのひらに立てて、痛みで失望を紛まぎらわせたかったのだ。

　ひとはひと、自分は自分。違う生き物なのだから、けしてその考え方も生き方もおなじでいられるはずがないとわかっていても、どこかで虎嬌とはいっしょにいられると、おなじ考えであると思い込んでいたようだ。

　露露は、胸が痛かったが、無理に笑った。

「ああ、じゃあ、あたしも受けようかな」

　せめてこのことには同意してくれると、一いち縷るの望みを抱いて。

「どうせなら、才人になってもおなじ部屋がいいよね」

　虎嬌は、なんでもないように、うん、とうなずいてくれた。
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　後宮内を走り回った疲労からか早々に寝台に潜もぐり込んだ露露だったが、まったく眠れずにいた。

　たった一日のうちで、志龍ともう二度と会えないだろう別れを経験し、才人への昇格を望む虎嬌との相違を思い知らされ、そして寒月からの求婚を受けて、露露は自分を見失っていたのだ。自分の進むべき道が、わからなくなっていたのだ。

　──やっぱり、寒月の求婚を受け入れるべきなのかな……。

　夜の静せい寂じやくを縫ぬって、かすかに聞えてくる笛ふえの音がある。寒月が「逢あいたい」と露露を呼んでいるのだ。そして、その笛の音に、答えたいという気持ちも露露のなかにはある。

「……」

　落ち込んでいる理由を考えてみれば、彼と結婚することがいちばんいいような気がする。

　虎嬌と、果物やお菓か子しをつまみながらくだらないおしゃべりに興きようじる夜が好きだった。

　蓮順と名乗る志龍とともに、戴たい姱か人じんや王才人に香を学んでいた日々が好きだった。

　召しよう見けんの命を受けて正妃姿の寒月と逢う日中も、ひと目を忍しのぶように寒月と逢う夜も、好きだった。

　そのすべてが一度に失われようとしているから、こんなにも苦しいのだ。

　だったら、そのみっつのうちで、確実に未来永えい劫ごう続けていけるものを選べばいい。それは寒月と逢うことだ。幼いあの頃のように毎日いっしょにいて、両親のように対等に愛し合って、寒月が恵まれなかった家庭をともに築いていくことだ。

　──きっとそれがいちばんいい。いいに決まってる。

　そう思って、いつのまにか目尻を濡ぬらしていた涙なみだを拭ぬぐった瞬間、手に残っていた誰かのぬくもりを思い出した。

（きみのその鋭えい敏びんな鼻は、わが尚功香班になくてはならないものです。まだ一年も経っていないのに、結婚退職なんてしてもらっては困ります。残るといってくれて、ありがとう）

（そんなことまでわかるなんて、ずいぶん鼻が利きくんだね）

　露露の鼻のよさを、父親の次に認めてくれたのは誰だった？

（そのうえで尚宮のカタブツがおまえさんを後宮追放しようとすんなら、うちで引き取ってやるから、安心していっといで）

　そういって、露露のことを信じてくれたのは誰だった？

（……予よの体の不調の原因を一いつ介かいの内人見習いが看破したと聞いて、そなたに興味を持ったのだ）

　そういって、単調な日々を楽しくさせてくれたのは？

（わたしはいうべきことをいうべき相手にいっただけだよ。きみが正しい行いをしていたから助かったんだ）

　いつもそばにいて、励はげましてくれて、支えてくれていたのは？

　露露は飛び起きた。

　──なに考えてるのよ、あたし！

　簡単に妥だ協きようできるなら、最初から香の道に進もうなんて思わなかった。会えないからと投げやりになるくらいなら、最初から好きにならなかった。

　こんなふうに悩むのは、どちらを選んでも、選ばなかったほうに未み練れんや後悔を持つのがわかるからだ。

　──やっぱり、待ってもらおう！

　後宮の解散を受けて、宮女は今後の進路を定めるのに、ほぼ一年かけるものだ。

　露露は思う。その一年──あるいは半年──を使って、自分の生きる道をしっかり考えたい。そのうえで、寒月の求婚に応じるか、後宮に残るかを決めたい、と。

　さいわいにして寒月は、ときおり強引ではあるが、露露の気持ちを大事にしてくれる。露露が逃げずにちゃんと話し、結論を出せば、理解してくれるはず。

　──よしっ。

　気合をいれて、寝台からおりようとすると、

「あれ？」

　なぜか虎嬌が武官服のような動きやすそうな服装で、手になにやら荷物を持って、部屋を出るところだったのだ。

　笛で呼び出す方法は改かい善ぜんの余よ地ちがあるね、そう苦笑した虎嬌は、

「きみはそのまま寝ておいで。今日、用があるのはわたしのほうだから」

　と露露に手を振って、寝台へ戻るよう促うながす。

　露露は、それに従えなかった。

　ふたりがなにやら気が合いそうなことは、先だってのやり取りで露露は感じていた。

　正妃として誘拐されていた寒月を救い出したあと、虎嬌は真っ先に寒月の手首についた傷を確かめながら、露露を置いて、妙みように男っぽい会話をしていたからだ。

　そのときはなにも思わなかったし、ふたりの仲を疑ったりとか嫉妬したりだとかすることはなかったのだけれど、それでも、こんな時間にふたりが会う約束をしているのを知って、どうして黙っていられよう。

「……どういうこと？」

　疑念が隠しきれず、問う声が低い。

「どういうこと、って……」

　薄暗がりのなかよく見えないが、問われた虎嬌も、いささかとまどったらしい──とまどったらしいが、虎嬌は虎嬌だ。

「言葉どおりの意味。今晩の寒月どのの逢引相手はわ・た・し」

「なんですとっ!?」

　あまりの爆弾発言に瞠どう目もくして彼女を見やれば、廊ろう下かの角灯が障しよう子じ戸ど越しに差し込む灯あかりにほんのりと照らし出された虎嬌の美少年めいた顔に、笑いを押し殺したような奇妙な表情が浮かんでいる。からかわれたのだ。

「もーっ！」

　露露の怒りをいなすように、からからと陽気に笑声をあげて、虎嬌はいう。

「わざわざ親友の恋人を取るほど、わたしは恋の相手に不自由はしていないよ！　きみはほんとうに素直だね」

「～～～っ!!」

　暗に単純だと揶や揄ゆされたような気がして、釈しやく然ぜんとしない。

　そのせいではないが、さんざん、ついて来てもつまらないよ、明日のために寝ておいたほうがいいと虎嬌に説得されたが、頑がんとして首を縦たてに振らなかった。

　親友と恋人がいつのまにか夜に会う約束を取りつけていたのを知って、はいそうですか、と寝直す心の広さの持ち合わせなど露露にはないのだから。

　やがて根負けした虎嬌とともに、夜の警けい邏ら中の宮正たちの目を盗ぬすみながら、いつものちいさな中庭へむかうと、待っていた武官姿の寒月が驚いたように目を見開く。

　露露はむっとした。

「なに、その顔」

「いや、露露も来たのか、と思って」

「来ちゃいけなかった？」

「そういうわけではないが……」

　少し視線をはずし気味に答える寒月は、結婚を申し込んだその答えを得られていないどころか申し込んだ相手が逃げたせいか、気まずげだ。

　逃げた当人である露露も露露で、虎嬌にからかわれたこともあり、依い怙こ地じになってやって来ただけ。当初の「一年、あるいは半年考えさせて欲しい」という答えを伝える気持ちは、いまのところ皆かい無むだ。よってどこか居い心地ごこちが悪い。

　互いに次の言葉がなく黙り込んでいると、そばで成り行きを見守っていた元げん凶きようが失しつ笑しようする。

「まったく、きみたちはお互い無む駄だに嫉妬深いね」

　一カ月ほど前に、それでずいぶんともめたのだ。あきれたような虎嬌の言葉に、露露と寒月ははじめて目を見合わせ、苦笑した。

「……それじゃまず、訓練をはじめる前に、露露の誤ご解かいを解いておこうか」

　わざわざ誤解を招くようなものいいをした本人が、しれっとそんなふうに前置きして話し出したのは、なにがきっかけで、今晩、虎嬌と寒月がふたりで会う約束を交わしたのか、ということだった。

「このあいだだよ、きみがおめかしして寒月どのに逢いにいった夜。あの日、なにがあったのかわからないけど、気を失ったきみを部屋まで寒月どのが運んでくれたことはいっておいただろ？　お礼はいった？」

「……まだ」

「じゃあ、いまいっておきなさい」

「う……」

　なぜ露露が気を失ったのか、その理由まではさすがに知らされなかったようだ。露露が一方的に寒月に迷惑をかけたと判断したらしい虎嬌は、さらりと露露に命令する。

　だが、露露にしてみれば、

　──そんなの、いえるわけないじゃないっ！

　そう主張したいのが本音である。だが、そのためには、はじめての接せつ吻ぷんに緊張のあまり気絶した旨むねを、虎嬌に伝えなくてはならない流れになりかねない。

　口にするのも恥ずかしいのに、それに輪をかけて、今け朝さ正妃姿の寒月に抱きしめられ深く口づけされたことや結婚を申し込まれたことまで急激に思い出されてくる。露露の動揺をよそにしれっとしている寒月を呪わしくさえ思ってしまう。

　──絶対に、お礼なんかいうもんですか！

　頰ほおを膨ふくらませてぷいとばかりに顔を背ける露露に、虎嬌はそれ以上強要はしなかった。

　頑がん固こもの、と軽くたしなめておいて、回廊に掲かかげられた角灯の灯りが照らす地面に、持ってきた荷物を広げていく。

「国王陛下がお亡くなりになるのがそう遠くないことは、もうわかっていたことだからね。あの宿でアンキの使い方を教えると約束していたから、亡くなったその日からはじめることにしよう、って約束していたんだよ。ご覧、これがアンキ──暗殺のために用いられる武器だ」

　促されてちらりと目をむけた露露は、灯りを受けて物ぶつ騒そうな光を放つちいさな暗あん器きを、思わず二度見する。

　いずれもてのひらに隠せるような小ぶりなものであったけれど、どう見ても武器に見えない代しろ物ものがいくつもあったのだ。たとえば、指先に乗るくらいのちいさな玉に、縁ふちを潰つぶした銅どう貨か。寒月が興味深そうに手にした、長く太い針はり。

「わたしは暗器の類たぐいには不案内でね、上の兄に少し相談してみたんだ」

「上の兄というと……、兵ひよう部ぶ侍じ郎ろうの虎こ勢せいさまですね？」

　寒月が確認するように尋ねれば、虎嬌はうんとうなずく。

　兵部侍郎というのは軍衛、武官の選抜に携わる文官である。南陽王国一の武門・董家の養子が就つくには少々もの足りない地位ともいえる。

　露露はいまだ会ったことがなく、虎嬌の語る虎勢像と丁寧な筆ひつ跡せきでしか知らないが、たいそうひと当たりのいい人物だそうだ。

　もともと文官むきの性格をしていたのだろう。難しいとされる官かん吏り登用試験を軽く及きゆう第だいし、そのまま順調に出世し続けているのだから。

「暗器を必要としているのが寒月どのだということは知らせずに、虎振を通じて簡単な事情だけを伝えて、揃そろえさせたのがこれら。虎勢が使っている仕込み杖づえのようにおおきなものもあるけれど、寒月どのが隠し持つならこういうののほうが、邪魔にならなくていいだろう」

「感謝します、琥こ珀はくさま」

　食い入るようにそれらを眺める寒月の袖そでを引っ張り、露露は注意を引く。先ほどの虎嬌の言葉に、うっかり聞き流せない言葉があったからだ。

「……寒月、暗器を必要としてる、って……」

　しかも、これら暗器を寒月が隠し持つなら、と。

　いったい全体、寒月はなぜ暗殺の道具など欲しているのだろう。

　それが訊きたくて尋ねると、寒月は武器から視線をはずさないまま、どこか上うわの空なようすで答えてくれた。

「蓮花正妃を誘拐した真犯人がまだ捕まっていないのは知っているだろう？　陛下がお亡くなりになったいま、またぞろそれらが動き出す可能性がある」

　そうなのだ。

　一カ月ほど前に、嫩どん緑りよく愛あい妃ひの娘の出産祝いに赤せき紫し城じようを離れた蓮花正妃を、豹ひよう隠いん党とうを名乗るならずものの集団が誘拐したことがある。

　露露の鋭敏な嗅覚と虎嬌の董家頭とう目もくの名が伊だ達てではない体術によって、捕らわれていた古びた宿から無事救出したものの、のちにそのならずものの集団は単なる雇やとわれものであったことが判明したのだ。

　そもそも蓮花正妃が赤紫城を離れること自体お忍びであったから、真犯人は後宮内の動きに詳くわしい人物であろうと、いま現在も水面下で警戒されているのだ。

　露露は、それらのことを思い出し、急激に不安になる。捕らえたままだった寒月の服の袖を、強く握り込む。

　虎嬌は、寒月の言葉を補うように続ける。手で、その物騒なものをもてあそびながら。

「蓮花正妃もそうだし、志龍殿下もだけど、この時期がいちばん命を狙ねらわれやすいんだよ。殿下が一年後に即位なさるまで、玉ぎよく座ざは空位。そのあいだ政まつりごとを行えるのは、志龍殿下と王のただひとりの妻である蓮花正妃のみ。殿下が病弱なのを理由に排はい斥せきしたがっているいくつかの親王派が、正妃の暗殺や殿下の誘拐に動き出す可能性もあるからね。だから、寒月どのにはせめてもの自衛手段を手ほどきしておこう、と」

「剣を持ち歩くことができればおれとてひとに遅れはとらないが、正妃姿ではそうもいかないだろう？　暗器の使い方がわかれば、ある程度は暗殺者がどう攻めてくるか予測も立てやすい」

　そんな内容の話をしながらも、ふたりの目は、妙にいきいきしている。心配と不安でいっぱいの露露の存在は完全に眼中にない。来てもつまらない、と虎嬌にいわれた意味がよくわかった。

　──星せい辰しんだなんだっていっても、やっぱり男の子だからかしら。

　暗器を手に取り、ふたりは嬉き々きとして語りあっている。やがておもむろに立ちあがると、暗器を実際に使って練習をはじめだした。

　白びやく檀だんの、酸味のある上品な匂いがふたりから漂ってくる。感情が高ぶっている証しよう拠こだ。

　心配して損したとは思わない。だが、ふたりによる暗器の訓練は、見ていてもさほど興味を引かれるものではなかった。

　不ふ謹きん慎しんだとは思ったが、もともと好こう奇き心しんの働かないものに対してはどうでもよくなる露露である。すぐに退たい屈くつを覚え、その場で転うたた寝ねした。





４






　はじめて手にする暗器に夢中になっているうちに、どれくらい時間が経っていたのだろう。

　ふと聞こえた健すこやかな寝息に、寒月は暗器の練習をしばし中断した。

　露露が、地面に直接横たわり、子犬のように丸くなって、眠っていたのだ。

　寒月がそれに気づいたと同時に、董家頭目も気がついたようだった。失笑している。

「……肝きもが太いというか、警戒心が皆無というか」

　恋人の無防備な姿を頭目の目に晒さらしておくのもためらわれて、寒月は脱ぬぎ散ちらかしていた自分の上着で彼女のちいさな体をすっぽり覆おおってしまう。そこへ、

「悪いけど、いまさら隠されたって、露露の寝姿ぐらい見慣れているよ」

「……」

「寝ぼすけな彼女を起こすのは、わたしの役目だからね。──寝起きの露露は可か愛わいいよ？」

　妙に優勢な台詞せりふを頭目が吐いたのが、休きゆう憩けいのきっかけとなった。

　実際に投げて使い心地を試した暗器を集めてきた頭目は、それらを丁寧に布で拭ふきながら、問いかけてきた。

「ひとつ、訊いてもいいか。単純な露露ならともかく、どうしてきみまで子どもの頃の口約束にそんなにこだわる？」

「……おかしいでしょうか」

「おかしいね」

　頭目は即答する。夜のなかにあっても煌こう々こうと輝くその琥珀色の瞳が、鋭するどく寒月を射抜く。噓うそやごまかしを口にしようものなら、食い殺されかねない物騒さだ。

「ひとは変わる。ましてやきみは、男であっても女であってもそれほどの美び貌ぼうだ。初恋の借金奴隷など思い出の彼方に追いやってしまえるほどの、ひととの出会いや経験がまったくなかったとは想像できない」

「……」

　確かに、八年という歳月はひどく長く、簡単にひとの心を揺さぶり、押し流していく。頭目の疑問は、当然のものだ。

　だが、星辰という複雑な性を持って生まれた寒月にとって、露露との口約束にすがることが生きる糧かてで、彼女を想うことが生きる原動力だったのだ。心が揺らぐ隙すきなど、どこにもなかった。

　教えを請こうたお礼とばかりに暗器を拭くのを手伝いはじめた寒月は、背後で眠る露露にちらりと視線を送り、頭目に自身の生おい立たちを話すことにした。

「おれの父も母も、いたって普ふ通つうの南陽人でした。他の南陽人とおなじように、はるか昔には大陸から渡ってきた先祖がいるのでしょうが、蘇そ王おう朝ちよう開かい闢びやくのときからずっとただの小役人の家系です」

　ふ、と頭目が笑った。

「小役人？」

「はい、小役人です。なので武ぶ張ばった人間もおらず、董家には縁がなかったようです」

「ということはだ、大陸の暗殺集団とも関係がないと？」

「はい。ですから、おれが星辰に生まれついたのは、ほんとうに突然変異のようなのです」

　大陸のとある村で、男にも女にもなれる星辰という生まれの子どもを使い、暗殺稼か業ぎようを行っている少数民族がいたらしいことは調べて知った。だが、それらが故こ郷きようを捨て、南陽王国のある美び景けい島に移ったという話は生まれてこの方聞いたことはない。

　寒月の先祖がまだ大陸にいたときか、それとも星辰がなんらかの理由でこちらに渡ってきてからか、星辰の血がどこかで入り、寒月を生まれさせたのだろう。

　星辰は、武芸に富んだ存在である。ゆえに、頭目のように董家ゆかりのものとして生まれれば、その生は祝福されたものであったろう。

　だが、寒月は、いくら遠縁に絶世の美女と謳うたわれた蓮花正妃を輩はい出しゆつした豪ごう商しようを持っていても、ただの小役人の子でしかなかった。

「物語のなかの存在でしかない星辰の子を持った父は、おれを自分の子だと認めるのにずいぶん抵抗があったようです。ただでさえ産後の肥ひ立だちがよくなく床とこに就きがちだった母に、不ふ貞ていを働いたのかとよく暴力を振るっていたのですから」

「それは……、ひどいな」

「でも普通はそういうものではありませんか？　おれだって、おれが星辰に生まれついてなかったら、父のようになっていたと思います」

　ひとは、自分と異なるものを区別する。異い端たんを恐れるがゆえに、差別をする。異端であるものがいつか自分に牙きばを剝むくことを恐れて、早いうちから牙を抜き、弱者であると教育するのだ。寒月は、それを身をもって体験していた。

「父は、自分が目を離した隙に、おれが鬼まものになるのを恐れたのでしょう。おれを厭いといながらも、おれを転勤先にまで連れて行きました。そこで、露露に出逢ったんです」

　父が雇やとった家人が、新しい土地に来たばかりで友だちもおらず、独りぼっちの寒月を不ふ憫びんに思ってか、おむすびを持たせ、近くの風ふう光こう明めい媚びな丘に案内してくれたことがある。綺き麗れいな景色を見させて、慰なぐさめようとしてくれたのだろう。

　そこで病を得た母を楽しませるために独学ではじめた笛を、母親を想って吹いていたときに、




（──食べ物、見つけたっ！）




「……食べ物見つけた、って……」

　幼い頃の露露を想像していたのだろう。頰杖をついて幸せそうに双そう眸ぼうを和なごめていた頭目の顔が、露露の第一声にガクリ、と頰杖からずり落ちる。

「ほんとうにそういいました。あのとき、露露にはおれが目に入っていなかったんだと思いますよ。おれのおむすびを全部食べ終わったあとで、はじめておれの存在に気づいたらしく、『おにいちゃん、誰？』って訊かれましたからね」

「……露露らしいというか、なんというか……」

「借金奴隷だったので、まともな食事をさせてもらえてなかったのでしょう。それからもたびたび丘で会いましたが、露露の目が最初に行くのはおれではなく、おむすびでした」

「さいわいにして、鼻も利くようだしね」

　頭目が微苦笑する。

　父に疎うとまれ、ただ母を想って寂さびしがるだけの寒月の目に、露露の存在はまぶしく映った。

　いっしょに散さん策さくに出た先で、農家の子どもたちに借金奴隷だと石を投げつけられれば、翌日には倍返しをする。

　仕事を怠なまけて母親に尻をひっぱたかれて大泣きしても、懲こりずに寒月のところへやってくる。

　好奇心旺盛な露露に引きずられ、また露露に仕事に従事させることをあきらめた彼女の両親に面倒を見てくれと頼まれて、ふたりで手を繫いでずいぶんあちこち歩き回ったものだ。

「やがて、父の転勤が決まり、たった二年で都に戻ることが決まったときには、おれにとって露露は、いささか食い意地の張った女の子から、元気で可愛い、大切な女の子になっていたのです」

　まだろくに意味のわかっていないだろう彼女に、ただ自分のことを忘れて欲しくなくて、取り交わした約束──




（おとなになったら、必ず迎えに来るから。そのときは、ぼくのお嫁よめさんになってくれる？）




　星辰という特殊な生まれである以上、そんな日は絶対に来ないと、寒月は思っていた。

　だから露露には、何年経っても迎えに来ない寒月の存在を思い出にして、青せい桐どう村で、寒月の知らない誰かと所帯を持っていてくれればいいと思っていた。

　きっとその知らない誰かに寒月は嫉妬し、苦しむことになるだろうけれど、それが露露にとっていちばん幸せなことだと思っていたから。

　それなのに、




（そうしたら、その、案内人を呼ぶ係のひとを呼んできてよ！）




　選宮女を受けて、宮女見習いたちが入宮しはじめたある日の夕暮れ。

　たまたま通用門の近くを通りかかったとき、やたら元気よく声を張りあげて、内侍省の官吏と対たい峙じしている露露の姿を見たとき、自分の耳が、目が、おかしくなってしまったのだと思った。

　夢でも見ていたのかどこか現実感のないまま、気がつくと、露露を、彼女に割り当てられていた部屋に案内することを申し出ていた。

　道々彼女をうかがえば、すっかり成長して綺麗になっていたのに、注意力が散漫で、自分の興味のあることに忠実な幼い頃の性質は残したまま。

　それがとてもうれしかった。

　しかも、後宮入りをした理由を詳くわしく聞き出せば、自分を捜してのことだという。




（あたし、借金奴隷なんです。あのまま村にいたら、寒月が迎えに来る前に売られかねなくて……。だから、待つのはやめてあたしから逢いに行こう、彼を捜しに行こうって思ったんです）




　あのときほど、女神・如ラ浪ンに感謝した日はなかった。うれしいときにも涙が出ることがあるのだと、知った日はなかった。

　気づいてもらえるか不安だったが、露露を呼び出すために、母親が死んだ日に彼女に預けていた『惜せき春しゆん』を奏かなでた夜。

　泣きながらすがりついてくる露露をこの腕に抱きしめたとき、喉元までこみあげてきていた感情を抑えるのに、どれだけ気力が必要だったろう。一方的に別れを告げて、一瞬の再会を打ち切ったとき、どれだけ自分が彼女を欲していたのか痛感したことだろう。




（露露には、後宮を出るよう伝えておきました。ご安心ください。おれはこのまま蓮花正妃であり続けます）




　それでも翌日、部屋に招よんだ炎えん貴き妃ひに、穏やかにそう告げることができたのは、初恋の少女の成長した姿を見られたからだ。二度と触れられないとあきらめていたそのぬくもりを得られたからだ。

　以後どんなに長く生きることになっても、これほどの幸せはもうあるまいと、蓮花正妃の身代わりとして生きていく覚悟を決められたのだ。

　けれど、




（大好きよ、寒月。あのときも、いまも。これからなにがあったって、あんたを嫌いになることは絶対にないわ。だから、安心して？）




　彼女がそういって微笑ほほえんでくれるから。

「彼女だけが、しがらみもこだわりもなく、おれの心にまっすぐ触れてくるんです」

　ふたりで生きる未来を望めるのなら、どこまでだってわがままになろう、貪どん欲よくになろう。それがたとえ彼女をとまどわせ、不安にさせ、怖がらせることになっても。二度と失いたくないから。

「だからおれは、彼女を誰にも譲ゆずるつもりはありません。それがたとえ、彼女の心変わりからであったとしても」

　頭目は、ちいさくため息をついた。

「……きみはほんとうに嫉妬深いな」

　頭目もまた露露に引かれているのを、寒月は知っている。それも──、

「とはいえ、彼女を独どく占せんしたくなる理由はわからないでもない。露露は以前、きみのことを、『星辰という生まれだけで自分を避けているなら、ばかにするなとひっぱたく』といっていた。星辰がどんな存在なのかわかったうえでそんなふうにいえる人間を、わたしもほかに知らないからな」

　──おれと、おなじ理由で。

　寒月は、頭目が露露の代わりに反省房に入ったという話を聞いたとき、またはじめて頭目と会ったその日から、露露を見る目に、露露に話しかける声に、深い恋情が宿っているのに気がついていた。

　露露とは、あくまで相部屋の友という姿勢を崩さないように細心の注意を払って接していたようだが、おなじ少女に恋をするものとして、気がつかずにはいられなかった。

　もし、頭目が本気になれば、寒月の手から露露を奪うことなど造ぞう作さもないことだろう。だが、頭目はただ露露のことを思えばこそ、そうしないでくれているのだ。董家頭目として、幼い頃から鍛えられてきた、その自制心すべてでもって。

　寒月は、それに感謝をしていたが、礼を述べることはしなかった。そんな資格がないことは、重々承しよう知ちしていたからだ。

　やがて頭目は、嚙みしめるようにつぶやいた。

「でも……、わかるよ」
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　露露は、足先に猛もう烈れつな寒さを感じて、目を覚ました。だが、周囲は暗く、まだ夜が明けてもいないよう。

「……」

　起きて、上掛けを増やそうかどうしようかと、はっきりしない頭で考えていると、周囲に奇妙な匂いがするのがわかる。露露が作り、寒月にあげた、あの不ぶ格かつ好こうな白檀の香の匂いだ。

　──あれ？

　その瞬間、意識がはっきりした。

　確か露露は虎嬌が寒月に会いに行くのに無理やり同行したにもかかわらず、少年のように暗器に夢中になって話し合うふたりにどうにもついていけないで、そのままそこで転寝うたたねをしてしまっていたのだ。

　──まただ。

　興味のあることには抜ばつ群ぐんの集中力を見せるが、そうではないことに対しての無関心ぶりは、わがこととはいえ、尊敬に値する。よくもこんなにやすやすと眠れるものだ。

　きっと寒月にはあきれて苦笑されるだろうし、虎嬌には「はしたない」とちょっとしたお小言をいただくことになるだろう。

　──悪い癖くせよね、これ。

　本人としても反省はしているのだ。だからといって、もの心つく前からこの性格で通してきたのだ、いまさらどうやってあらためられよう。

　──仕方ない、仕方ない。いまにはじまったことでなし！

　ひそかに自分の美点のひとつだと数えている切り替えの早さが、反省をまったく役立たせない事実には露露は目を伏ふせる。

　そしてあらためて自分の現状を把は握あくしはじめる。

　横になったまま下をむけば、剝き出しの地面。上を見れば、寒月が羽は織おっていた上着がかけられている。冬も間近い晩ばん夏かの夜気に、露露が寒がらなくてもいいようにとかけてくれたのだろう。恋人の気遣いに心がぽかぽかして、頰がちいさく緩ゆるむ。

　──？

　ふとぼそぼそとなにやら話す声が聞えてきたのでこっそりとそれを腕で避けると、寒月と虎嬌がなにやら楽しげに肩を寄せ合って話しているのが目に入った。

　一瞬で、心が冷えた。頰がきゅっと引きしまった。ついでに目も据わったかもしれない。

　──なにあれ。

　問答無用でむっとした。嫉妬しているのかと問われたら、ああそうだ、と胸を張って答えられるくらい、むっとした。

　暗器を前にして、少年のように目を輝かせていたのなら、露露にはわからない楽しみだから、それをやめろということはできない。だが、話し込んでいるのなら別だ。

　──これって、ちょっとした裏切りじゃない……？

　暗器の使い方を伝でん授じゆすると真夜中に会う約束をいつのまにか交わしていたこともそうだが、いまこの目の前で展開している妙な親しさはなんだというのだろう。

　露露は、自身に備わった集中力を活かし、武人のふたりが気づかないように慎しん重ちように起きあがる。そして、砂の擦こすれる音ひとつ立てず忍び足で恋人と親友のそばまで寄ると、

「でも……、わかるよ」

　と虎嬌が口にした瞬間、低くいい放った。

「なにがわかるの？」

「──うわあっ！」

　異い口く同どう音おんに声があがり、カチャンカチャンとちいさな金属音がする。

　びっくりした寒月がその場を飛び離れて、地面に置いていた暗器を蹴けっ飛とばしたらしい。

　虎嬌もずいぶん驚おどろいたようだ。

「やあ、目が覚めた？」

　悲鳴をあげたことなどなかったかのように振り返り、露露の顔を覗のぞき込んで冷静に問いかけてきたが、その体臭が瞬間的に強くなり、心臓がバクバクとすごい勢いで鳴っているのを露露は知っている。

　虎嬌はその場を飛び離れたくても離れられなかったのだ。

「……しがみつく相手が違うような気がするのは、おれがただ狭きよう量りようなだけかな？」

　なんとか気を落ちつかせた寒月が苦笑混じりにそういうように、露露がしっかりと虎嬌の腰にしがみついていたからだ。

「知りませんっ！」

　露露は、寒月へむかって猿さるのように歯を剝むくと、いまだ心臓が早はや鐘がねを打ち続ける虎嬌に問いかけた。

「で、なにを話してたの？」

　普段冷静な彼女がこれほどまでに驚いているのだから、よほど露露に聞かれたくない話をしていたのだろう。

　虎嬌は露露から視線を寒月にむける。寒月も、露露から虎嬌に目をむける。それがほとんど同時だったせいか、ふたりは突然大声で笑いはじめた。

「な、なに？　なんなのよ？」

　露露のことを置いてけぼりにして、ふたりは腹を抱えて笑い続ける。虎嬌は露露の肩に腕を回しぐらぐらと体を揺すってくるし、寒月にいたってはその場に座り込むありさまだ。

「～～～っっ!!」

　仲間はずれにされた露露の怒りは沸ふつ点てんに達した。虎嬌の腕を振り払い、その場に仁に王おう立だつと、

「もういいっ！　帰る!!」

　と怒鳴ってその場を去ろうとする。

　ようやくのことで笑い収めた寒月が、笑い疲れたような赤い顔をしていった。

「きみがいかに素敵な女の子であるかを、だよ、露露」

　虎嬌は、目尻に浮かぶ涙を指先で払いながらいった。

「どうやらきみの恋人は、結婚したら間違いなくきみの尻に敷しかれるね」

　露露は怒ど鳴なった。

「噓つきっ、ふたりとも大嫌いっっ!!」
















　またしてもふたりが爆ばく笑しようしたので、今度こそ露露はひとりで部屋に走って帰り、虎嬌が入れないように、障子戸につっかい棒ぼうをして二度寝した。
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　露ろ露ろのことを大笑いしたことに関してはひたすら謝あやまる虎こ嬌きようだったが、それでもふたりで話したことはひとことたりとも漏もらしたりはしなかった。

　どうしてよと食いさがる露露に、彼女は自身の唇くちびるを軽く押さえてちいさく笑うのだ。




「男同士の秘密」




　と。

「──あんたは女でしょおっ!?」

　そんなとぼけたやり取りを何度となく繰り返したその日の夜、突然、露露の足元がぐらりと揺れた。

「露露っ！」

　とっさに伸ばされた虎嬌の腕にしがみついて、必死でその場に踏みとどまる。

　横に落ちつきなく揺れる大地に、燭台の灯は幾度も消えかかり、周囲の部屋からは金かな切きり声があがる。石を組み合わせた天てん井じようからはぱらぱらと砂のようなものが落ちてきて、ぎしぎしと部屋中が軋きしみはじめる。

　どれほどのあいだ、揺れたのだろう。

　呼吸を忘れそうなほどの恐怖の時間が終わったときには、気づけば床ゆかに座り込み、露露の体は虎嬌によってかばわれていた。

「……虎嬌……？」

　親友から漂ただよってくる臭いが、甘あまい女性の体臭とは異ことなっていた。白びやく檀だんにも似た酸味のある臭い──たとえるなら、男性性になったときの寒かん月げつのそれに近い──が、いまの激しい地震が、豪ごう胆たんな彼女にも緊張を強しいていたことをまざまざと伝えてきた。

　虎嬌は、周囲をうかがうようにして、ゆっくりと慎しん重ちように露露から離れる。

「おおきかったね、いまのは」

「うん……」

　彼女に倣ならって恐る恐る顔をあげて部屋中を見回すと、部屋の壁かべにかかっていたおめでたい飾りがゆがんでいた。壁に沿そって置かれているからっぽの物入れが、壁からずいぶん離れてしまっている。つっかい棒ぼうをしてあけていた明かり取りの窓が閉じて、しめていた障しよう子じ戸どがかすかに開いていた。

　露露は床に手を伸ばす。

「……」

　天井から落ちた砂すな埃ぼこりでざらざらだ。

「……ほかはだいじょうぶかな……？」

「おおきな音がしたようすはなかったし、どこかが壊こわれたってことはなさそうだね。外に出てみようか」

「うん。──って、虎嬌、待って。頭の上、埃がすごい」

　露露をかばったためもあるのだろう。虎嬌の頭といわず、背といわず、埃がずいぶん降りかかっている。虎嬌が見える範囲のところをばたばたと払いはじめたのを、露露も立ちあがって手伝う。

「……」

「……」

　言葉が出なかった。まだ心臓が、恐怖から激しく脈動している。埃を払う手も、かすかに震えている。

　露露が後宮に入ってからずっと、ちいさな地震がたびたび起こっているのはわかっていたが、ここまでおおきいのははじめてだ。

　否いな、露露が生まれて十五年経つが、かつてこんなふうに文字どおり足元を掬すくわれるような揺れを感じたことはない。

　それゆえに、一度感じた地震への恐怖は、簡単に消え去ってはくれなかった。

　虎嬌もまた、おなじだったのだろう。無言で自身の埃を払い終えると、わずかにかぶっていた露露の埃を乱暴に払って、

「──！　虎嬌……」

　ぎゅっと、無事を確認するように、抱きしめてきた。

　やがて、ばたばたと回かい廊ろうを走る足音がいくつもして、甲かん高だかい鐘が後宮の空気を震わせる。後宮宮きゆう女じよに召しよう集しゆうをかける鐘の音だ。

「点てん呼こを行います！　みな、各尚へ集合なさいませ!!」

「怪け我がを負ったものは、部屋の前に出てその場に待たい機き！　すぐに宮正が参ります!!」

　露露は我に返って体を離した虎嬌とともに、上着を羽は織おって部屋を出た。




　その地震の被害の報告が、陸路と水路の両方を使って五日足らずで都に届けられたとき、その想像を絶する被害のおおきさに、景けい北ほくは騒そう然ぜんとなった。

　南なん陽よう王国第二の都である景けい南なんが、丸ごと海に沈しずんだというのだ。

「なんですか、それ……」

　香こう蔵ぞうのなかにあった壜びんや瓶かめに入れていたもののほとんどが、棚たなから落下して使いものにならなくなった。尚しよう功こう香こう班はんの構成員である露露は、その話を、香蔵を片づけているさなかに王おう才さい人じんから聞いた。

　彼女の同室の才人が、故こ郷きようを景南のあたりに持ち、家族が助けを求める手紙を寄よ越こしてきたことでわかったのだという。

「恐ろしい話だな、方ほう傑けつ。事実なのかい？」

「噂うわさに尾おひれがつくのはあたりまえですが、それでも景南がまるまる海に沈むなんておおきな話にまで発展するものですか？　しかも、景南から歩いて二日もかからないところに住んでいる家族から届いた手紙で？」

「……」

　さすがの戴たい姱か人じんも、それ以上はなにもいえなくなったようだ。ぐっと黙だまり込んで、だめになった生しよう薬やくをひとつひとつ丁てい寧ねいに拾っていっている。

「露露、きみの実家は確か日にち月げつ湖この近くでしたね？　実家からはなにも？」

　露露は首を振る。

　青せい桐どう村は、美び景けい島のほぼ中央にあるが、日月湖を船で渡っていけば、三日もかからずに景南に行ける。幼い頃、父の香職人の仕事を手伝って二度、三度と足を運んだことがあるくらいの近さだ。

「た、便りがないのは無事の証しよう拠こ。それなら、だいじょうぶでしょう、きっと」

　不安なあまり露露の顔色が冴さえないのを気にしてか、王才人が励はげますようにいう。

　だが、すぐさまそれを戴姱人が打ち消す。

「……不吉だな」

「！」

「怡い静せい！」

　咎とがめるような才人の声に、戴姱人がふと我に返ったように眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを見開いた。

「あ？　あ、ああ……、悪い。新入りのことじゃない、ちょっと思うことがあってね」

「……どうかしたんですか？」

　普段からあまりものを考えているのか考えていないのかわからないところのある戴姱人が、珍めずらしく真ま面じ目めな顔をしている。露露は、王才人と顔を見合わせ、その上司の思うこととやらを聞くことにした。

　上司は、使えなくなった生薬を屑くず入れに投げ込んで答える。

「春頃から急にちいさな地震が頻ひん繁ぱんに起こるようになった。その矢先に、先月末の国王崩ほう御ぎよ。間を置かず景南が海に沈んだと報告があがるほどの大地震が起こった。不吉だとは思わないかい？　方傑、新入り」

「そういわれてみれば……」

「でも！　単なる偶ぐう然ぜんじゃないですか？　もともと国王陛下だって、ずっと病びよう床しように就ついていらしたわけでしょう？　それに……、」

　露露は、上司の意見に反発する。

　もしたとえ百人の人間が戴姱人の意見に賛さん同どうして、それらのことをすべて不吉だと思っても、露露はそう思うわけにはいかない理由があるのだ。

　──それじゃまるで、蓮れん順じゆんが即位するのを不吉だといってるようなもんじゃない。

　南陽王国の都である景北は、約百五十年前まで、亜児美耶ああるすめいやという異国の支配下にあった。そのため、帝国を含む周辺諸国とは若干異なった食文化、服装文化を持ち、おなじ美景島内でも景北独特の思想を打ち立ててきていた。

　だからといって、島の人口の半分は土着の少数民族で構成され、また帝国から移り住んだ人間も多い国のこと。完全に亜児美耶の思想に染まりきることなく、昔ながらの古い体質が受け継つがれている部分も間違いなくあるのだ。

　それが、孝心と信心深さだ。

　死んだ親の棺かん桶おけを買うために子どもを売るのは善ぜん行こうとされる。

　また、結婚の日取りや姻いん戚せきを結ぶ相手を決めるのは、結婚をする当人同士ではなく、占うらないの結果が望ましいとされる。

　露露は、変わりものの両親を得たためか、孝心はともかくとして占いに左右されるひとびとを奇きッ怪かいに思って育ってきた。そのせいで、後宮入りをする際、部屋割りをまず占いで組まれたと聞いて、ずいぶんびっくりしたものである。

　その占いの効果かどうかわからないが、さいわいにして相部屋の相手は虎嬌。いまでは大親友ともいえる間あいだ柄がらで特別に問題もない。

　とはいえ、城内で行われるなんらかの行事の日程が、ほとんどをその占いによって定められているのは、やはり理解しかねた。このたびも、遺体の腐敗を避けるために密葬こそ早々に行いはしたが、本葬ともいえる国葬の日取りは、いままさに占っている最中なのだという。

　しかも、驚おどろくべきは、そればかりではない。呪のろいや呪じゆ術じゆつといったものが、現役で力を持っていたり、恐れられたりもしていることだ。

　そんななかで、軽々しく不吉だなどと口にしてしまえば、それが一年後に即そく位いを控ひかえた志し龍りゆう王子にどんな影響を及およぼすことか。

　露露は、志龍をよく知っている。彼はいい王になると信じている。

　もしここで姱人の意見を受け入れてしまえば、それが志龍の廃はい嫡ちやくを呼び込むことになるまいかと、うっかり口にするのも怖いのだ。

「……蓮順は……」

　志龍の、一時的な偽ぎ名めいを口にしたことで、露露がなにを思い反発したか、上司ふたりは察さつしてくれたらしい。姱人は、

「悪かった、そういうつもりでいったのではないよ。あの子はいい王になる。なんせ、わが友の忘れ形見だからね」

　と露露を安心させるように、微笑ほほえんでくれた。が、

「ただ、ワタシが不吉だと感じるくらいだ、ほかにそう思う人間がまったくいない、なんてことにゃならないぜい」

「え……」

「そうですね。今回のこの地震を含ふくめて、志龍王子の即位に難なん癖くせつけるものが出てくるのは間違いないでしょうね。亡なき国王陛下もずっと持病をお持ちでいらっしゃったうえに、殿下自身もお体の調子がよくない時期が長すぎた。その健康を憂ゆう慮りよするものから、親王家から新たな王を、という声があがってないわけではないと耳にしたことがあります」

「このあいだ、嫩どん緑りよく愛あい妃ひの娘んところに男児が生まれたっていうのも、親王派を増長させるよくない話だな。おかげで焦あせった王子派が、国王の喪も中ちゆうにもかかわらず、志龍王子にいますぐの即位を促うながしかねないぜい？」

　──なんてこと。

　そんな可能性の存在を、露露は考えもしなかった。

　繰り返すが、南陽王国において、孝行は尊たつとばれる行為だ。ゆえに、親の死にひとはまるまる一年喪に服する。

　もし志龍がその焦しよう燥そうする王子派の連中にせきたてられるままに服喪を軽んじてしまえば、親王派が「それみたことか。孝心なきものに王たる資格なし」といっせいに廃位に動き出すのは目に見えている。

　──蓮順……！

（不思議なものだな。陛下が、……実の父親が亡くなったというのに、涙が出ない）

　──まだあの子、おとうさんが死んだことを、ちゃんと悼いたむことさえできていないのに。

　王子という地位に生まれ落ちたがために、その一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくが身を滅ほろぼす原因となりかねない志龍の生き苦しさを思い、露露は、せめてもの心の平安を志龍が得られるように、女神・如ラ浪ンに祈る。

　そこへ、上司たちがいってくれた。

「なんにせよ、露露。きみは、蓮順とも蓮れん花か正せい妃ひさまとも仲がいいんだから、香班の仕事はいいから、しっかり支えてあげなさい」

「もっとも、しばらくここでの仕事はなさそうだがねえ」




（こうやって会う機会は二度とないだろう。後宮に居残るにせよ出るにせよ、息そく災さいでおれよ、露露）




　そういって別れた志龍の線の細い背中を思い出すと胸が詰まる。

　彼がもし露露を友として必要とするのなら、なにがあっても駆かけつけよう。

　上司ふたりの頼みを受けて、露露はその思いを新たにした。





２






　やれ葬儀の手配だ、やれ景南への救援だ、と前・内宮が上を下への大騒さわぎを繰り返しているなか、後宮は、宮女たちが後宮に残るか出るかという、どこか牧ぼつ歌か的てきな悩みに奔ほん走そうしていた。

　とはいえ、彼女たちが、まるで王の死を悼んでいないというと、それは噓うそになる。

　南陽王国に住む南陽王国国民として、王の死は間違いなくに悲しむべきものであった。ゆえにその一報が入ったとき、声をあげて泣く宮女の姿はそこここで見られていた。

　だが、身内の誰かのそれに比べて王の死というものは、いまいち現実感がないのも正直なところである。

　ゆえに、ひとしきり「死」という非日常に対して泣いたあとは、務めは果たしたとばかりに自身の日常へ戻っていく。そんな、どこか割り切った感覚にならざるを得ないのだ。

　自分自身を含めたそんな現状を嘆なげきつつ、手足を忙いそがしく動かしながら露露はいう。

「……実感が湧かないっていっても、蓮順のおとうさんなんだけどね……」

　仕方ないよ、とは、息を弾はずませた虎嬌の弁べん。彼女は露露に視線を送ることなく小声で続ける。

「当面、われわれはそれどころじゃないだろう？　──次を右に行くよ」

「じゃあ、あたしは直進する。健けん闘とうを祈いのるわ！」

　そういって、露露は虎嬌と別れた瞬間、内宮の尚功香班の控ひかえの間にむかって、全力で駆け出す。

　途端、背後で、甲高い悲鳴がどっと放たれた。

「あ！　ふたてにわかれた！」

「あなたたちは虎嬌を追って！　こちらは柳りゆう露を追うわ!!」

「待ちなさい、ふたりとも！　志龍殿下を紹介なさーい!!」

　尚功の愛あい芹きんたちが広めた「露露と虎嬌は、志龍殿下に名まえで呼ばれるほど目をかけられている」という噂はいまだ終息することがなく、露露と虎嬌は、あいかわらず三さん妃ひ六ろつ嬪ぴん入りを望む娘たちに、志龍に渡りをつけろと追い回されていたのだった。




「……し、しつこいな、もう……」




　その日も宮女たちを撒まくために、露露は、後宮内の自分の部屋にむかって内宮と後宮を繫つなぐ回廊のあたりをでたらめに走っていた。

　中庭におりては敵をやり過ごし、物陰に潜ひそんでは敵を出し抜き。

　次々と体力不足や仕事の関係で脱落していく宮女を見て、そろそろ穏おだやかに部屋に戻れると、あらためて使い慣れた回廊のひとつを歩き出したとき、

　──うわ。

　露露は、長い髪を背中に流し、杖つえをついた青年文官とぶつかりそうになった。

　気を利きかせて左に避けようとすれば文官もほぼ同時におなじ方向に避よけ、慌あわてて右に避ければ文官もやはりおなじ動きをした、そのために。

　──うわわ。

　慌ててもう一歩だけさらに足を踏み出し、回廊から落ちんばかりに右に寄ると、文官青年はさすがにその場から動かなかった。露露があえてそこまで避けた理由はわかったらしい。すっと会え釈しやくをして、遠えん慮りよがちに微笑んだ。

「失礼、こちらはよく目が見えないもので」

「……！　こ、こちらこそ、失礼を！」

　いわれてみればなるほど目線が露露と合わない。

　これは失礼なことをしたとばかりに深々と頭をさげると、青年はその端たん正せいな顔にあったやわらかい声で「お気になさらず」という。

　と、不意になにかを思い出したかのように、目を閉じ、ちいさく鼻で息を吸う。それがにおいを嗅かぐ行為だと露露が気づいたとき、青年は表情を明るくひらめかせた。

「……柳露さん？」

「え？」

　突然名まえをいい当てられ、露露は目を丸くする。

　その反応で、露露が露露だとわかったようだ。青年は親しみやすい笑みを浮かべて、気さくに話しかけてきた。

「お初にお目にかかる、トウコセイと申す」

　──トウ……、コセイ……？

　その名まえに聞き覚えはある。さて誰だったかと首を軽く傾かしげると、トウコセイは続けていった。

「弟と妹がご迷めい惑わくをおかけしている」

「あ、ああ、ああっ！　いちばん上の！」

　虎嬌の血の繫がらないもうひとりの兄、虎こ勢せいのほうだ。

　先日、暗殺を警戒するために暗器を学びたいと申し出た寒かん月げつのために、たくさんの暗器を揃そろえてくれた人物だ。

　虎嬌も、後宮入りしてから一度も会っていないという董とう家の長男には、これが初面識となる。

　──兵ひよう部ぶ侍じ郎ろうの、ひと当たりのいいおにいさんか……。

　丁寧な筆ひつ跡せきに似合った、線の細い青年だった。
















　この青年と志龍の腹心の部下である虎こ振しんのふたりが、虎嬌の両親がなかなか子どもを授さずからなかったために、董家の跡あと継つぎ候こう補ほとして養よう子しに迎えた見込みのある弟で子しだ。

　しかし、その矢先に虎嬌が生まれてしまったがために、いまでは彼女の婿むこ候補となっているということを、一カ月前に、虎嬌から聞かされたばかりだ。

（わたしには虎振たちは兄にしか見えない。虎振たちのほうでも、わたしは妹でしかない。ふたりは、わたしが婿にするほうを選べばいいというけれど、兄を婿だなんて、いまさら見られるわけがない）

（それに、董家の勝手な事情で、幼いうちからほんとうの親から引き離されて、長じてみれば、婿にならねば用はないとされているあのふたりの人生を思うとね。素直に家を継ぎたくない。誰が継ぐものか、とさえ思うよ。……頭とう目もくの名の恩おん恵けいに与あずかっていながらね）

　いつでも飄ひよう々ひようと武人然とした姿勢の虎嬌が、はじめて見せた彼女らしからぬ態度とともに聞かされたそれ。

　実は露露は、虎振が虎嬌を抱きしめている姿を見てしまったことがある。そのため、虎嬌は婿だと思えないというが、虎振のほうではあながちそうではないのかもしれないと思わないでもなかった。

　だが、実際に虎振と虎嬌がいっしょにいるところを見れば、どこにでもいる兄と妹にしか見ようがなかった。それは、あのときの抱ほう擁ようさえも、ただの兄きよう妹だい間のじゃれ合いでしかなかったと考えをあらためなければならなくなるほどだったのだ。

　そして、それは、この優やさ男おとこ風な青年文官を見ても感じるものだった。

　長年兄弟としてともに暮らせば、血の繫がりを超えたところで兄弟になる。容よう貌ぼうのなかに、身に纏まとう雰囲気のなかに、ちょっとした仕し草ぐさのなかに、虎嬌と虎振の姿が重なる。

　おまけに、

　──おんなじ、においがする……。

　虎嬌にも、虎振にも、そしてこの虎勢にも、露露はおなじ環境で育ち、おなじものを食べて育ってきたがゆえの、共通する個体臭を嗅ぎ取ってしまった。後宮に一年弱生活したところでけして消えない、一族のにおいを。

　──ふたりとももう虎嬌の家族でおにいさんなのに、虎嬌が選んでしまったらひとりは婿になって、ひとりはもう家族じゃなくなる。

　選択権を押しつけられた親友を想い、露露まで胸が苦しくなる。

　──虎嬌が厨ちゆう娘じようになりたいの、わかった気がする。

　露露がひとこと発しただけで黙り込んでしまったので、気を遣つかわせたようだ。虎勢は小首を傾げるようにして微び笑しようする。

「お聞き及びか。お耳汚しでした」

「いいえ、そんなことは！」

　露露は慌てて否定した。

「あたし、弟と妹しかいなくて、虎嬌から虎勢さんや虎振さんの話を聞かせてもらうの、結構楽しみにしているんですよ」

　背景事情が事情であるため虎嬌もめったに話して聞かせてはくれないが、露露が楽しみにしているのは噓や偽いつわりではない。

　だが、虎嬌がふたりの兄の話をすること自体が、虎勢には意外だったようだ。ほう、と軽く眉まゆを引きあげる。

「それはそれは。重ねてお耳汚し」

　が、

「自分も、露さんの話はよく聞いている。なかなか無む茶ちやをなさる方だと」

　すぐさま笑いを嚙み殺すような表情をして虎勢がそういうので、露露は思わずこの場にいない虎振を恨うらめしく思う。

　──どんな話したのよ、虎振さん！

　露露が、ひとの感情の変化を発する臭いから感じるように、よく目が見えないという虎勢も気配や臭いで感じ取るのだろう。露露が、彼の弟に対しむっとしたのがわかったのか、くつくつと喉のどの奥で笑う。

「なに、おかしなことはいっていない。みな、露さんの元気のよさに感心している」

　──……みな？

　虎勢に露露のことを話すとしたら虎振だけだ。それなのに「みな」と表現したことを奇妙に思いつつも、ちらと視界の隅すみにそれが映ったとき、露露は尋たずねずにはいられなかった。

　目の見えない人間が、自身の歩く前に障害物や段差がないか確認するために持っている、杖。

　──どうして気づかなかったんだろ。

　彼はそれを、老人が体を支えるようにしてではなく、地面すれすれのところを半円を描えがくように振りながら歩いていたことに。

「虎勢さんは、確か兵部にお勤めだとか。目が見えないのに、だいじょうぶなんですか？」

「まったく見えないわけではないし、ひとより少し悪いだけのこと。現に先ほどぶつかりそうになったとき、あなたのことは、暗い影としてちゃんと認識していた」

　いわれてみれば、露露は太陽を背にしている。露露の影が彼の視界を塞ふさいだゆえに、杖が当たるまでもなく露露に気づいたといっているのだ。

　感心しつつ、露露は重ねて訊きく。

「やっぱり、耳とか鼻とかがよくなったりしました？」

「そんなことはない」

　即答だった。

「へ？」

　きょとんとする露露に、虎勢はにやりと口元だけで笑う。

「そういう話も聞くが、実際は、よくなるのではなく、注意深くなる、だ。そこが、露さんとは異なるところだ」

　では失礼。そういい残して、彼は杖を振りながら、内宮のほうへと歩いていった。

　なにやら旺おう盛せいな好こう奇き心しんを優先しすぎて注意力散さん漫まんだと暗に皮ひ肉にくられたような気がして、露露は納得のいかない思いのまま後宮に戻りはじめる。

　その言葉の意味することに気がついたのは、自身の部屋がある区画に辿たどりついたときだった。

「……あれ？」

　露露は内宮から後宮へむかう回廊を歩いていた。その後宮から、内宮へむけて歩いていたのが虎勢だった。

　──どうして、虎勢さんは、男子禁制の後宮からやってきたの……？

　そして、露露の体にかすかに移った、彼が身に纏っていたその匂い──上品な白檀。

　──あの宿で嗅いだ香に、なんでこんなに似ているの……？

　寒月が誘拐されて捕らわれていたあの宿の入り口に漂っていた香と、白檀の配合具合がおなじだったのだ。

　香は、その材料の採取地や配合した日、配合の量、天候といったいくつかの要因によって、聞こえる匂いが少しずつ異なる。

　露露の父親や戴姱人ほどになると、条件が違っても安定しておなじものを作り出すことができるそうだが、露露や王才人程度の経歴ではまだまだそこまでの腕はない。

　それを踏まえて、あの宿の出入り口で嗅いだ香と虎勢から聞こえた香がおなじであった理由を考えれば、得られる答えはたったふたつ。

　おなじ日に同一人物によって作られたものを、宿に出入りした人間と虎勢が同時に手にしたか。あるいはふたりが同一人物か。

　露露は、ぞっとした。




（真犯人は、ほかにいる）




　あとになって志龍より聞かされたのは、虎嬌が、寒月の捕らわれていた地下へ辿りつく前に、一階で片かたっ端ぱしから眠らせ仕留めた破落戸ごろつきのなかにいた偽にせ豹ひよう隠いん党とうの残党から得た、こんな証言だった。




（ちょうどそなたたちがあの場に乗り込む少し前まで、どうやら真犯人との仲介役があの宿にいたらしい。蓮花正妃がホンモノの蓮花正妃であると確認できるなにものかを連れて、半刻後にふたたびあの場所を訪れる約束になっていたそうだ。しかも、ならずものどもが自警団の牢ろうに入れられていたところを、正妃を誘ゆう拐かいするという条件を飲むことで解放したというのだから、それなりに影響力のある人間のようだ。……ようよう気をつけろ、ふたりとも）




「……まさか……」

　自警団の牢に入っていた破落戸を出せるだけの影響力は、董家の名まえにも兵部侍郎の地位にもじゅうぶん備わっている。

　またいくらあの出産見舞いがお忍しのびのものであっても、内宮に常駐する高級官僚が、まったく知らないことがあるだろうか？

　──違う、絶対に違う！

　露露は、胸中に湧わき起こる不安を、首を振って追いやろうとする。

　──虎嬌と虎振さんのおにいさんだもん、寒月を誘拐するなんて……。真犯人との仲介役を兼ねてるなんて……。

　否定したかったが、できなかった。

　露露の鼻は、宿の出入り口で聞いた上品な白檀の香と虎勢から漂ってきた香が同一のものであると、はっきり認識してしまっていたからだ。

　──どうしよう……。





３






　最近の虎嬌は、ひどく忙いそがしい。

　ただでさえ彼女の所属する尚しよう食しよくは、ほかの尚に比べて朝から晩まで仕事が山積みで、日中にのんびりおしゃべりに興きようじる暇ひまは、当番制で回ってくる月に一度か二度の休みの日以外ない。

　そこへもってきて隙すきあらば三妃六嬪入りを狙う宮女たちに追い回され、また毎晩のごとく、寒月の武術指導のために、部屋を抜け出しているからだ。

　一日ふつかは、それこそ露露も頑張っていっしょについていっていたが、虎嬌たちは一度訓練をはじめると終わるまで露露の存在を完全に忘れ去っている。

　結局そのあいだ日中の追いかけっこで疲れているのと、あまりの退たい屈くつさで寝てしまうため、それならば部屋で寝たほうがマシだということになり、近頃は笛ふえの音にも気づかず寝続けている。

　すると、寒月はおろか、虎嬌ともまともに会話をする機会がほとんどなくなってしまっていた。

　それはつまり、虎勢と正妃誘拐の真犯人と偽豹隠党を仲介した人間が同一人物ではないかという見解を、虎勢の妹である親友に打ち明ける機会がないということだ。疑念を抱えてひとりで苦しみつつも、それをどこかで露露はほっとしていた。

　そんなときのこと。

　意外な人物が、尚功香班の控えの間に顔を覗かせた。

「露露さんがいるのは、ここかな？」

　虎嬌の兄であり、志龍の側近である、

「虎振さん？」

　だった。

　彼は堂々とした態度で入ってくると、採取してきたばかりの香の材料を仕分けしている上司ふたりに、まず立礼した。

「ご多忙中、失礼する。太たい子し衛えい率そつ府ぷの、董とう率そつと申す。柳内人にお願いしたいことがあり、まかりこしました。内人をお貸し願えませんか」

　本来ならば、太子府の率である彼のほうが階級が高いため、先に礼を取るべきなのは、戴姱人と王才人のほうである。

　だが、武人肌はだな彼には、身分や階級へのこだわりはないようで、ふたりに先に礼を取るよう強要はしなかった。

　そして彼自身も、階級に対して礼を取ったのではなく、女性の職場へ足を踏み入れた無礼を詫わびるために立礼したことをすぐにあきらかにした。

　露露が、何度か彼について話して聞かせたこともあり、そのひととなりについて理解していた上司たちも、すぐさま椅い子すから立ちあがると、その場で跪き礼れいする。これは、女官の、男性官僚に対する略礼である。

「尚功香班、戴姱人。こちらは王才人。わたくしどもは、お申し出に許可をいたします」

「戴姱人、王才人のおふたりに、お礼を申しあげる。──露露さん、ちょっと来てくれないか、話があるんだ」

　──殿下に、なにかあったのかな……？

　格式ばったやり取りで上司ふたりから許可を得た虎振の招きを、露露がどうして断れよう。

　──虎勢さんのことも伝えておきたいし……。

　虎嬌相手にはためらわれる事柄でも、清せい廉れんな武人である虎振にならなんとか口にできそうだ。

　そう思ったのもあるし、なにより志龍のことも気にかかるしで、控えの間を出て虎振にむき合ったとき、まず年下の友人の安あん否ぴについて尋ねたら、案の定、芳かんばしくない返事が戻ってきた。

「いや、だめ。今け朝さぶっ倒れた」

　ものすごく、直ちよく截さいな表現で。

　露露は血の気が引く思いだった。

　先ごろ王才人がいったばかりだ。

（亡き国王陛下もずっと持病をお持ちでいらっしゃったうえに、殿下自身もお体の調子がよくない時期が長すぎた。その健康を憂慮するものから、親王家から新たな王を、という声があがってないわけではないと耳にしたことがあります）

　と。

「今朝ぶっ倒れた、って！　だいじょうぶなんですか、それ!?」

　露露は思わず虎振に食ってかかる。

　彼の眠る部屋に残されていた呪じゆ符ふの影響を長年受け続けていたために、実際のところ、志龍の体調はまだ万全とはいいがたかった。にもかかわらず、彼はこの半年女装して後宮に乗り込み、露露を従えてはしゃぎ回っていたのだ。

　そこへ、国王の病状悪化にともない突然執政に携わることになったかと思えば、その王の急逝を受けてろくろく悲しみにくれる間もなく葬儀の準備に追われ、並行して景南の地震被害に対する救援の陣頭指揮を取っていた。

　いつかこうなるだろうことは、志龍のそばにいれば簡単にわかっていたはず。

　それなのに、倒れるまでなんの手も打っていなかったというのだろうか。

　露露が、怒りをあらわに詰め寄ったことを、虎振はどう感じたのだろう。ひとのよさそうな顔に、うれしそうな笑みを浮かべ、

「殿下とうちの頭目、露露さん的にはどっちが本命？」

　などと訊いてくる。

　露露は、質問の真意がわからず目をしばたたかせる。

「……なんです、と……？」

「あー、うん、いいか。こんなことは聞くだけ野や暮ぼだった、うん」

　露露を混乱させた当人は、そういって勝手に納得すると、

「だいじょうぶだと思うよ、たぶん。自分の体力の限界越えてはしゃぎすぎたせいで疲労がたまってただけだから。疲れが取れたら、懲こりずにまたすぐに働き出すだろーし。明後日には葬儀もあるし」

「……」

　──仮にも次代の国王に対して、このいいよう。

　露露は、実直な青年だと信じていた虎振の砕くだけた部分にどこか親友との共通点を発見し、いっしょに笑っていいのかそれとも不ふ敬けいであると叱しかるべきなのか、わかりかねてとまどっていた。

　志龍は、体調がよくなり、そう再々寝込むことがなくなったのがよっぽどうれしかったらしい。なんにでも興味を持ち、なんでも自分でやりたがる、自じ我がの目覚めたばかりの子どものようなところがあった。

　虎振の、どこかあきれたような口調のなかに、それでも主を微笑ましく思っているようすが見て取れて、露露は、

「そうですね」

　と同意することを選んだ。

　癇かん癪しやくは起こすわ、強引だわ、無茶苦茶はいうわ、となにかと手を焼かせる王子だが、それがけして嫌ではないのは、露露もおなじだったからだ。

　だが、虎振はそれをいったいどう受けとめたというのだろう。

「やっぱり本命は殿下か」

「は？」

　ふたたび露露の理解の範はん疇ちゆうを軽く飛び越えた台詞せりふを放ち、上司に丁寧に許可を得てまで露露を連れ出した理由を、ようやく口にした。

　いわく、しばらく志龍の看病をしてやって欲しい、と。

　露露は、めまぐるしく変わる虎振の話題に翻ほん弄ろうされながらも、瞠どう目もくした。

「……殿下の看病、ですか……？」

　うん、と虎振はうなずく。

「医師どのや医女どのが診みてくれるから、露露さんはそばにいてくれるだけでいーんだが。……だめかな？」

「それはかまわないんですが……。なんであたしなんですか？　あたし、ただの宮女ですよ？」

「でも、殿下が本……いやいや、野暮野暮。露露さんは、殿下の友だちでしょーが」

　余計なことも口走りそうになっていたが、あまりにもあっさりと「友だち」だといわれて、かえって露露はとまどう。

「……え……？」

　先ごろ王才人に、志龍をしっかり支えてあげるようにいわれたばかりだ。

　同時に、志龍がもし露露を友として必要とするのなら、なにがあっても駆けつけようと決意したばかりだ。

　しかし、それは露露が友情を一方的に感じているだけではなかったのだ。

　──あたし、蓮順の友だちなんだ！

　露露は、それが不ふ謹きん慎しんにもうれしくて、一も二もなく、引き受けた。本命とかいう理解不能な単語はこの際無視する。

　よかった、と虎振が安あん堵どの笑みを漏らす。

「殿下は、ほんとうならご学友のふたりや三人いてもおかしくないんだが、ずっと体が弱かっただろ？　寝台の上で過ごすことが多くてね、友だちっつー友だちがいない。いるのはおれたち太子府の野郎ばかりだ。さすがに潔けつ癖ぺきな殿下でも、目が覚めたとき、むさくるしい野郎より別べつ嬪ぴんな友だちの顔が見たいだろうなと思ってね。引き受けてくれて、助かるよ」

　露露も、つられたように、微笑んだ。虎勢に対する疑念を聞いてもらうことなど、もうすっかり忘れ去っていた。




　とはいえ、地震でほとんどの香の材料や生薬がだめになったことは、ずいぶんと痛かった。

　疲労回復に効きそうな香と煎せん剤ざいを用意しようと戴姱人に相談したが、香蔵のものが全滅した挙あげ句く、肌寒い程度とはいえ本格的な冬が来ようとする時期に、薬草園で採取できた薬草のなかにも効果を期待できるものがまるでなかったからだ。

「医局と尚食に行けば、乾かん燥そうさせたのが少しくらいはあるだろ」

　姱人の言葉を信じて、彼女が集めてくるようにと書きつけてくれたものをなんとか医局と尚食でわけてもらい、ふたたび取って帰った香班の控えの間で、指導を受ける。

「さすがは医局にわが国最大の台所、未み曾ぞ有うの地震にも手抜かりがないねえ！」

　感心しつつ、まずは煎せん剤ざいだ、と鍋なべに水を張り火にかけると、種を取り乾燥させた野の茨いばらの実を入れて蓋ふたをした。

「沸ふつ騰とうをしたら火を弱めて少しのあいだ、煎せんじる。そのあとは火を止めて、しばらく野茨の実の成分を浸しん出しゆつさせる。ちんまいのは、お子さま舌しただからな、蜂はち蜜みつをたっぷり入れてやってくれ。これだけで、解げ熱ねつ作用もあるし、強きよう壮そう効果もある。栄養価も高いから、ちんまいのにはちょうどいい」

　煮出しているあいだに香だ、と露露が揃えてきた菖しよう蒲ぶ、没もつ薬やく、八はつ角かく、蘇そ合ごう香こう、薫くん衣い草そう、蜂の唾だ液えきと樹じゆ液えきの粘ねん着ちやく液えきを丁寧にひとつずつ、陶とう製せいのすり鉢ばちに入れて粉こなにしていく。

「少量だからって面倒がらずに、ひとつずつ粉にしていくこと。八角は、ちいさめのものを二、三欠片でいい。すべて粉末状にし終えたら、混ぜる。そのあとで肉につ桂けい、丁ちよう子じ胡こ椒しよう、丁子の粉を三、一、一で混ぜたものを、小さじの先に少しの量をいっしょに混ぜ込んで、少しずつ薫たく。甘い花の香りが、精神を落ちつかせる効果があるから、なにかと感情表現の豊かなちんまいのにはちょうどいいだろう」

　──ちんまいのには、ちょうどいい。

　戴姱人は、二度もその言葉を繰り返した。露露は、王才人と目を見合わせ、ちいさく笑った。

　おなじ部屋にいれば志龍をからかってばかりの戴姱人だったが、それでも亡き親友の忘れ形見を誰よりも大事に思っていることは、そんな言葉の端々にじゅうぶん伝わってくる。

　それなのに、

「これはワタシたちで楽しむから、新入りはちんまいののところで作り直しな」

　と憎にくまれ口を叩たたくものだから、王才人と協力してそれらを取りあげ盆ぼんに載のせると、部屋の片隅で香と煎剤ができるのを待っていた虎振の案内の下、内宮にある志龍の部屋にむかう。

　通されたのは、露露が尚功内人に昇格するきっかけとなったあの呪符のあった部屋ではなく、部屋のなかに部屋を作ったような、おおきなおおきな寝台がある部屋だった。

　──あれ？

　寝台の三方を覆う壁沿いには、大小いくつもの腰掛布団クツシヨンが置かれていて、志龍のちいさな体はすっかりそのなかに埋うもれてしまっている。露露が来ることがわかっていたからか、本来ならこの寝台へのあがり口を目隠しに覆うための薄うす絹ぎぬの帳とばりは、いまは左右にわけられていた。

　その光景を、露露はどこかで見たような気がした。

　──どこで見たんだっけ、こんな寝台……。

　しばらく悩んだが、どうにも思い出せない。

　とりあえず、この寝台をいつどこで見たのか思い出すより先にすべきことがある。

　露露は、準備した香を薫くための香こう炉ろを探そうとして、寝台の脇に目をやった。

　案の定、香炉はそこにあった。

　──なんでここにあるってわかったんだろ……。

　香炉を置く一般的な場所がそこだといえばそこなのかもしれないが、露露の視線は迷いなく香炉を探し当てた。

　おかしいなと思うが、だからといって偶然の一いつ致ちともいい切れない。

　結局考えることをあきらめて、香に火をつける。かすかに優しい花の香りが煙とともに立ちのぼるのを確認して、香炉を元の場所に戻す。

　それから、志龍がいつ目覚めてもよいように水を入れた鉄瓶を小ぶりな火鉢にかける。

「……露露、か？」

　志龍が露露の気配に気づき、目を覚ましたのはそんなときだった。

　腰掛布団のなかから難なん儀ぎやって這はい出しながら、志龍は不ふ機き嫌げんそうに問うてくる。

「……なぜ、そなたがここにおる？」

「虎振さんに頼まれたのよ。殿下にはほかに友だちがいないから、友だちのあたしがそばにいてやって欲しい、って。病後の回復に効く煎剤持ってきたんだけど、飲む？」

　こくり、と志龍は子どものようにうなずく。

　わかった、と露露が志龍に背をむけたとき、彼が彼らしからぬ奇ッ怪な台詞を口にした。

「……余計なことを、といいたいところだが、予よも、たしかにそなたがそばにいるほうがよい」

「うわっ、どうしたの蓮順、熱でもあるの？」

　思いがけず素直な志龍の発言に、露露は作りかけた煎剤をひっくり返してしまう。

　びっくりして振りむけば、気弱がきっかけになった素直すぎる発言にか、それとも発熱のためにか赤い顔をして、彼は頰を膨ふくらませた。

「……熱があるからこうやって休まされているのだろうが、ばかものめ」

「いやまあ、それはそうなんだけど……」

「──もう二度と会うことはないといったばかりで、面おも映はゆいわ」

　志龍の憎まれ口が照れくささからきたものだと告白されて、露露はなんだかうれしくなる。

　あまり長く起こしていてはいけないとわかっていたけれど、戴姱人が作った煎剤にたっぷり蜂蜜を入れて飲ませながら、おしゃべりに興じる。

　露露も、志龍も、誰かとくだらない会話を重ねることに、ここしばらくのあいだ、ずっと飢うえていたのだ。

「そなたの実家は日月湖の近くだったな。実家はだいじょうぶだったのか？」

「うん、このあいだ手紙が届いて、家は潰れちゃったけど、家族はみんな無事だって教えてもらった」

「家が潰れたのか!?」

「ボロ屋だったからね。子どものとき寒月が遊びに来て、最初にいった言葉、なんだと思う？　家か畜ちく小屋よ？」

「家畜小屋……？」

「そう！　弟たちが走り回るだけでぐらぐら揺れるようだった木造だもの、あんなに揺れたら壊こわれるって！」

　露露はわかっていなかったが、実は木造だったからこそ、海に沈んだといわれる景南以外の場所の被害はちいさかったのだ。

　おなじ島内でありながら、地震や津つ波なみの被害にさらされる機会の多かった島南では、石造の建築物がもたらす二次災害の怖さを身をもって知っているため、下敷きになっても助かるように、崩ほう壊かいしても立て直しやすいように、木で家が作られていた。

　つまり、ちいさな弟たちが走り回ってもぐらぐら揺れる程度ですむ、頑がん丈じような造りの家だったのだ。

　そして志龍も、そんなことを知るはずもなく、むしろはじめて聞いた露露の家族構成のほうに興味を持った。

「露露には、弟がいたのか」

「うん、十歳と六歳と四歳の三人。妹もいるのよ。十二歳で、もうすぐお嫁よめに行くわ」

　──お嫁に……。

　露露は、自分で口にしたその言葉を心のなかで繰り返す。

　嫁に行くといえば聞こえはいいが、実際は借金奴隷の身の上の妹だ。宮女として働いているような年頃の娘たちのそれとは意味合いがおおきく違う。

　借金奴隷の娘たちは、別の村の奴隷のところに、問もん答どう無む用ようで嫁とつがされる。ありていにいえば、労働力を移すだけのことだ。だから嫁ぐ相手がどんな顔をしていて何歳なのか、当日まで知らされることはない。

　しかし、妹は、それをあたりまえのことだと受け入れていて、文もん句くもいわず嫁ぐ日を待っている。

（だって、あたし、露露ちゃんみたいに好きなひとなんていないもの。それに得意なこともないし、ほかのみんなだっておんなじことだもの）

　そんなふうに、あきらめたように笑って。

　──好きなひとからの求婚ですら怖おじ気けづいているあたしを見たら、笑うかな？　怒るかな？

　十五歳にもなって覚悟の決まらない自分に少しあきれていたら、

「十二で、嫁に？　まだ子どもではないか！」

　と、まだ十三歳の志龍が驚いたように声をあげた。

　景北の都にあって、十二歳で嫁に行くのは、貴族間の政略結婚やそれに類する特殊な場合を除のぞき、ありえないことなのだ。

　あらためてそれを思い出し、露露は話を続けた。

「そうよ。田舎いなかのほうって、結構早いうちに結婚するものなの。あたしだって、後宮に入る前には、結構縁えん談だんがあったのよ？　字が書けるし、そこそこ計算もできる。おまけに香の知識もあるからって、ずいぶん値段は吊つりあがったな」

「値段……？　どういうことだ？」
















「あたし、後宮に入る前は借金奴隷だっていう話はしてなかった？　あのね……」

　実にいまさらなことばかりだったけれど、露露は夢中になって志龍に話して聞かせた。

　家族のこと、青桐村でのこと、寒月との出逢いのこと。

　夜も更ふけ、ようすを見にきた医師や医女、虎振たちに、もう寝るように幾いく度どとなく促されたが、露露と志龍は時間も忘れてひたすら話し続けるのだった。





４






　好こう機きですと、彼女はいった。

「好機です、これは陛下がわたくしにくだされた好機です！　アタヤの娘をそばに置き、ニセモノの、しかも男を正妃に据すえて民たみ草くさをたばかり続けている志龍めに制裁をくらわせよと、陛下がわたくしにお命じになっていらっしゃるに違いありません！」




　志龍が過労のために倒れたと報告を受けたのは、夕ゆう餉げの場であった。

　運ばれてきた手つかずの膳ぜんを見て、嫩緑愛妃はおや、と思った。

　一日に彼女たち三妃六嬪が食事を取るのは、昼前と夕刻の二回である。

　それも、国王と志龍が箸はしをつけたあとのものを、王族と正妃、高級官僚がわけて食し、それをさらにさげ渡される形で用意されるのだが、眼前に並んだ夕餉には、ひとが食べたあとがなかったからだ。

　国王の側近中の側近である高級官僚たちは、現在、国葬の準備のために上を下へと走り回っているため、ゆっくり食堂に集い食事を取っている暇がない。よって、おのおのの部署で隙をついて食べられるように、ちいさな膳にわけて運び入れているそうだ。

　そのため、彼らの箸がつけられたあとがないのは当然だが。

　──正妃が、食べていない……？

　いまの正妃は男が成りすましていると聞いて激しく嫌けん悪おしている愛妃には、そのニセモノからさげられたものを食べるという屈くつ辱じよくを味わわないですむのは、心穏やかなことであった。

　だが、

　──正妃に、なにかあったのだろうか……？

　もしなにかあったとすれば、それこそ願ってもないこと。

　娘の出産見舞いに出かけたのを利用して正妃を誘拐し、その正体を陽のもとに明らかにすることが、邪魔が入ってできなかったため、少しでもあのニセモノが隙を見せる機会を、愛妃はずっと待っていたのだ。

　お嬢じようさま育ちのおっとりした女たちが揃った六嬪に比べ、貴き妃ひも麗れい妃ひも変化に聡さといところがある。少しでもがっついたところを見せてしまえば、警戒され、正妃のそばから遠ざけられるに違いない。そう警戒した愛妃は、ここまでずいぶん気を遣ってきた。

　だから、正妃の不在に気づいてもあえて口にしなかったのだが、

「蓮順姐姐おねえさまは、食事をなさいませんでしたの？」

　ぽっちゃりとした色白の脩しゆう媛えんが、心配そうに眉を曇らせて、膳を運んできた尚食宮女に尋ねる。

　この場の宮女たちを仕切る姱人が、貴妃に視線を送り、貴妃が鷹おう揚ようにうなずいたのを見て、その場に額ぬかづく。

　そのまま最敬礼の姿勢を保ちつつ、姱人は答えた。

「炎えん貴妃さまよりお許しをいただきましたので、お答え申しあげます。蓮花正妃さまにおかれましては、今朝方志龍殿下が過労でお倒れになったのを……」

　嫩緑愛妃は思わず、箸を取り落としてしまった。

「──し、失礼をいたしました」

　いっせいに集まった視線に会釈で詫びて、姱人を促す。

　姱人はなにごともなかったかのように続けた。

「──志龍殿下のお体をご心配なされて、正妃さまは、ご心労のあまり、食事はいらぬ、とおっしゃり、いまは臥ふせっておいででございます」

「アレが臥せったところで、殿下が復調なさるわけでなし……、愚おろかよの」

「でも、麗れい娜な。あなたも蓮順姐姐のことは、いえないでしょう？　やれ志し佳かさまが熱を出した、やれ志し溢いつさまが嘔おう吐とした、やれ志し瑛えいさまが怪我をしたと、食事も忘れてつきっ切りで看病をなさっておいでだったのを、わたしは覚えておりますよ」

「雪せつ馨きよう、わらわは元医女よ。わが子可愛さに我を忘れる女親と同類にしてくれるな」

　不本意そうな炎貴妃の言葉に、愛妃を除く一妃六嬪は鈴が鳴るような笑声を響かせた。

　──このようなときに、よくも笑っていられること。

　場の雰囲気を壊さないように無理に笑みを作ってほかの妃たちに合わせていたが、愛妃にはそれが苦痛でならなかった。

　──まだ国葬も終わっていないというのに！

　国王への恋情は、愛妃のなかではついには育たぬままであった。だが、最愛の娘の父親としては、心を配ることができていた。ゆえに、可愛いわが子の父親の喪中に笑うことなど、彼女には理解できなかった。

　しかも、賢けん媛えん麗妃の徽き号ごうを授けられた趙ちよう雪馨にいたっては、先の地震によって実家を失っている。

　──そんなときに、どうして笑えるの!?

　理解しがたい同僚たちの態度に、愛妃は箸を置いて手を強く握りしめる。口の内側を嚙かみしめる。

　ここで感情をあらわにしては、気を配って気を配って隠し通してきたことが、すべて無駄になってしまうから。

　──耐たえるのよ、美び霖りん。この国は、わたくしが守らなければならないのだから。

　男でニセモノの正妃から。

　それを身代わりに仕立てた不忠義もの──おそらくはホンモノの正妃の実家である豪商・才一族──たちから。

　そして、病弱な挙句呪われたアタヤ族を手元に置く愚かな志龍から。

　──陛下から託たくされたことでしょう？

　国王がいよいよ危ないという声をそこここで聞きはじめたとき、愛妃の娘が親王の長子を産んだ。それも男児をだ。

　そのときに、愛妃はすべてを理解したのだ。

　確かにその男児は、国王の直系の孫とはいえない。がしかし、祖父は国王の弟で、祖母は帝国の姫のひとりだ。志龍にもしものことがあれば王位を継ぐのにもっともふさわしい生まれでもあるのだ。

　つまりそれは、




　──王が、わたくしの孫どのこそがほんとうの世継ぎであるとお認めになられたのだ。




　女しか産めなかった医女あがりでも、子どもすら成し得なかった異国語を操あやつる才媛でもほかの頭の弱い女たちでもなく、王は愛妃にこそ、この国を託されたのだ。

　そう思えば、自然に微笑むことができた。誰が誰の軽口をいおうが、周囲の愚かな女たちに合わせて、笑ってやることもできた。

「なんにせよ、陛下の国葬を明後日に控えておる。殿下には一刻も早く回復なさるようお努めいただき、愚かな女親には、その鼻先に香りのよい汁物でもかざして空腹をあおっておやり」

　笑いたいのを無理に押し殺したような顔で、姱人は深々と頭をさげると、そのままするすると部屋を出ていった。

　やがて粛しゆく々しゆくと夕餉を取り終えた二妃六嬪は、食後の習慣である女神・如ラ浪ンへの感謝に、いまは病床にある志龍王子が早く快復し、王の国葬では立派に喪主を務められるようにと願いを加えて、祈りを捧ささげる。

　いぶかしく思われないようにそれに倣ならった愛妃にとっては、わずかなあいだだったとはいえ、苦痛に満ちた時間だった。

　苦々しい思いを抱えて自室に戻ったとき、

「──愛妃さま」

　それを見計らっていたのだろう、間をおかず、その男がやってきた。

　いつの頃からか愛妃のそばに仕えるようになったその男に、愛妃は駆け寄る。

　愛妃は聞いて欲しかった。

　ばかな女たちと食事を取りながら、彼女たちの愚かな話題に微笑んで相あい槌づちを打てた自分の素す晴ばらしさを。

　陛下の喪中でありながら、女たちはばかげた軽口を叩き合い、下品な笑い声を幾度もあげたが、愛妃はけっしてそれに交わらなかったことを。

　手を握りしめ、歯を食いしばり、ひとりでその屈辱を耐え忍んだことを。

　男は、その端正な顔に、いつくしむような表情を浮かべ、うなずきながら愛妃を褒めてくれる。

「さすがでございます、愛妃さま。そのご覚悟こそ、」

「国母にふさわしい、というのでしょう？　そなたのいうことは、わたくし、なんでもわかってよ」

「これはこれは」

　愛妃は、男の口にしそうな言葉を、どういうわけかすぐに理解することができた。だから、最後まで台詞を口にさせはしなかった。

　すると思ったとおり、男はとまどい、そして奇き跡せきを見るかのように、愛妃に顔をむけた。

「こうもわたしのいいたいことを先んじられては、男として立たつ瀬せがありません。どうすれば、あなたを喜ばせることができましょう？」

「わかっているでしょう？　わたくしはそなたに賞しよう賛さんされるのが好き。そなたに見つめられるのが好き。そなたに触れるのが好き」

　国王にはけして抱くことができなかった恋情を、愛妃はいま、この若い男に強く感じていた。

　不思議だった。

　誰かにいわれたから、愛そうと思ったわけではない。誰かに命じられたから、恋をしようと思ったわけではない。




（──蓮花正妃は四年も前に自害し、その事実を隠すために、いまは男が成りすましております）




　それを伝えにあらわれたこの男にはじめて出逢ったとき、愛妃の目には、男の姿ばかりがくっきりと輝いて見えたのを覚えている。視界はぐんぐんと明るくなっていくのに、それに比例するかのように視野は狭まり、男しか見えなくなったのだ。

　独どく占せんしたかった。そばに置いておきたかった。

　いつも知らないあいだにそばを離れ、それでもいて欲しいときには必ずそばにいて、愛妃にとって有益な情報をもたらすこの男に、愛妃は知らず夢中になっていた。最愛の娘や、娘の死んだ父親のことさえ忘れてしまうほどに。

　男は愛妃の体を背後から抱きしめながら、優しい声で、愛妃の欲望をそそのかす。

「賞賛し、見つめ、触れるだけでよろしいのですか？　もっとほかに、望まれていることもありましょう？」

　そして、とびきりの艶つやっぽい声を、熱い息とともに耳に吹き込んでくる。

「──わたしが、ご協力できそうなことを」

　背筋がぞくぞくする。

　自然と体を預けることになっていた、その着瘦せした意外に厚い胸にしなだれかかりながら、促されるままに口を開く。志龍が倒れたと聞いてからずっと考えていたこと。




「明後日の陛下の葬儀に、志龍を出られぬようにしたい」




　男は予測ずみだったのか、驚いたようすもなかった。

「と、おっしゃいますと？」

　穏やかに聞き返す男の長い髪をひと房手に取り、指に巻きつけて戯たわむれる。

「みなまで、いえと？」

「あなたの口から、お聞きしたい。わたしの口は、すぐにもの申す口ではなくなりますゆえ」

　首筋に、湿しめったあたたかいものが触れた。体の前に回された手から、男がいつも持っている杖が音を立てて倒れる。

　愛妃は、乱れそうになる息を必死でこらえて、男に伝えた。

「たとえ日ひ嗣つぎの王子といえど、国葬に参列せぬ不ふ孝こうものの即位を、民草が許すわけがありませぬ。今晩中に捕らえ、いずこかに隔かく離りしようと思いますが、そなた、どう思う？」

「よいお考えにございます、愛妃さま。して、殿下を隔離なさる場所はいずこに？　正妃を監禁したように、場外に連れ出すのは難しくありましょう？」

　──もの申す口ではないといいながら、よくもの訊く口であること。

　男の問いに、愛妃はにっこり笑った。

　さらなる愛あい撫ぶをせがむように振り返り、視線の合わない男の目を覗き込む。

　子どもの頃、弟のためにひどい怪我をして目を悪くしたのだと聞いた。以来、武人としての栄誉ある道がすべて断たれ、弟を、弟を擁よう護ごする一族を、憎にくんでいると。

　そして、本来ならば男自身が仕えていたはずの王子を、恨んでいると。

（王子を憎むのは、逆恨みではなくて？）

　問うた愛妃に、男は答えたものだ。

（申しあげました、弟を擁護するものは、すべてにおいてわたしの敵だと）

　あの一瞬だけ、視線が交差した。きっとその瞬間に、恋に落ちたのだ。

　愛妃は、男に目を伏せさせる。瞼まぶたに唇を寄せる。

「寡か婦ふ院いんです」

　赤せき紫し城じようの片隅に、忘れ去られたようにぽつんと建てられたちいさな施設。

　そこには三妃六嬪が、喪明けとともに王の菩ぼ提だいを弔とむらうために入室することが決まっている。つまりそれは、三妃六嬪が入室するまでひとが入り込む可能性のない場所というわけだ。

　首筋に、鎖さ骨こつにと男に与えられるちいさな火傷やけどが、愛妃の足から力を奪う。立っていられなくなり、男を道連れに床に座り込む。

「あそこならば、ひとも近づきません。そのまま隔離しておけば、炎貴妃たちが扉をあける頃には、すでにこの世のものではありますまい。とはいえ、子どもを死なせるのも目覚めが悪い。明日、明後日の二日間でよいのです、二日間だけで。……そなた、手を貸してくれますね？」

「愛妃さまの御為ならば」

　男──虎勢は、端正な顔にかすかな微笑を浮かべた。
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　時間を忘れたおしゃべりは、最終的にはどちらが最後まで起きていられるかという病人相手にするものではない意い地じの張り合いとなっていた。

　意識が途と切ぎれ途切れになり、自分でもなにをいっているのかわからない、文意のとおらないたわごとばかり繰り返しているうちに、

「覚えておれ」

　の捨すて台詞ぜりふを残して、気を失うように志し龍りゆうが眠りに落ちたのはどこかで鶏にわとりが鳴き、夜明け特有の静せい謐ひつな香りがそこここに漂ただよいはじめた頃であった。

「よっしゃ、あたしの、勝ち……」

　とちゃんと発音できたかどうかもわからぬままやはり眠りのなかに引きずり込まれた露ろ露ろだったが、幾いく度ど目かの夢の途中で、部屋の空気が変わったことに気がついた。

　志龍とのおしゃべりに興きようじ、それぞれが眠りに落ちた時分、室内に漂っていたのは優しい花の香りだったはず。志龍のことを思って、戴たい姱か人じんが丁てい寧ねいに作っていた穏おだやかな香だったのだから、間違いない。

　だが、いまこの場所に、その香の匂においは聞こえない。くんくんと鼻をうごめかして周囲を探れば、古く、重苦しい臭においが充じゆう満まんしている。そのなかでかすかな清せい涼りよう感かんを持っているのは、きっとそばで眠る志龍のものだろう。

　──この古い、重い臭いは……、黴かび？

　湿しめり気があり、埃ほこりっぽくざらついている。尚しよう寝しん内ない人じん見習いとしてはじめて足を踏み入れた志龍の寝室で嗅かいだものや、二度も突っ込まれた反省房の内部のものに、とてもよく似ている。

　それから、

　──お香……？

　人工的に作られた、煙けむりのきつい、苦い香が聞こえる。それも、いまこの場所で薫たかれているようなものではなく、室内にある、ありとあらゆるものに染みついた、やはり古さを感じる臭いだ。

　普段であれば、心を落ちつかせる香だが、どういうわけかいまは、露露に焦しよう燥そう感を覚えさせてならない。

　──ここは殿下の部屋じゃない！

　直感が叫さけぶ。

　──起きろ、あたしっ!!




「──ッ！」




　見開いた瞳ひとみに飛び込んできた世界の色に、露露は愕がく然ぜんとした。

　──なんてこと。

　世界は、真ま闇やみに包まれていたのだ。

　床ゆかにつけている右半身が冷えと痛みを伝えてこなければ、上下左右の感覚すら摑つかめなかっただろう。

　──こっちが下か……。板間？

　手で撫なでさすると、てのひらのやわらかいところをささくれが突つき刺さす。もう何年もひとの手が入っていないあばら家のようだ。

　──どこよ、ここ……。

　これだけ空気が含ふくむ臭いが異なり、かつ板の床に転がされているのがわかれば、確実になにものかの手によって、志龍の部屋から運び出されたのだと理解できる。

　──いったい誰が……？　なんのために……って！

「──蓮れん順じゆん!?」

　露露は慌あわてて周囲の闇に目を凝こらす。

　黴と古い香の臭いのなかに、ひと筋、涼すずしげなそれがあったことを思い出したのだ。それはすなわち、この場所に、志龍さえも運び込まれているということだ。

「蓮……じゃない、志龍殿下！　どこ？　返事をして!!」

　宵よいの明みよう星じようを思わせる清せい冽れつな香りが嗅ぎ取れる以上、彼がここにいるのは間違いない。

　露露は声を張りあげて返事を求めたが、志龍からのいらえはない。

　──まさか……。

　最悪の事態が一瞬脳のう裏りをよぎり、露露は思わず肩を抱く。だが、

　──死んだ人間からこんなにおいはしないわ。

　そう思い直すと、闇のなかではまるで役に立たない目を閉じて、鼻に意識を集中する。

　停てい滞たいしているといっていいほど空気の流れは微び弱じやくだ。

　それでも露露の鋭えい敏びんな嗅きゆう覚かくは、体温の上昇によって強まった志龍のにおいを、集中したついでに研とぎ澄すまされた聴ちよう覚かくは、発熱時特有の浅あさく苦しそうな寝息を拾った。

「殿下！」

　露露は目をつぶったまま、手探りで志龍の許もとへ這はい寄った。

　指が触れた彼の着物の一部を辿たどってその細い肩に触れると、夜着の薄うすい布越しに体温の高さがはっきりと伝わる。

「殿下！　ねえ、志龍殿下！　しっかりして！」

　汗あせばんだ頰ほおを軽く叩たたき、目覚めを促うながす。病人に手て荒あらな真ま似ねはしたくなかったが、ここから逃げ出すためには、病人だろうが日ひ嗣つぎの王子だろうが、彼には無む茶ちやをしてもらわなければならないのだ。

「……ろ？」

　か細い声が聞こえた。生きているし、そこそこ意識ははっきりしているようだ。

　露露はほっとした。

「……どこだ、ここは……？　予よの部屋ではないな……」

「そうみたい。お香と黴の臭いがひどいの。ずいぶん古い建物みたいね」

　体を起こし、上下の方向だけでも定めておきたいのだろう。手を貸せといわれ、露露は志龍が起きあがるのを手伝う。

　寝起きのすっきりとした頭の露露ですら、この真闇のなかでは方向感覚があやふやになり、不安を募つのらせたのだ。熱で朦もう朧ろうとする志龍には、それはどれほどの恐怖となるだろう。

　腰こしをおろしているのが下、頭をむけているのが上。そばにいるのが露露。

　すべてが不確かななかで、確かなものがそれだけ揃そろえば、志龍とて心強いのではないか。

　そう思って露露は、志龍の腕を辿って、そのてのひらを握にぎる。熱くて細い指が、かすかに握り返してきた。

「なんで、こんなところに……」

「ごめんなさい、あたしも、気づかなくて」

　──意地の張り合いなんかしないで、素直に寝てたら、こんなことにはならなかったのに。

　極限まで我が慢まんしていた眠りは、どうやら想像以上に深かったようだ。においの変化には敏感な露露に、それを悟さとる隙すきを与えてはくれなかったのだから。

　落ち込む露露に、志龍は「かまわぬ」と短く応じた。熱のために疲労困こん憊ぱいといった声だったが、あきらかな怒りが滲にじんでいた。

「しくじった……。虎こ振しんに、あれだけ気をつけろといい聞かされていたのに」

「え？」

　志龍はいった。

「予が病弱だったために、予に王位を継つがすのを不安視するものが多いのだ。……叔お父じ上うえのところに、男の孫が先頃生まれたのは、露露も知っておろう？」

　露露はうなずく。寒月がお忍しのびで出産見舞いに行こうとしていた、愛あい妃ひの一人娘のところだ。

「叔父上の奥方が帝国の姫であることもあって、叔父上の孫が王位を継げば、帝国という強大な後ろ盾だてができる。わが国は、いまのところ他国から狙ねらわれていることはないが、帝国を含めて、青せい竜りゆう諸島に亜児美耶ああるすめいやといった異国が、いつてのひらを返すかわからない状況にある。ゆえに、予を廃はいし、叔父上を、ひいてはその生まれたばかりの孫息子を王位に据すえたいと望むものはひとりやふたりではないのだ」

　そこまで聞いて、露露は気づいた。

　──そういえば、寒かん月げつたちも、おなじようなことをいってた……。

　確か、暗器の使い方を教えるために、虎こ嬌きようが寒月に会いに行ったあの夜だ。

（蓮れん花か正せい妃ひを誘ゆう拐かいした真犯人がまだ捕まっていないのは知っているだろう？　陛下がお亡なくなりになったいま、またぞろそれらが動き出す可能性がある）

（蓮花正妃もそうだし、志龍殿下もだけど、この時期がいちばん命を狙われやすいんだよ。殿下が一年後に即位なさるまで、玉ぎよく座ざは空位。そのあいだ政まつりごとを行えるのは、志龍殿下と王のただひとりの妻である蓮花正妃のみ。殿下が病弱なのを理由に排はい斥せきしたがっているいくつかの親王派が、正妃の暗殺や殿下の誘拐に動き出す可能性もあるからね。だから、寒月どのにはせめてもの自衛手段を手ほどきしておこう、と）

　頭を強く殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。

　──ばかだ、あたし!!

　露露は、自分もまたたいへんなしくじりを犯おかしたことがやっとわかったのだ。

　虎振は、露露に、志龍の友だちだからそばにいてやって欲しいといった。

　だが、それを額がく面めんどおり受け取ってはいけなかったのだ。

　虎振は露露の鼻のよさを知っている。その嗅覚を活いかして、眠っている志龍の文字どおり番犬であることを望んでいたのだ。

　──どうしよう……、ほんとうに、どうしよう……。

　志龍の命が狙われるという予想は立っていたのに。誘拐される可能性があることもわかっていたのに。

　露露は、恐怖に震える。

　──寒月……、怖いよ。

　そのとき、繫つないでいたてのひらが一瞬強く握られて、露露はふと我に返る。

「震えている。怖いのか？」

　病人に、気遣づかわれてしまった。

　──そうだった、あたしが狙われているわけじゃないんだ……。

　露露ひとりが誘拐されていたなら、葬儀が終わるまで誰かが捜さがしに来ることはないだろう。だが、いっしょにいるこの少年がいなければ葬儀ははじまらない。

　──怖がらなくてもいい、絶対に助けが、寒月が来てくれる。

　そう思うことで、少し心の余裕が生まれる。五人兄弟のいちばん上として、弟妹たちを守ってきた自負を思い出す。露露は、今度は意地を張らなかった。

「ちょっとね。蓮……殿下も震えてる。怖いの？」

「熱があるからに決まっている！」

　と、即そく怒ど鳴なられた。

　意地を張っているのか、それともほんとうに発熱から来る寒さのための震えなのか、露露には判別つかなかったけれど。

　──不思議。

　志龍がそばでいつもどおりでいてくれるから、気づけば恐怖からの震えは止まっていた。

　しばらくして、志龍がなにかに気づいたように、ああ、と声をあげた。

「そなたと予をここに運び入れたものは、どうやら予を陛下の葬儀に出したくないらしい」

「……？　どういうこと？」

「予は、陛下のただひとりの王子であり、陛下のご遺ゆい言ごんにより、次代の王となることが定められている。それは、露露にもわかるな？」

　──余裕じゃない、蓮順。

　誰にでもわかるようなことをわざわざ確認されて、露露はむっとする。と同時に、熱のつらさからか、この場所に閉じ込められた理由からか、あえて目をそらしたがってそういう話し方をしたのだとわかって、心が痛くなる。

　返事がないのを、肯こう定ていだと考えたようだ。ややあって、志龍は苦しげに声を震わせた。

「だが、国こく葬そうに参列しないとなると、話は別だ。不ふ孝こうを働く王子を、国民は王とは認めぬだろう」

「なんですと!?」

　露露は弾はじかれたように志龍の顔があるほうへ目をむけた。

「……そ、そんなの！　殿下のせいじゃないじゃない！　あたしが証言してあげる、誰かにここへ閉じ込められた、葬儀に出られないようにされた、って。みんなわかってくれるよ！」

「無理だ」

「なんで！」

「そなたといっしょに閉じ込められていることが、余計に心証を悪くするだろう。父親の葬儀にも出ず、女と逢あい引びきしていたのか、と」

「そんな……」

「予から王位を奪いたいなら、殺せばすむ。だが、殺してしまえば、おのずと犯人視されてしまう位置にいるものが、犯人なのだろう。だから、だから予をそなたとともに閉じ込め、民の反感を買わせるほうをわざわざ選んだのだ。そうすれば、自分の手を汚すことなく、王位は転がり込む……叔父上の手に」

　志龍は、苦く笑しようした。

「予は、よほど肉親に恵まれぬようだな。母には自害され、父にはかまわれた記憶がない。ただひとりの叔父には、失しつ脚きやくを望まれて……」

　ちいさく、鼻をすすりあげる音がした。吐はき出すようにこぼれた声が、ときおり涙で裏返る。

「……母上だけでなく、父上の国葬にすら参列できないとは……。いったい予は、どれだけ前世で罪つみを重ねてきたのだろうか」

　闇のなかでしか素直に泣けない志龍が哀あわれだったのに、露露は励はげます言葉ひとつ持っていない自分がとても歯がゆかった。なんとかしてあげたくて、

「窓でもないか、探してくる。絶対ここから出してあげるから、あきらめないで、殿下！」

　そういって一度強く抱きしめ、露露は四つん這いになって、志龍の許から離れた。

　板のささくれが手にも膝ひざにも容よう赦しやなく突き刺さってくる。露露がてのひらを置いた瞬間、突然腐くさった部分が落ちて、床下へ転げ落ちそうになる。

　──頑がん張ばれ！　頑張れ、あたし！

　痛みにも恐怖にも負けるわけにはいかないのだ。露露が負けてしまえば、それは志龍をよりいっそう傷つけることになるのだから。

　露露は歯を食いしばって這い、辿りついた壁を支えに立ちあがると、窓か扉とびらを探して隅すみ々ずみまで手で探る。指に刺さったままのささくれが、ふとした拍ひよう子しにより深く突き刺さり、悲鳴をあげそうになる。

　目が見えないために、床に積まれたなにかに足を取られ、脛すねをしたたかに打ったり、頭から床に転げたり、立っておくのも満足にできない。顔中にべたべたと張りつくのは蜘く蛛もの巣すで、ときどき蜘蛛に顔を這われるなんともいえない感触がある。

　さほど広くなさそうなこの暗闇のなかを、どれだけ這いずり回ったことだろう。目に埃が入り込んで涙が止まらないし、口のなかがざらつく。笑えることに、血の臭においまでしてきた。膝だろうか、てのひらだろうか。

　露露は痛む指を我慢して握り込んだこぶしで、壁といわず床といわず、乱らん暴ぼうに殴なぐりつける。その音に驚いた志龍が声をあげるが、かまうつもりはなかった。

　──あたしの手なんかどうなってもいい。これは、蓮順を泣かせたあたしへの罰ばつなんだから。

　指の腹が裂さけ、爪つめが割れ、骨が折れてもかまわない。それで志龍が国王の葬儀に出られるのなら。友だちが、もう二度とあんな声で泣かなくてすむのなら！

　──寒月……、虎嬌……。

　この闇の外の世界は、いま朝なのだろうか、夜なのだろうか。露露の恋人と親友は、いま頃、露露と志龍の不在を奇き妙みように思って捜してくれているだろうか。

　頭がゴチンと石を積んだ壁にぶつかる。目から火花が飛び散りそうな痛みだった。それが、露露が必死でこらえていた感情──悔くやしさだったり怒りだったり不安だったり恐怖だったり──を爆発させる。

　露露はその場にうずくまった。手の甲を強く嚙んで声を殺し、心のなかで叫ぶ。

　──誰でもいいから蓮順を助けてよ、早く!!

　果たして露露の叫びが届いたのだろうか。その声は、確かに露露の耳を打ったのだから。




「助けて差しあげようか、凌リヨウ犬ケン鼻ビ？」
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　まるで床下から聞こえたかのように低い位置から届いたのは、覚えのある若い男の声。そして、かすかな獣臭。

「……え？」

　闇が深くて判然としないが、露露の足元近くになにか──誰かいるらしい。

「露露……、どうかしたのか？」

　志龍の力ない声に、いぶかしむような響ひびきがある。若い男の声は、彼には聞こえなかったのだろうか。

　露露は、もし届いたのが声だけなら、幻げん聴ちようだと聞き流していたかもしれない。

　だが、露露自身がもっとも信頼する嗅覚で感じ取った獣臭を、気のせいだとすることはできなかった。

「それが……」

　しかし、露露はいい淀よどむ。声はするのにひとの臭いがなく、あるのは獣の発する濃こい臭いだと、どう志龍に説明すればよいか、わからなかったのだ。

「？　はっきりせぬな」

　怪け訝げんに思うことより、疲労が勝ったのか、志龍はそのまま黙り込み、浅い呼吸ばかりが静せい寂じやくに響く。

　足元の声はいう。

「面識を得て、まだ一カ月も経ってはないというのに、もうお忘れなのですか」

　──面識を得て？　一カ月も経ってない……？

　露露は、ぎゅっと目をつぶる。ここ一カ月のあいだではじめて会った男性の顔を、可能なかぎり思い出す。

　──ううん、思い出すだけじゃだめだ。こんな低い位置から声を出せるようなそんな器用な真ま似ねができるひとじゃなきゃ……！

「って、え……？」

　露露は目を見開く。

　自分の言葉のなかに、手がかりがあった。

　こんな低い位置から声を出せるようなそんな器用な真似ができるひと。

　ここ一ヵ月のあいだに一度だけ、視線を低くさげてしゃべったことがある。




（──犬がしゃべった!?）




　常人にはない異能とやらを使って犬の体を『乗っ取り』、話しかけてきたその人物は──、

「……タンロウ？」

「お久しぶりですな、凌犬……」

「──露露！　アタヤか!?　そいつから離れろ!!」

　タンロウの名に反応した志龍が、熱を振り払う勢いで声を張りあげる。

「忌いまわしき、災わざわいをもたらすアタヤよ！　予らをここへ閉じ込めたのは貴様の謀はかりごとか!?」

　大声を放つと同時に、志龍が盛大に咳せき込む。

「殿下！」

　露露はその背をさすってやりたいが、闇が邪魔をして歩み寄ることもできない。

　タンロウが笑ったようだった。

「おやおや、あいかわらず虚きよ弱じやくな王子だ」

「うるさい、黙れ!!」

　咳の止まらない志龍の代わりに、露露がタンロウを怒鳴りつける。申し出にすがろうとした気持ちが、一瞬で粉ふん砕さいされる。

「後こう宮きゆうを混乱させようとしておきながら、失敗して、余計な面倒持ち込んだくせに、よくもぬけぬけと顔を出せたわね！」

「怒鳴らずとも聞こえますよ、凌犬鼻。この体はちいさいんです、あなたの声だけで押し潰つぶされかねない。少し静かにお話し願えませんかね」

「……ちいさい？　またなんの動物を乗っ取ってるの？」

　タンロウは「チチッ」と鳴いてみせた。

「鼠ねずみです」

「……」

「おっしゃるとおり、前回わたしはありえぬ失敗を犯しました。なので、しばらくはナリを潜ひそめておこうと思っていましたがね、国王の崩ほう御ぎよに南域の地震と、国の大事が立て続けに起こったでしょう？　そのお世継ぎどのがどう采さい配はいを振るうか、見学に参っていたのですよ。それなのに、なんとまあ、情けない醜しゆう態たいであることやら！　しかも、ここに閉じ込められたのが叔父上の仕し業わざだといっておきながら、わたしがあらわれただけで、このてのひらの返しよう。あきれてものもいえない」

「ぺらぺらぺらぺらよく動いてんじゃない」

　──ここが真っ暗闇で、命拾いしたわね、タンロウ……。

　声のするほうを適当にあたりをつけて見ていた露露は、心中で毒づく。

　もし、いま、ほんの少しでも灯あかりがあり、えらそうに語る鼠の姿が欠片かけらでも見えていたら、露露は問もん答どう無む用ようで踏み潰す自信があったからだ。
















　しかし、あいにくと姿を確認することは叶かなわず、露露はドン！　と床を踏み鳴らす。「チチッ」とどこか焦あせったような鳴き声が聞こえた。それにほんの少しだけ溜りゆう飲いんをさげる。

「悪趣味！　助けに来たのなら、黙ってさっさと助けなさいよ！」

「助けに来たのではありませんよ、助けて差しあげようか、と申し出るために来たのです。で、どうしますか？」

　ドン！　チチッ。

「お願いしたら、どうやってあたしたちをここから出すつもり？　まさか、その鼠の歯で、地道に壁を削けずっていくんじゃないでしょうね」

「それがお好みならばそうしてもかまいませんが、その場合、確実に国葬には間に合わない」

「～～～っ!!」

　ドンドンドン！　チチッ。

　そこへ、

「露露、よい」

　奇妙に抗あらがいがたい静かな声で、志龍が露露を止める。

「そやつはどうせ、ここがどこかはわかっているのだろう。以前、尚しよう食しよく内ない人じんを乗っ取ったように、外にいるなにものかを乗っ取り鍵かぎをあけるつもりだろう」

「ご名答」

　鼠は短く答えた。

　──そっか……、乗っ取れるのは動物だけじゃなかったんだ……。

　露露の友人であった雨う花かの体を、タンロウは乗っ取っていたことがある。それを思い出し、志龍とタンロウの声のするほうを交互に眺ながめていると、

「……アタヤの民よ、」

　ややあって、志龍が口を開いた。

「予をただで助けるつもりはないのだろう？　条件は？」

「殿下!!」

　アタヤ族のことを、蛇だ蝎かつのごとく嫌っている志龍の発言とは思えなかった。

　驚きよう愕がくして思わず声を発する露露をよそに、志龍は淡たん々たんとタンロウにいった。

「条件があるのなら、吞もう。予は、なんとしてでも父上の葬儀には参列せねばならぬのだ」

「アタヤに対して、なんとものわかりのよい」

　タンロウの声は満足そうだった。

　──なにを条件にするつもり？　まさか、この土地を返せ、なんていうつもりじゃ……。

　後宮のある土地は、もともとはアタヤ族の先祖の眠る墓所だった、とタンロウは以前語った。

　そもそもアタヤ族というのは、この美び景けい島に古くから存在する土着の民である。女神・如ラ浪ンにつき従う千せん里り眼がんや順じゆん風ぷう耳じのような、人間離れした異能を持つ先住民族なのだ。

　そして、彼らの先祖の眠る土地、いわば聖地は、最初は亜児美耶ああるすめいや人に、そののちは大陸から渡ってきた蘇そ王朝の始祖たちに二百年近く奪われ続けた。ゆえに、彼らアタヤ族にとって、その場所を奪だつ還かんするのは相当の悲願なのだ。

　先祖の眠る土地を取り返し、先祖の魂たましいを穢けがした南なん陽よう人を滅ほろぼすと、呪のろいをかけたほどに。

　ここぞとばかりにそれを条件にあげるかと危き惧ぐしたが、結局のところ、それは露露の杞き憂ゆうに終わった。

　タンロウのあげた条件は、実に意外なものだったのだ。




「では、喪もが明けたあと最初の選せん秀しゆう女じよで、ひとりの娘をあなたの后こう妃ひにお迎えください」




　──なんですと？

　聞き返す彼の言葉に一いつ拍ぱくの間があったのは、その条件はやはり志龍も想像していなかったからだろう。

「……その娘はアタヤか」

「さよう。我らが先祖はあなた方からこの土地を奪い返すために、あなた方へ呪いをかけました。それに倣ならうなら、この土地から出て行くことを条件とすべきでしょう。ですが、志龍殿下、わたしの見たところ、あなたはどうもいままでの王とは少々異なるようだ。多少の出遅れ感は否いなめないにせよ、星せい辰しんを跪ひざまずかせ、わが眷けん族ぞくを友と呼ぶ鷹おう揚ようさがある。これならば、土地を取り返すことに固こ執しつせず、内側から懐かい柔じゆうしていくのもおもしろい、と」

「……その娘の名は？」

　複雑な思いを押し隠したような声で、志龍がふたたび尋ねた。

　──名まえを、訊きくの……？

　露露の胸がちくりと痛む。それが条件を受け入れると暗にいっているのとおなじことだったからだ。

　志龍がどれほどの思いでそれを口にしたかを考えると、そうなる前になにもできなかった──うかうかとなにものかにここまで連れさらわれてしまった自分の失態に腹が立って仕方がない。

「だめよ、蓮順！　アタヤは南陽人に呪いをかけたんでしょ？　アタヤが先祖の土地に入ったら土地に住まう南陽人すべてを滅ぼす、って。あんたは王さまになるのに、みすみす国民を失うようなことしてしまってもいいの!?」

「だがそうしなければ、予は……！」

　しかし、

　──あれ？

　結局その取引が成立することはなかった。

　黴と古い香の臭いで満ちたこの闇を抜けて、急激に強いねっとりとした甘あまい匂いが露露の鼻び腔こうをくすぐったのだ。

　──誰か、近くに来てる……？

　そしてそれはタンロウも感じたようだった。「チチッ」と舌打ちするかのようにひと声鳴いた。

「──残念、もう少しで言げん質ちをいただけたのに」

　室内の闇を切り開くように、匂いが流れ込んできた方向から、ひと筋の光線が差し込む。光線はすぐに幾筋も数を増やし、束たばになり、くっきりとひと影を映し出すまでおおきくなった。

　まぶしさに顔を背そむけた露露の耳に、知らない女の声が聞こえた。

「ずいぶんお元気そうね、志龍殿下」
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「──殿下がご寝所から姿を消されて丸一日経つのだぞ!?　まだ見つからぬとは、いったいどういうことなのだ!!」

　葬儀を中心となって執とり行う礼れい部ぶの官僚たちが、その上うわ役やくに怒鳴りつけられ、身を竦すくませて額を床に擦りつけている。

　国葬を無事執り行わなければ次代の王たる資格なしとして志龍の廃はい嫡ちやくが決まるため、少なくとも表面的には志龍の即位を支持する彼らは、志龍の不在を無視できなかったのだ。

　──殿下……。露露まで、いったいどこに……。

　正妃の姿となり、炎えん貴き妃ひら秀女たちとともにすでに葬儀に参列していた寒月は、内心動揺していた。

　昨日、志龍が寝所から姿を消したとの報告を受けたと同時に、志龍の側近である董とう虎振から、露露もいなくなった──どうやら志龍の即位をよく思わないものの手によって、いっしょに連れ攫われた可能性があることを告げられていたのだ。

　──露露……。

　寒月が偽にせ豹ひよう隠いん党とうに誘拐されたときとは、事情が違う。女性体であったとしても、寒月は星辰だ。いざともなれば、自分自身の手で犯人を斬り伏せ、逃げ出すことは可能だった。

　だが、露露はただの女の子でしかない。自分の身を自分で守る手段がないのだ。

　しかも彼女は、見たところ互いに無自覚のようだが、志龍の弱点ともなりうる存在でもある。志龍に王位をあきらめさせるために、露露の命を利用される可能性もある。

　もっとも、たった十三歳でありながら、誰よりも王の資質を備えたかの王子のこと。露露が殺されたところで、王位を明け渡すことはないだろう。

　しかしそれでは、寒月自身が耐たえられない。

「……蓮順姐姐おねえさま」

　不意に賢けん媛えん麗れい妃ひに声をかけられた。わが子が大事なときに行方ゆくえ不明になって──内面的には、恋人の行方不明を──心配し、落ちつきなく不安がっているのを、見み咎とがめられたようだ。

「お気持ちは、重々承しよう知ちしております。ですが、このようなときこそ、姐姐が気き丈じようにしていらっしゃらなければ」

　賢媛麗妃は聡さとい。

　炎貴妃はもしものことを考こう慮りよして、入れ替わりの事実を麗妃にも明かしていないといっていたが、どこかで気づいているのかもしれない。

　かすかな血の繫がりが蓮花正妃と寒月を似た容よう貌ぼうにしていたが、正妃は緑、寒月は黒の瞳ひとみの色ばかりは似せようもなく、正妃に近しいものであれば、疑問を抱かずにはいられないはずだからだ。

　歳を経へてなお愛らしい顔に励はげますような笑みを浮かべ、寒月の手を取り、ぽんぽん、と軽く叩いてみせる。

「先ほど、嫩どん緑りよく愛あい妃ひ美び霖りんから、陛下の密葬がたいへん体に応えたため、国葬は辞退させて欲しいと連絡がありました」

「美霖妹いも妹うとが？」

「はい。それに、志龍殿下がこちらにいらっしゃるまで、葬儀ははじまりそうにございません。ですから、どうか、おなじ陛下のご寵ちよう愛あいを受けた方として、美霖を見舞ってやってはくださいません？」

　一時的とはいえ、この場を離れるための格かつ好こうの理由を提案され、思わず寒月は炎貴妃を見る。

　おなじように炎貴妃に視線を送った麗妃は、炎貴妃がうなずいたのを見て、ふたたび寒月を見返す。

「麗れい娜なからの提案なのですよ。蓮順姐姐も殿下をご心配なさるあまりお顔色が優すぐれないようだから、少し席をはずさせなさい、と。ここでじっとお待ちになるよりも、ご自身で動かれたほうが、ご気分もよろしいでしょう？」

　嫩緑愛妃の見舞いは単なる口実。暗に、志龍（露露）のことは、自分で捜せといっている。

　寒月は周囲をはばかりつつ、小声で、青竜諸島の言葉で訊いてみた。

「どこまで知っているのですか？」

　麗妃は笑っていった。

「なんのことでしょう？」




　とにもかくにも貴妃の許しを得た以上、ぐずぐずしている場合ではない。

　すぐに正妃の部屋に取って返し、郭かく大だい姉しの手を借りて武官服にあらためると、まず露露の友であり、寒月に先んじて露露を捜しているであろう虎嬌を捜した。

「──琥こ珀はくさま！」

「寒月どの!?」

　額ひたいをつき合わせるようにして、背の高い、色しき素その薄うすい頭髪の男と話し込んでいる虎嬌を、後宮の入り口付近で見つけ、声をかけて駆け寄る。

「なぜ、きみがここに……！　そ……だいじょうぶなのか？」

　葬儀は、と問いたかったようだが、第三者がいる手前、言葉を濁にごす。

　理由がわからないでもなかったので、うなずくのみにしておくと、虎嬌の連れが警戒心をあらわに尋ねてきた。

「見ない顔だ。嬌、こちらは？」

「あ、ああ、うん。楊よう寒月どの。ほら、先日、暗器を学びたいという知人がいるって、虎こ勢せいに暗器を集めてもらっただろう？　その知人だよ。内ない待じ省しようにお勤めだ」

　内侍省とは、後宮を管理する男性官吏たちの職場である。後宮そのものを取り仕切る尚しよう宮きゆうとは違い、選秀女・宮女の布ふ令れいを出したり、その身元を調査したりと後宮の外の部分を主に仕事としている。

　それゆえに、太たい子し府ふの虎振と面識がなくても不都合はなく、また宮女である虎嬌や露露と顔見知りでもおかしくないだろうと、寒月の身分を問われたときのために話を合わせていたのだ。

「寒月どの、こちらはわたしの下の兄の、董虎振」

　簡単に挨あい拶さつを交わすが、実は寒月は、蓮花正妃として彼とは何度も面めん識しきを得ている。

　しかし、化け粧しようを落とし、髪をおろし、衣服をあらためた上に男性体になっているのだ。見慣れた人間にしか、蓮花正妃と寒月を繫げては考えられまい。

　それなのに、

（……寒月の目に似てるんだ……）

　八年ぶりに再会して、少し並んで歩いただけで、露露は蓮花正妃を寒月と似ているといった。それがどれほどの奇き跡せきか、露露は少しでもわかっていたのだろうか。

　──露露……。

　彼女のことを思えば思うほど、焦燥感で身が焼け落ちそうだ。嚙みつかんばかりの勢いで、寒月は虎嬌に訊いた。

「志龍殿下とともに、露露も連れさらわれた可能性があると伺うかがいましたが」

「うん、いちばん鶏どりが鳴くぐらいまで、ご寝所からはずっと話し声が聞こえていたらしい。それが、起床時刻になって、女官が起こしに行ったときには、もう」

「寒月どのは露露さんの知り合いか？　悪いことをした。謝る。殿下が命を狙われているとして、もし襲撃を受けるとしたらここ二、三日だと思ってな、露露さんが鼻のいーのを思い出して、番犬代わりにさせてもらってたんだ」

　虎振の気持ちはわからないではないが、それは完全な人選の誤あやまりだ。おのれの興味があることにしか露露は興味を示さない。彼女は番犬のようでいて、実態は気まぐれな猫ねこのようなものなのだ。

　寒月は首を振る。

「気にしないでください。おおかた、おしゃべりに夢中で、なにも考えてなかったはずですから。それより、まだ……？」

「ああ、昨日一日で内宮も前宮もあらかた捜し終えた。後宮はいま尚しよう功こうの宮女たちや知人に頼んで捜してもらっているが、このようすじゃ、後宮でもない場所に捕らわれているかもしれない」

「城内外の出入りは、殿下の姿が見えなくなってすぐに閉ざした。壁を越えりゃー城の外にまで出られるだろーが、子どもとはいえ、ふたりもいるんだ。協力者でもいなきゃ、ひとに見つからずに運び出すのは無理だろ。もしくは……」

「──豹隠党でもなければ、ですか？」

　先祖の眠る土地を奪い返し、南陽人を滅ぼすために、蘇王朝の隙を虎こ視し眈たん々たんと狙っているアタヤ族のこと。国王の死や景けい南なんの地震の騒ぎに乗じて、より混乱を深めるために、志龍を誘拐する気になってもおかしくはないだろう。

　寒月が蓮花正妃として誘拐されたときも、そもそも彼らによる後宮内の盗とう難なん事件を利用してのことだったのだから。

　──けれど、ほんとうにアタヤ族か……？

　正妃誘拐の主犯格は、いまだ判明してはいない。炎貴妃はなにやら摑つかんでいるようだが──そもそもその『主犯格』を踊らせるために、策を講じたのは貴妃自身なのだ──、まだ教えられていない。

　そのせいだろうか。

　あの誘拐事件の種明かしを炎貴妃にされて、露露に打ち明けたときも、いまも、なにか肝かん心じんなことを忘れているような気がしてならない。それさえわかれば、すべてが一本に繫がる『なにか』。

　寒月の確認にうなずく虎振の横で、虎嬌は「不是いいや」と首を振る。

「豹隠党のやつらは、このあいだ手痛い失敗をしたばかりだ。そのすぐあとに、おなじことは繰り返さないだろう。少なくとも、あのタンロウとやらは、無駄に誇ほこりが高そうだったからな」

「じゃあ、やっぱり殿下の即位をよく思わないやからの仕業か？　城内は広いぞ、嬌。太子府のやつら全員駆り出しても、葬儀に間に合うまでに殿下を見つけられるか……」

　──ここで立ち話をしている時間にこそ、露露の命が……！

　犯人探しよりもなによりも、いまは露露と志龍の無事をなんとか確認することが優先事項のはず。

　それなのに、ここを一歩も動かず話し合っている董家のふたりに苛いら立だちを覚え、捜して来ます、と駆け出した瞬間、




「ふたりとも、待たせたな」




　後宮のほうから、低い男の声がかけられた。なぜ、後宮から男の声が、とそちらを見やる。と、

「あなたは……」

　寒月は『なにか』の正体をいま、ようやく理解した。





４






「……嫩緑愛妃、か……？」

　女の正体がわかったのだろう。愕然としたような志龍の声が聞こえる。

「──嫩緑愛妃……？　愛妃さまが、なんで……？　助けに来てくださったのですか!?」

　露露は、まばゆい光に完全に視力を奪われた状態で、それでも光のほうへ、光のほうへ少しずつ歩み寄っていく。

「蓮順、よかった！　これで王さまの葬儀に出られ──」

「露露！　その女に近づくな!!」

　志龍の怒ど号ごうに、露露の足が止まる。訳がわからず、見えない視線をさ迷わせ、志龍の居場所を探してしまう。

「どういう、こと……？」

「先ほどいったろう！　予を殺せば犯人視されるが、失しつ脚きやくでとどめておれば黙っていても玉座が転がり込む人間がいると」

「いったけど、でも、それは叔父……親王さまだって！」

　愛妃は、雨花の縁者だ。誘拐劇にまで発展した一カ月以上前の正妃のお忍びは、そもそも愛妃の娘が孫息子を産み、その見舞いに行くという名目だった。

　蓮花正妃と嫩緑愛妃は、その娘の出産見舞いにわざわざ赴く程度には、仲がよかったのではないのか？

「違ったのだ、そいつだ！　その女だ、露露！」

　志龍のいっている意味がわからない。なぜ、突然愛妃が犯人だといいはじめたのか、理解が追いつかない。

「え？　え？　なに、どういうことよ、蓮順！」

　しかし志龍の返事はなかった。荒い息が聞こえる。怒鳴ったために一気に体力を消しよう耗もうしたようだ。

　古い床板を軋ませて、嫩緑愛妃が室内に入り込んでくる。ギシリ、ギシリ。不吉な音が、近づいてくる。

　露露はあとずさりたかったが、混乱した頭からうまく足に指令が届かなかったようで、その場にとどまり続けた。ギシリ、ギシリ。

「高熱を出して倒れたと聞いたから、一晩でも放置すればおしゃべりもできないくらい衰すい弱じやくしていると思っておりましたのに。さすが、男を、死んだ母親の身代わりにしてまで権力に執着する王子だこと。生き汚い！」

「男を、身代わり……？　どうして、あなたがそんなことを……？」

　志龍が頼りない声をあげる。驚いていても、それ以上の声が出ないのだろう。

　嫩緑愛妃がかすかに笑った。

「否定はなさらないの。ご立派だこと。わたくしの大事なお友だちが教えてくれたのよ、いまの正妃はニセモノ、捕らえてぜひ正体を白はく日じつの下もとに明らかにいたしましょう、と。志し祝しゆくの出産の見舞いにお忍びで城を出たことを利用して捕らえるまではうまくいったのに……」

　嫩緑愛妃のきつい香の匂いとその足音がさらに近づく。

　鼻を容赦なく突き刺す匂いに思わず顔を背けると、突然顎あごに固いものが触れて、ぐい、と上むかされる。

「この忌まわしきアタヤの小娘が、すべてを台だい無なしにしてくれた！」

　ぴしゃ、と生ぬるい液体が頰に吐きかけられる。なかなか光に慣れない露露にも、それが唾つばを吐きつけられたのだとわかった。そして、

（忌まわしきアタヤの小娘）

　それが、露露のことを指しているのだとも。

　気がそれた瞬間、固いもので頰を張り飛ばされ、露露はその場に崩れ落ちる。しかし、頰に受けたふたつの屈辱よりも、突然告げられた自身の思わぬ出生のほうが衝撃だった。

「……な、ん……」

「だと……？」

　志龍も、嫩緑愛妃の言葉が、誰を指し示すのか即座に理解したらしい。露露の言葉を継ぐように、信じられないとばかりにつぶやいている。「チチッ」と鳴くタンロウは、お見通しだったのだろうか。

　──そういえば……、聞き流してたけど、さっき……！

　タンロウは、こういわなかったか？




（多少の出遅れ感は否めないにせよ、星辰を跪かせ、わが眷族を友と呼ぶ鷹揚さがある）




　星辰はもちろん寒月のことだ。では志龍が友と呼ぶ、タンロウの『眷属』とはいったい誰のことだ？　おまけに、タンロウはこうもいっていたはずだ。




（助けて差しあげようか、凌犬鼻？）




　凌犬鼻。犬を凌しのぐ鼻を持つもの。すなわち、露露のことだ。

　露露は、なぜだかそれを、普通に受け入れていた。露露の鼻のよさを知ったタンロウが、勝手に露露につけたあだ名だと思っていたからだ。

　だが、もしそうでなければ──あだ名などではなく、千里眼や順風耳といった、その異能をあらわす名だとしたら？

「……タンロウ、」

　露露は、我知らず、尋ねていた。

「あたしは、アタヤ族なの……？」

　タンロウは否定しなかった。それがなにより、露露の質問を強く肯定していた。

　バシッ！

　突然つきつけられた自身の思わぬ出生に、茫ぼう然ぜんとする露露を我に返らせたのは、鋭するどく空気を切る音と打ちよう擲ちやくする音、そしてちいさな苦鳴だった。

　それがなにかとっさに理解し、息を吞む。

　愛妃が、今度は志龍を打ったのだ。

　愛妃は神経質そうな甲かん高だかい声を張りあげて、病身の志龍を幾度も幾度も打ちつける。

「この痴しれものが！　王の子として世に生を受けておきながら、のうのうと民たみ草くさをたばかりおって！　あまつさえ忌まわしきアタヤの小娘に寵愛をくれてやるとはなにごとか!?　それでも次代の王か！　誇り高き蘇衛えい強きようの子孫か!!」

「──蓮順！　蓮順、蓮順、蓮順!!」

　呼び慣れた名で思わず呼びかける。

　しかし、志龍は返事どころか苦く悶もんの声すらあげない。あれだけの高熱のなかいいように打たれているのだ、声をあげる気力すらないのだ。

　露露は、愛妃の立てる音と興奮するあまり強く臭いだした体臭を頼りに、そちらへむかって這いはじめる。

　駆け寄って、志龍を助け出したいのに、いまだ光に慣れない目がもどかしい。悔しさに涙があふれる。声を張りあげた。

「蓮順、ねえ、だいじょうぶ!?　返事をして!!　タンロウ、愛妃を止めて！　あのままじゃ蓮順が殺され──ッ!?」

「うるさいッ!!」

　自己の掲かかげる正義に酔よい、完全に我を忘れている愛妃の打擲の手はやすまらない。ふたたび露露を標的に定めると、固いもの──閉じた扇おうぎで頭といわず肩といわず、乱らん暴ぼうに殴なぐりつける。

　露露は悲鳴をあげないように唇を嚙かみしめた。もしひとことでも漏らせば、志龍が心配する。あの潔けつ癖ぺきな少年のことだ、意識が欠片かけらでもあれば、露露を守ろうとしてしまう。

　愛妃に無む茶ちや苦く茶ちやに打たれながら、露露はひたすら祈いのった。

　──寒月！　寒月、助けて!!　蓮順を助けて!!

「わたくしはなにも悪くない！　悪いことなどしていない!!　これは正義じゃ、正義の、民草の怒りじゃ!!　民草をたばかり続ける王子への、それをたぶらかした鬼まものの娘への！　商人の子などという身分賤いやしい身でありながらのうのうと正妃の座に納まった才さい蓮順へのわたくしの怒りじゃ……」

「──そこまでになさいませ、愛妃さま」

　場にそぐわない、奇妙に冷静な声が、愛妃を制した。

　──……誰……？

　全身を襲う激痛に遠ざかりそうになる意識のなかでも、露露は覚えのあるその声を聞き逃すことはできなかった。

　ようやく光に慣れてきた目で声の主を捜すが、ぼんやりとしてよく見えない。代わりに、酸味のある白檀の匂いが鼻先をくすぐる。

　露露が作って寒月にあげた不ぶ格かつ好こうな香ではない。もっと上品な、もっと洗せん練れんされた香。

　──誰、だっけ……？

　その人物が、いつのまにこの場所にいたのかは、体がつらすぎて記憶を辿ることもできない。ただ、ひとときではあったけれど、助かったという思いに、安あん堵どの息を吐く。

　その男の登場は、愛妃にとっても予定外のことだったようだ。とまどったように、男に訊いている。

「なぜ止める？　これらは罪を犯しています。過あやまちを犯したものに、それがたとえ世継ぎの王子であろうと、罰を与えるのは当然でしょう？　わたくしは、国王陛下に陛下の亡きあとを託たくされているのですよ？」

「存じております。ですが、葬儀までもう間がございません。痺れを切らしているものたちが、外で待っておりますので」

「外で？」

　愛妃が混乱を深めたような声で問いを重ねる。

「なぜです？　わたくしは葬儀に参列しないと伝えていたはず。密葬が心に応えたために、国葬は辞退したい、と。……なぜ、わたくしを待つものがいるのです？」

「ええ、あなたを待っているのではありませんよ、愛妃さま──いえ、万まん美霖」

　男が、あえて嫩緑愛妃の徽き号ごうを呼ばず、その本名を口にした理由を、露露は考える気力もなかった。男が穏やかに告げた、葬儀までもう間がない、その言葉しか耳に残っていなかったから。

　──ああ、もう、そんな時間なんだ……。

　愛妃と男のやり取りを頭上に聞きながら、ぼんやりと露露は思う。




（……母上だけでなく、父上の葬儀にすら参列できないとは……。いったい予は、どれだけ前世で罪を重ねてきたのだろうか）




　闇のなかでそんなふうに泣いた少年を助けてあげたかったのに。彼をこんな目にあわせた元げん凶きようが、まさか自分にあったとは。

　──蓮順……、殿下、だいじょうぶかな……。

　滑こつ稽けいだった。おかしくておかしくて、ぼろぼろと涙がこぼれる。

　──ごめん、蓮順、ごめんなさい殿下……。あたしがアタヤ族だから……。

　アタヤ族のことを蛇蝎のごとく嫌っている志龍のことだ。真実を知ったいま、露露の顔など見たくないだろう。それでも、きっと近くで浅い息を繰り返しているであろう志龍を捜して、手を伸ばした。

　手を伸ばして、彼のどこでもいい、体に触れて、その無事を確認して、謝あやまって。許されないだろうけど謝って。

　愛妃たちがいなくなったら、いまはどこかに隠れているらしいタンロウにもう一度助けてくれといおう。認めるのは不本意だったが、同どう胞ほうの願いを、彼はきっと無む下げにはしないだろうから。

　あとは、タンロウが誰かを乗っ取ってくるまで、志龍を励まし続けていればいい。

　戻ってきたタンロウに志龍を託し、ここから運び出させ、誰か──きっといま頃寒月や虎嬌、虎振たちが必死になって捜してくれているはず。彼らに志龍を任せられたら、そのあと自分がどうなろうと、

　──もう、知らない……。




「──露露!!」




　伸ばした手を、強く握り返す手があった。不格好な白檀が聞こえる。そしてなにより、愛しいその声。

　──……かん、

「月……？」

「よかった、露露！」

　虎嬌の声もした。

「志龍殿下、だいじょうぶですか!?」

　あれは、虎振の声だろうか。

　そして、黴も、古びた香も、ねっとりとした甘い匂いも退しりぞけて、外から吹き込む初冬の風とともに届く、肉食獣を思わせる濃のう厚こうな百ゆ合りの香。生来の女王のような、凄すごみのあるその声。

「よくぞ踊おどってくれたの、美霖」

　──炎貴妃……？

「麗娜、どうし……っ!?　なにをする、虎勢！　そなた……」

　驚愕した愛妃の言葉のなかに、先んじてあらわれた人物の名をようやく思い出す。

　──虎勢、さん……？

「だいじょうぶか、露露？　おれがわかる？」

　寒月が心配そうに声をかけてくる。状況がまったくよくわからないままちいさくうなずくと、ほう、と寒月が深く息をついた。

「無事で、よかった……」

　彼が、耳元近くでそう囁ささやいたときには、露露は、寒月の腕のなかにすっぽりと収まっていた。宝物を抱きしめるようにやわらかく、それでいてふたたび引き離されることを拒むかのようにしっかりと背中に腕が回されていた。

「……寒月……？」

　必然的に寒月の胸に頭を押しつけられることになった露露は、そうしてどれだけ彼が自分を心配してくれていたのかを知ることになる。

　長く強しいられた緊張に強まったにおい。張り裂けそうな勢いで早鐘を打っている心臓。そして、かすかに震えている、露露を包み込むその体。

　──助かったんだ。

　寒月の存在を五感で感じて、ようやく露露はそれに気がついた。

　──助かったんだ、あたし……。

　急激に訪れた安堵に、目頭が熱くなって、視界がゆがむ。こらえきれず、寒月の背に腕を回して強く強くしがみついた。

「かわいそうに、ずいぶん痛い思いをさせられたようだね」

　頭上から声をかけられ、涙を拭いながら顔をあげると、虎嬌が少し渋しぶい顔をしていた。

「虎嬌？」

　彼女の指が伸びて、露露の頰に触れる。チリ、とちいさな痛みが走り、顔をしかめる。愛妃に扇で殴られた痕がくっきりと残っていたようだ。

　そしてそれは寒月も視認していたようだ。

「すぐに連れて帰って手当てをしてあげたいけれど、もう少しだけ我慢してくれ」

　いうなり、露露の体を少し離す。背中に回した腕はそのままで、右腕を膝裏に差し入れると露露を掬すくいあげるようにして、そのまま立ちあがった。

　高い位置で開かれた視界に映ったのは、敵意もあらわな視線を愛妃へむける寒月の綺麗な顔。ついで、思いがけず冷酷な董家頭とう目もくの顔を見せる虎嬌。

　少し離れたところでは、虎振がぐったりとした志龍を抱えあげているが、虎振に慌てたようすがないところを見ると、志龍もまた無事なのだろう。

　そして、寒月と虎嬌、虎振の視線の先では、虎勢に後ろ手に摑まれた嫩緑愛妃が、小こ柄がらながら威い圧あつ感かんたっぷりの炎貴妃と対たい峙じしていた。

「そなたに、蓮花正妃がニセモノだと教えたその虎勢は、わらわのお友だちじゃ。知らなんだのか」

「まさか……！　違う、違うといいなさい、虎勢！　そなたはわたくしの……!!」

「わたくしの、なんだといいたい？　万美霖」

「虎勢……？」

　愛妃は、背後に立つ目の悪い青年を首をそらして見あげているが、青年の目は愛妃に重ならない。聞いている露露が底冷えを感じるほど冷たい声で、彼女に問いかける。

「愛妃さま……、あなたは亡くなった王陛下の妃であったはず。その妃が、わたしをあなたのなんだというのです？」

「そなたは、わたくしのこいび……」
















「まさか、国を憂うれえ、次期国王すら病弱を理由に廃嫡しようとお考えになるほど高潔なあなたが、わたしごときを恋人と呼ばれる？　おかしな話だ、もしそれが事実であれば、あなたは亡き国王に対して不義を働いたことになる」

「虎勢……」

　愛妃の顔から目に見えて血の気が引いていく。夢から覚めた女の顔になった。

　ふたりのあいだになにがあったのかは、露露にはわかりかねた。

　だが、もし嫩緑愛妃が虎勢のことを恋人だと認めてしまえば、彼女は不義を働いた罪で極きよつ刑けいが与えられることは知っている。愛妃は、王の女であっても、妻たる正妃ではない。代わりのきく、ただの女官でしかないからだ。

　そして、愛妃さえも動かして、この場を演出した張本人たる炎貴妃は、言葉を失った愛妃の代わりにしゃあしゃあと尋ねる。

「……虎勢、そなた、愛妃と不義を働いたのか？」

　ふと、虎嬌から漂うにおいが変わった。見れば、疑念に満ちた半眼を、その長兄へ送っている。志龍を抱えている虎振もおなじだった。

　弟と妹の疑うような視線を受けてなお、長兄はさらりと答える。

「わたしが目が不自由なのはご存ぞん知じのはずですよ、炎貴妃さま。体を重ねればわかりもしましょうが、顔だけでは誰が誰やら」




　──なんですとっ!?




　露露は、食い入るようにその軽けい薄はくな台詞を吐いた男を見、そばに立つ、その男の妹を見る。

　後頭部に露露の痛いほどの視線を浴びて、観かん念ねんしたように、虎嬌が振りむく。顔が引きつっている。

　露露は、少々勘かん違ちがいをしていたようだ。たしかに虎嬌は虎勢のことを「たいへんひと当たりのいい人物」と評していた。それが、「女たらし」という意味だったとは。

　虎勢は、間違いなくこの親友の長兄だったのだ。

「……」

　はじめて遭そう遇ぐうしたときの、あの底知れなさは、いったいなんだったというのだろう。

　あきれてなにもいえない露露に、それも承知の上だったのだろう、寒月がこちんと額をぶつけてくる。

「ごめん、露露」

　一方、虎勢の気の抜けるような告白を受けてなお、炎貴妃は平然と嫩緑愛妃に追おい討うちをかけていた。壁際に追い詰めた鼠をいたぶる猫の心境なのだろう。歳の割に好戦的な瞳がいきいきと輝いている。

「孫息子が生まれてから、そなたの実家は大忙しだったそうだの、美霖。親王家や貴族どもを招いて、日々宴会。志龍王子廃嫡に賛さん同どうを得ようと、いったいどれほどの金をばら撒まいた？」

「貴様か！　貴様が邪魔をするのか、この身分賤しい医女あがりめ!!」

　その腕を恋人と呼ぼうとした虎勢に摑まれたまま、窮きゆう鼠そ猫を嚙むのごとくの形ぎよう相そうで、愛妃はほえる。

　しかし、その程度のことで、炎貴妃の絶対的優位は、覆くつがえされることはない。

「その身分賤しい医女あがりばかりか豪商の娘にまで、ついぞ敵かなわなかったのはどちらの貴族の三さん娘じよう子しか！　金を積まれた貴族が、その翌日にはわらわの許へ密告に来たわ、嫩緑愛妃の実家が貴族を買収にかかっておると。存外、そなたもそなたの実家も、人望がないようだの」

「絶対に許さぬ、絶対に。陛下のあとを継ぎ国王になるのはわたくしの孫どのです、わたくしこそが太たい王おう太たい后ごうになるのです!!　この国に、わたくしほど国のことを思い、憂えたものはおらぬ！　男を死んだ母の身代わりに立て、アタヤの娘に籠ろう絡らくされた志龍を廃せよと、亡き陛下がわたくしにおっしゃったのだから」

　嚙み合わない会話が続く。だが、その不毛なやり取りを打ち切ったのは、炎貴妃が発した、この言葉だった。




「陛下がそのようなこと、おっしゃるわけがなかろう？　蓮花正妃がニセモノであることなど、陛下はご存知でいらした。アタヤの娘のこともの。ご存知の上で、志龍殿下を世継ぎと定めたのだ。そなたの身勝手な正義で、陛下のご尊そん慮りよを汚けがすのではない！」




　愛妃が、ひゅ、と息を吞む音が聞こえた。続いて、カスカスと乾かわいた息が漏れる。愛妃は、表情もなくつぶやいた。

「噓だわ……」

「噓など申して、陛下の死を貶おとしめるような真似がどうしてできよう」

「噓よ、だって……！」

　愛妃はそれ以上声を失った。口をパクパクと頼りなげに二度三度動かしたきり、ガクリと頭をさげて、脱力した。後ろでその腕を摑む虎勢がいなければ、そのままその場に倒れ伏していただろう。

　虎振が外にむかって声を放ち、太子府の連中だろうか、ふたりほど兵が入ってくる。彼らは虎勢から愛妃の体を受け取ると、すみやかにその場をあとにした。

　露露は、黙ってそれらのことを眺めていた寒月の注意を引き、尋ねる。

「……どういう、こと……？」

　寒月は、ちいさく首を振った。

「長い話になる。体がきついだろう、あとで話すよ」

「……」

「……予は……、」

　気を失ってはいなかったのか、かすれた志龍の声があがる。

「葬儀に……」

　次代の王として、先代の王を、父親を見送るという意思だけが、彼の意識をとどめていたようだ。その言葉に、露露は自じ責せきの念に胸が痛くなる。

　やはり志龍の責任感に胸を打たれた虎振が慌てて外へ出ようとしたが、

「待ちゃれ」

　鋭い声が炎貴妃より放たれた。

　葬儀の時間も迫っているのになにを、と虎振が苛立ちを表情に滲ませたとき、この場にいたすべてのものが、一瞬わが目を疑う光景を見ることになる。

「蘇志龍陛下」




　炎貴妃が顔の前で指を組み、膝をついた。そしてそのまま上肢をさげて、ささくれの目立つ板の床に伏した──最敬礼を取ったのだ。




「このたびの件で、陛下のご尊体にまで危害を加えたこと、誠に申し訳ございません。ですが、今後陛下に表立って敵対するものは、しばらくナリを潜めましょう。わが背の君、秀しゆう剛ごうさまより継いだこの国をよきほうにお導きくだされませ」

　すぐさま虎勢が、貴妃に倣って恭きよう順じゆんの意を示す。

「視力ではお力にはなれませぬゆえ、それ以外のすべてでもって、陛下の王朝にお仕え申しあげることを、お許しください」

「董家頭目琥珀、陛下に永とこしえの忠誠をお誓い申しあげる。これは董家一門の総意とお考えいただきたく」

「星辰であるこの身を、陛下の剣に、盾に、お使いくださいませ」

　虎嬌も最敬礼を行い、露露を抱えた寒月は略礼を取って、臣下であることをあらわした。

　志龍を抱きあげている虎振は、目線で訊いた。

「おれも、なんかいいましょーか？」

「いらぬわ」

　志龍は、虎振の腕のなかからそれらを眺め、最後に露露を見る。

「──ッ！」

　視線が重なった。

　入り込む光を受けて緑色に輝くその双眸めの強さに、露露は慌てて寒月の胸元に顔を隠した。

　──あたしはアタヤ族で……。

　知らなかったこととはいえ、志龍の身に災さい難なんを招いた元凶なのだ。本来なら、嫩緑愛妃のようにこの場から引きずり出され、処罰を受けてもおかしくない存在なのだ。高潔な志龍に、けして許されてはならない、忌むべき一族の血を引いているのだ。

　ふ、とちいさく息を吐く音が聞こえた。

　どんな罵声を浴びせかけられるのか。なにをいわれても甘んじて受けようと身を竦めた露露に、志龍は尋ねた。

「……露露、そなたは？」

「……へ？」

「そなたは、なにもいってはくれぬのか……？」

　──なにもいってはくれない、って……。

　考えもしなかった志龍の言葉に、露露は思わず志龍を見返した。

「だって、あたしはア……」




「──予の、友だちであろう？」




「──!!」

　喉の奥を焦がすような熱が露露から声を奪う。

　ふたたび眦まなじりを濡らす涙をそのままに、寒月に頼んで床におろしてもらうと、露露は最敬礼を取った。

「あたし──わたくしは、陛下の一生の友であることをお誓い申しあげます。だから、いい国を作ってください」

『いい国』の定義など、露露は知らない。けれど、志龍の作る国が、露露に『いい国』の定義を教えてくれることだろう。なぜなら、




「──見ておれ、約束する」




　志龍は、そう約束してくれたのだから。

　この場所のどこかで、「チチッ」と聞こえたが、タンロウがなにを意味して鳴いたのか、露露はなんとなく理解した。
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　一刻ばかり時間を遅らせて厳おごそかに執とり行われた国葬は、志し龍りゆうがわずか十三歳でありながら、未来を託たくすにふさわしい王だと国民に思わせるのに、成功した。

　熱が引かないばかりか、嫩どん緑りよく愛あい妃ひにひどく殴おう打だされて、意識を保つことさえ難しかった志龍が無事に役目を果たせたのは、志龍に心しん酔すいする医局のものたちが、薬に鍼はり、浸しん剤ざいや香を使って全力で補佐した結果であった。

　二ヵ月程前まで医局で幅はばをきかせていたのは、怠たい惰だな医師や無気力な医女であった。そのため志高く入局した若手のほとんどが、思うように仕事ができず苦しんでいた。

　そこへ、ひょんなことから医局の実態を知った志龍が、怠慢なものたちすべてに暇ひまを出し、医局内を一掃したことがあったのだ。

　おかげで高い志を取り戻した若手の医師たちは、仕事の生きがいを与えてくれた志龍に絶対の忠誠を誓ちかうようになり、期待に応えるときはいまとばかりに力と智恵の限りを振り絞ったようなのだ。

　とはいえ、その快復は一時的なものでしかなく、病弱な志龍は式が終わるや否いなや以前のような寝たきり生活に戻ってしまったのだが。

「じゃあ、もうしばらく蓮……志龍殿下は、ご寝所から出られないんですか？」

　葬儀から一週間が過ぎた頃、尚しよう功こう香こう班はんの香こう蔵ぞうで仕事をしていた露ろ露ろは、虎こ振しんから呼び出しを受けて、内宮にある志龍の私室のひとつへと赴いた。

　そこには、やはり仕事中のところに召集がかかったらしい虎こ嬌きようもいて、三人でちいさな卓子を囲むことになった。

　虎振が持ってきた茶ちや菓が子しを三人でつまみながら、まず最初に虎振から聞かされたのは、志龍の容態だった。

　志龍はずいぶん落ちついてはきたもののまだ微び熱ねつが続いており、嫩緑愛妃につけられた傷の治りもよくはない。ただ、頭と口はあいかわらず達たつ者しやで、彼の寝所が事実上の執しつ政せい機き関かんとなっているのだそうだ。

　──それはどんなに窮きゆう屈くつなことだろう。

　そう思った露露の問いに、虎振はちいさく笑った。

「しばらくはいー薬じゃないかな？　ちょっと体調がよくなったからって、はしゃぎすぎてたんだよ、殿下は。一年後には国王におなりになる身だからね、これを機に、少しは落ちつくことを覚えていただかないと」

「とかいいつつ、誰よりも殿下を甘あまやかしているのは虎振たち太たい子し府ふの連中だろう？　おまえたちも、少しは落ちつきを身につけたらどうだ？」

「ははは」

　痛いところを突かれたらしい。虎振は笑ってごまかした。

「──ところで、今日、あたしを呼び出されたのって、殿下のことばかりじゃないですよね？　嫩緑愛妃のことですか？」

　隙すきをついて話を変えた露露に、虎振は表情をあらため、うなずいた。

　実は今け朝さ方嫩緑愛妃と蓮れん花か正せい妃ひの死が発表されたのだ。ふたりとも殉じゆん死しであったが、同時に王の死に対する不敬でもあったため、本ほん葬そうは行わず密みつ葬そうのみ日をあらためて執り行う、と。

　もともと露露は、寒かん月げつより、蓮花正妃の死は国葬のあとに発表すると聞かされていた。だから正妃に関してはひとつもびっくりしなかった。

　だが、まさか愛妃まで殉死扱いにするとは考えてもいなかったので、聞かされた香蔵で、驚おどろきのあまり買ってもらったばかりの壜びんを盛大に割ってしまった。

　他国ではどうか知らないが、南なん陽よう王国における殉死は、喪もが明けきったあとで行うのが正しいとされている。

　忠義から主君のあとを追って臣下が自害するのを殉死というが、そもそも喪とは死者への悲しみを表す礼儀である。いくら忠誠心からとはいえ、その礼をないがしろにしては不ふ敬けいにあたると、いつの頃からかそういった作法が生まれていたのだ。

　だがそれも、ふたりの女の死の真相を隠し通すためにはずいぶん都合のよい作法だと、露露は思わずにはいられなかった。喪明けを待たない殉死は無礼でも、王への忠節からの行動だと、ひとは好意的に受け入れるからだ。

「詳くわしいことはなにも聞かされていないだろ？　殿下もふたりには聞かせておけとおっしゃっていたからね、仕事中にもかかわらず呼び出しをかけたんだ。忙いそがしいところに申し訳ない」

　いいえ、と露露は首を振り、寒月が「長い話になる。体がきついだろう、あとで話すよ」といっていた、嫩緑愛妃の起こした志龍監禁事件についてのあらましを聞くことができた。

　結論からいえば、嫩緑愛妃という女性は、自分のないひとだった。

　名ばかりの貴族である万まん家の、一族から王后を、という悲願を幼い頃から聞かされて育ち、偶然彼女の選せん秀しゅう女じよの時期に王が代替わりしたことがきっかけで、その願いを一身に受けて後こう宮きゆう入りを果たしたらしい。

「悪さを働くよーな人間ではなかったと賢けん媛えん麗れい妃ひさまはおっしゃっていたよ。ただ、どーにも、誰かがこーいったからこーしよう、あのひとがあーやったからあー決めた、って感じで、自分の意思が感じられなかったのが、麗妃さま的には哀あわれだったそーだ」

　普通はね、と実家が海の底に沈んでしまったうえに、長くともにやってきた友人を失って、さすがに参ったのだろう。ここ数日で一気に老けた感のある賢媛麗妃は、おっとりと嫩緑愛妃のことをこう語ったそうだ。

（普通は、いくら流されやすい人間でも、どこか譲れないものを持っているものでしょう？　でもね、彼女にはそれがなかったのよ。最初からそう。陛下が麗れい娜な──炎えん貴き妃ひを愛しておいでだったのは、炎貴妃が年上だったからではないわ。炎貴妃が責任感が強くて、権力におもねらない、それでいて情愛の深い女性だったからよ。でも、美び霖りんのなかでは違うの。ご実家の誰かに吹き込まれたのでしょうね、落ちついた年上の女だったから貴妃は陛下の寵ちよう愛あいをいただいていたのだと。だから、自分も年齢より上に見られるように服も、仕し草ぐさも、言葉遣づかいも、みな変えてしまって、本来の美霖らしさを完全に失っていた！　蓮れん順じゆん姐姐おねえさまが正妃にお立ちになったときもそう。あたしたちは陛下の子を産んで差しあげることができなかった。でも、陛下はお世継ぎを残すことも大事なお仕事だから、蓮順姐姐をお手元に引き取られたときは、寂さびしかったけれど、仕方がない、とあきらめることもできたの。でも、美霖は違う。正妃になるために生まれてきたのはわたくしだとおとうさまもおかあさまもおじいさまもおっしゃっていたのに、だからわたくしもそう決めていたのに、どうしてそうならないの、と不思議そうに訊きくのよ？　もう、なんて答えたらいいのか、わからなかった）

　炎貴妃が、嫩緑愛妃を、そしてその実家に疑念を抱きはじめたのは、嫩緑愛妃の娘が親王家の長子に嫁とついだ頃からだという。

（もともと親王家に嫁ぐのは、わらわの次女と決まっておった。それが突如として親王家のほうから、志し祝しゆくを娶めとりたいといい出してきたのでの。不思議に思い、調べさせたら、万家が大枚を積んだあとがある。それも、親王家だけではない、帝国にも、よ）

　当主の代替わりのたびに位階が低くなり、いまでは名ばかりの貴族とはいえ、はたしてそれが金きん満まん家かではないとはけしていえない。

　豪商や富豪を相手に積極的に姻いん戚せき関係を結んでいけば、個人の資産ははした金でも、一族の資産は相当なものになる。

　万家の当主は、それらを存分に利用して、蘇そ王おう朝ちようを乗っ取るつもりだったのだ。

「そこで登場したのが、われらが長兄、だ」

　虎こ勢せいと炎貴妃は、それぞれの実家が縁繫がりだったよしみで、ずいぶん古くからつきあいがあったのだそうだ。

　遡さかのぼれば、志龍の部屋を浄化したあと反省房に突っ込まれた露露を助けた際に、炎貴妃がいっていた「わらわのお友だち」とは虎勢のことだったのだ。

　あのとき、もともと虎嬌が連絡を取ったのは虎振だった。しかし虎勢は、虎振に刑けい部ぶのものに口を利きいてみてくれと依頼されたのを、話が通りやすかろうと炎貴妃に話を持っていったのだそうだ。

　はじめて聞かされる裏話に、へえ、と感心する露露の横で、虎嬌がため息をつく。

「……露露に聞かせるのも嫌な話だけどね、虎勢は病気で視力が極端に落ちてしまったけど、あの顔にあの声であの性格だろ？　昔から女性には不自由しなくてね。そこに目をつけた炎貴妃さまに、賭けを持ち込まれたらしい」

　揃そろって渋面を作る董とう兄妹に、露露は、その賭けの内容がほんとうにろくでもないものだと理解した。いわく、

「嫩緑愛妃を落とせ、だって」

　──炎貴妃……！

　露露は思わず卓子の上に顔を突っ伏した。

　目的のためなら手段を選ばない彼女らしいやり方ではあるが、それはいささか安直過ぎないだろうか？

　しかし、その安直さが、自分のない嫩緑愛妃を陥れるのにはちょうどよかったのかもしれない。

　まんまと虎勢に生まれてはじめての恋をした愛妃は、虎勢の、そしてその後ろに控ひかえる炎貴妃のいうがままに、踊らされることになったのだから。

　そしてそのことは、露露にさらなる脱力感を味わわせることになる。

　虎振は、重々しく口を開いた。

「……露露さん、ちょっと訊きたいんだが、蓮花正妃さまが誘拐されていた宿に、どうして俺たちが辿たどりつけたか、知ってるかい？」

「へ？」

　奇きッ怪かいなことを訊く、と首を傾かしげつつ露露はあの日のことを思い出す。そして、気づく。

　──あっ！

「そういえば、あのとき、あたしたちの後ろ、誰もついてきてな、かった……？」

　血の気がさあっと音を立てて引いていく。無論、恐怖からではない。あきれ果てて、だ。

　つまり、これまでの話の流れを統合すると、

「嫩緑愛妃があー動くよーにしむけたのが炎貴妃さまで、嫩緑愛妃の使いの振りをしてあの宿に監禁するよーに偽にせ豹ひよう隠いん党とうを指示していたのが虎勢だったんだ」

　ということになる。

「……」

　蓋ふたをあければ、すべてが炎貴妃のてのひらの上で起こっていたこと。露露はがっくりとうなだれた。





２






　今晩が、月の綺き麗れいな夜でよかったな、と露露は思った。




「ごめんなさい」




　第一声がそれであることを、露露の態度からうすうす感じていたのだろう。

　志龍の後宮を整える準備のためと、蓮花正妃が故こ人じんとなってしまったために、室内にあった家具の類たぐいは取り払われていて、郭かく大だい姉しの姿ももうそこにはない。

　飾り窓から優しい月明かりが入り込むだけのだだっ広い部屋で、旅装姿の彼は、ちいさくため息いきをついた。

「……それは、なにに対するごめん？」

「やっぱり、約束どおり、五年待って欲しい、のごめん」

「……」

　国王は露露がアタヤ族だとわかったうえで志龍のそばに置いていると炎貴妃がいったのは、もちろんあの場限りの噓うそだった。

　董兄妹から聞かされたことの顚てん末まつにあっけにとられていたのは一瞬のこと。すぐさま怒りが湧わき起こり、その足で炎貴妃の部屋に突撃をかけたのは、もう二日前のことだ。

　憤慨するも軽くいなされ、驚くべきことに炎貴妃手ずから淹いれた茶を勧められ、調子を崩くずす露露に、炎貴妃が教えてくれたのだ。

　聞けば嫩緑愛妃が露露の出しゆつ自じを知ったのは、内ない侍じ省しようからの打診があったからとのこと。おなじくそれを聞かされていた賢媛麗妃によって、炎貴妃は伝え聞いたのだという。

（内侍省のものがいま正式に調査に当たっているというが、そなたがアタヤであれ南陽人であれ、今回の件では役に立ってもらったゆえな。後宮に残りたいのであれば、わらわの権限で許すが、アレと出たくばそれもうまく計はからってやろう）

　志龍が蛇だ蝎かつのごとく嫌うように、アタヤ族がかけたといわれる呪のろいが、この後宮には残っている。

　それが露露がとどまることによって発動するかもしれないというのに、炎貴妃はかまわないというのだろうか。

　露露が思わずそう尋ねると、彼女はいったものだ。

（志龍はそなたを友だちといい、そなたの願いであるいい国を作ると約束した。ゆえに、アタヤの呪いもなにもかも志龍が背負うだろう、よっかかればよい）

　髪を、肩につくかつかないかのところで短く切ることによって、いろいろな重圧から彼女も解き放たれたのだろう。あまりにも簡単にいわれとまどったが、

（──無事、だったか……）

　炎貴妃の部屋を辞し、後宮へ帰る間際に立ち寄った志龍の寝室で、おのれのほうがもっと厳しい状況にいたのに、寝台のそばに座る露露を見つけた志龍があまりにも素直な笑みを見せるから、露露は後宮を動けなくなってしまったのだ。

（殿下のほうが、たいへんだったのに……）

（気にするな。露露は予よの友だちであろう？）

　その言葉が、あまりにもうれしくて。

「……あのね、」

　露露は、正面から寒月を見つめた。彼の闇色の瞳ひとみがせつなげに細められているのが、言葉をためらわせる。けれど、伝えなければならないことがあるのだ。

「約束したでしょう、あたしの恋も愛も、寒月にあげるって。その気持ちに噓はないの。いまだって、いつだって、寒月がいちばん好き。だけどね、」

　恋に疲れ果て、自殺をした女がいた。

　罠わなに嵌はめられていることも知らず、恋におぼれた女がいた。

　いつ自分がそちら側へ引っ張り込まれるか、露露は不安で仕方がなかった。

　だが、気づいたことがあるのだ。

　女には、恋に引きずり回され自じ滅めつしていくものと、恋を糧かてとして強く生きるものがいる。




「あたしの心も、この体も、あたしのものなの」




　母親は、どんなに重い借金を抱えていても、父親の所有物になることを拒こばんでいた。

　虎嬌は、誰かに恋をしていながらも、厨ちゆう娘じようになるという夢をあきらめてはいない。

　きっと王に恋をしていただろう炎貴妃も、王に託たくされた国を、志龍にゆだねるまで守り抜いた。

「あたし、ずっと、寒月との約束を守ることが生きがいだったの。だけど、いざそれが現実になろうとしたとき、すごく怖かった。とても迷まよったの。寒月と結婚したいのはほんとうよ？」

「うん」

「でも、香のことをもっと勉強したいの。尚しよう食しよくで才さい人じんになる虎嬌と競きそい合って、わがままな王子さまから立派な王さまになる志龍殿下に負けないでいたい。あのとき、香を学ぶことをあきらめなきゃよかった、ってあんたとの生活のなかで、絶対に思いたくないの」

「……その答えを得るために、ずっと、悩ませた？」

　うなずいた。その拍ひよう子しに涙がこぼれてしまったが、寒月から瞳をそらさなかった。

「やっぱり、おれのことを選んでおけばよかった、ってすぐに後悔するかもしれないよ」

　ふたたびうなずいた。それも、ちゃんと考えた。

「する、寒月のこと好きだから、たぶん、絶対する。けど、約束もらったから」

（それなら、両方捧ささげよう。おれは、ちいさな頃からきみに恋をしていて、死ぬまできみを愛している）

　この決断をしたとき、寒月からもらったその約束が、どれほどの励みになっただろう。

「青桐村に派遣されている内侍省の官が戻って、きみが、ほんとうにアタヤの血を引いていたとわかったとき、志龍殿下がなにをおっしゃっても、アタヤ族の存在を周囲が認めるはずがない。確実に後宮を追放されるだろう。それでも？」

「ちゃんとそれがわかるまでは。こっちは、蓮……じゃない、志龍殿下と約束したから」

　寒月が、あきらめたようにため息をついた。

　たわいない口約束を信じて露露は後宮まで寒月を追いかけてきた。つまり、露露のなかで約束がどれほど重大なものであるか、寒月は身をもって知っているのだ。

「……おれが、ちいさな頃に結婚したかった女の子なら、きっとそういう結論を出すだろうなと思ってた」

　少し、胸の奥がちいさく痛んだ。どんなに覚悟を決めても、五年という年数はやはり長いのだ。

　けれど、傷ついたことを悟さとられたくなくて、涙を拭ぬぐって礼をいうと、

「──え？」

　ふいに、腕を引かれた。彼の胸のなかに閉じ込められる。いろいろな感情を押し殺したような声で囁ささやかれた。




「だから、せめて別れのこの夜くらい、きみを独ひとり占じめにしてもいいか？」




　その訊かれ方がなんだかくすぐったくて、露露は返事の代わりにその広い背に腕を回した。

　月明かりの差し込む窓の下に手を繫いで座り込み、がらんとした部屋を眺ながめながら、たわいのない話を尽つきることなくふたりはした。離れていた八年のあいだに、積み重なったお互いの過去のあれこれを。

　露露は両親や兄弟のこと。寒月も知っている青せい桐どう村のひとびとのことと、変わりないあの丘の花はな梅うめの美しさを語って聞かせた。

　寒月は、自身が後宮に入るきっかけとなったことや、後宮で出会った数多くの個性的な女たちのことを静かに語った。

　言葉を交わしながら見つめ合い、微笑みを交わしながら、ときに口づけを与える。露露が寒月の長い黒髪を手で梳すくようにすれば、彼は露露の日焼けした短い髪を、軽く引っ張って意地悪する。

　世間の恋人たちが、ふたりきりの時間をどのように過ごしているのかなんて、露露にはわからない。そして、お互いの来し方を述べ合うだけで、こんなに胸がせつなくなり、恋人のことが愛いとおしくなるとも知らなかった。

　その手を、みずから手放すと宣言した、いまのいまになるまで。

「……寒月、」

　露露の肉づきの薄い腿ももではずいぶんと寝ね心地ごこちが悪いだろうに、寒月は旅立ちに備えて少し眠るといって、露露の膝ひざを枕まくらにごろりと横になった。
















　寝入ったために力の抜けた頭は意外に重い。位置や姿勢を変えることを許されない足はやがて痺しびれ、ひとに施す膝枕は、本音をいえば苦く行ぎようのようだった。けれど、

「大好きよ」

　こんなふうに独り占めされるのはなんだか誇ほこらしくて、露露は寒月の寝顔を見つめる──見つめながら、気がついた。そういえば、寒月の寝顔を見るのは、これがはじめてなのだと。

　幼い頃、ともに遊んだ花梅の丘で、ふたりしてひっくり返って昼寝をよくしていた。でも、いつも寝るのは露露のほうが早くて、起きるのは露露のほうが遅かった。

（寒月、ちゃんとお昼寝した!?）

　どんなに頑がん張ばっても彼より遅く寝て早く起きられない露露は、悔くやしくて、そう問い詰めたことが何度もある。そのたびに、寒月は困ったように笑って、

（お昼寝したよ、露露が知らないだけだよ）

　というので、ある日、草の上に横になった寒月のそばで、露露は彼が眠るのを座ってずっと待つことにした。

　露露の視線がうるさかったのだろう。なかなか寝つけないらしく、何度も寝返りを打つ寒月に、幼い露露は繰り返し訊いた。

（まだ寝ないの？）

（もう寝ようよ）

（露露が眠れなくなるじゃない）

　ついには露露が眠気を我慢できなくなってぐずりはじめ、結局寝ることをあきらめた寒月に「おいで」と呼び寄せられ、彼の吹く笛ふえを子守唄にそのそばでひっくり返って寝てしまったのだ。

　──おまぬけな子どもだったな……。

　いまならわかる。寒月は、あのとき、昼寝をしていなかったのだと。

　露露が寝ていてもまぶしくないように、露露の顔に影がかかるように寒月はいつも座ってくれていた。

　目が覚めると、寝ていた場所と違うところにいたこともある。草がふかふかで寝心地のいい場所に、寒月が移動させてくれていたのだ。

　そんなふうに、いっしょに遊んだというより、迷惑ばかりかけ倒した記憶しかないのに。

「……」

　彼が、いつ露露のことを好きになってくれたのかはわからない。彼に好きになってもらえるような要素や魅力が自分にあるとはいまだに思えない。

　だから、寒月が眠っているいま、彼に誓う。彼の名まえのような、うつくしい月の下で。

「──からね、寒月」

　彼にしか、聞こえないように。







　空気に黎明の匂においがある。遠くのほうで鶏にわとりがかすかに鳴いた。知らないあいだにうとうとしていたようだ。

　──ああ、朝、だ……？

　ふと視線を感じてまだ眠い瞼まぶたを無理やりあける。

「おはよう、露露」

　いつのまに起きていたのだろう。枕にしていた露露を横に寝かせて、まるで添い寝をするようにそばで横たわっていた寒月が優しく微笑ほほえむ。

　露露は、一瞬で顔が赤くなるのを感じた。

「お、おおおおおおはよう……」

　挨あい拶さつを返すだけなのに、なぜだか動揺して声が裏返る。まともに顔が見られなくて、慌てて寒月に背をむけた。

　──な、ななななななんで!?　なんで寒月が添い寝してるの!?　なんで毎朝普通に交わす挨拶なのに、こんなに気き恥はずかしいの!?　というか、寝顔見られた!?　いつから!?　涎よだれたらしてないっ!?

　冷静になれば、無防備な寝顔を、月明かりのなかで完全に見られている以上、いまさら無駄だとわかるが、露露はあわあわと口元を拭ったり、目元を覆ったり、顔そのものを隠したりと必死で我を取り繕う。

　しかし、

「……露露？」

　突然背をむけられた意味がわからないのだろう。いぶかしむような寒月の声が、肩越しにかけられる。

　露露は、覚悟を決めて問うた。

「……寝顔、見た？」

「見た」

　なにげないように寒月が即答する。

「……いつから？」

「露露がうとうとしはじめてから、かな？　半刻くらいまえ」

「──半刻!?　半刻もずっと見てたの!?」

　想像以上に長いあいだ見られていたらしい。羞しゆう恥ち心しんから抗議しようと振り返ったとき、隙をつかれた。

「～～～っ!?」

　軽く、ほんの一瞬、触れるような、接せつ吻ぷん。

　寒月が、幸せそうに微笑む。

「想像以上に可愛い寝顔で、理性を保つのがたいへんだった」

「……もうっ」

　なんだかもう怒る気も失せて、寒月に引き寄せられるまま床の上で抱き合い、少しだけ長く甘い口づけを愉しんだ。







　夜明けには、まだ少しあるようだった。

　ふたりは、八年ぶりに再会した後宮の通用門まで手を繫いで歩いていた。

　その歩調は、いつになくゆるやかだった。

　露露も、寒月も、門に辿りついたが最後、またしばらく逢あえなくなることを痛感している。そのため、せめて別れのときを、瞬まばたきひとつのあいだでもいいから遅らせようと、ためらうように歩いているのだ。

　そのときに、露露は、寒月がこのあとどうするのかをはじめて聞いた。

　寒月は、しばらく景けい北ほくの都を出るのだという。

　露露の生まれ故郷である青桐村に行き、露露が元気であることを露露の家族に伝え、結婚の承諾を得てくるのだという。また機会があれば、露露がほんとうにアタヤ族の血を引いているのかを、父親に尋ねるつもりだといった。

「官や豹隠党経由じゃなく、直接おじさんの口から聞きたいんだ。……おれたちふたりには大事なことだから」

「……寒月は、どっちがいい？　あたしがアタヤ族の血を引いているのと、そうじゃないのと」

　寒月は、少し間を置いて答えた。

「露露が露露であるなら、どちらでもいいよ」

　そのあとは、海に沈んだという景南へ赴おもむき、その被害のほどを調査してくるのだそうだ。来年の武官登用試験までのあいだ、動けない志龍の耳目として働くよう志龍自身に命を受けたらしい。

「……気をつけてね」

「いっただろう、おれは星せい辰しんだから、そう簡単に死にはしない、って。おじさんたちに会って、殿下の命を果たしたら、すぐに戻ってくる。城じよう中ちゆうに家を買って、武官登用試験を受けて、五年待つことにするよ」

　そういいながらも、寒月の顔がどこか残念そうなのは、露露の気のせいではないだろう。

　寒月逢いたさに後宮に来たのに、そこでやりたいことを見つけてしまって、幼い頃の約束をまた先延ばしにしてしまったのだから。

「……ごめん」

　申し訳なさに顔をうつむけると、彼のおおきな手が頰ほおに触れ、顔をあげるよう促うながされる。

「しばらく見れなくなるのに、隠さないでくれないか？」

　──そういいながら、口づけをして、あたしに瞳を閉じさせるのは誰だろう？

　慣れない接吻のあとの気恥ずかしさと、寒月の言葉の矛む盾じゆんにくすくすと笑いながら、最後の抱ほう擁ようを交わす。

　──ここが、あたしの場所。

　ふたたび口づけをせがまれて、触れ合わせ、意識が遠のきそうになるほど離れずにいた。お互いの胸元で、カチン、とちいさな音が鳴るまで。

　次に再会したときは二度と離れないからと、約束に交換した血ち赤あかの珊さん瑚ごのかんざしと笛が、長すぎる接吻に露露に代わって抗議したようだ。

「青桐村についたら手紙を送るよ。……じゃあ、五年後に」

「うん、今度こそ、ちゃんと迎えに来てね」




　しかし、そのあといくら待っても寒月から青桐村についたという連絡がない。不思議に思って父親に手紙を送るが、村長の代筆で、「寒月は来ていない」と返事が戻っただけ。

　志龍と虎嬌がそれぞれ手を尽くして捜さがしてくれたところ、こんな証言を口にするものがあらわれた。

「街道でそれらしき人物が物盗りに襲われていた。手負いだったためか、応戦している途中に足を滑すべらせ日にち月げつ湖こに落ちた。それからあがって来なかった」







　以来、寒月の消息はわからないままだった。








了













あとがきは巻末にあり！






　夢と恋　ふたつ同時に追えるほど　おとなでもなく　子どもでもなく




　プロになる前に書きなぐっていた習作のなかに、こんなフレーズではじまる作品があります。

　高校生の女の子が、恋人とおなじ大学に行くか、それとも夢を叶えるために違う大学に行くかで悩み、迷い、喧嘩して……、という内容のものでした（といってもこのフレーズを思いついたことで満足してしまい、続きは一行も書かれていなかったりするのですが・笑）。

　その高校生の女の子の心情を、まさかファンタジーで、しかも露ろ露ろで描くことになるとは思ってもいませんでした。

　五ヵ月ぶりです、高たか丘おかしずるです。

『花は後宮にあり！　後宮解散と届かない手紙』を、キス増量、あとがき一ページ増（泣）でお届けにあがりました。

　後宮が解散することになり、はれて自由の身になる寒かん月げつに、露露はプロポーズされてしまいます。漠然とした未来が急に現実を帯びてきてとまどう露露に、志し龍りゆうは別れを告げ、虎こ嬌きようは相部屋の解消をちらつかせてきます。

　寒月と結婚するのがいいの？　それとも、香の勉強のために後宮にとどまり続けたほうがいいの？

　悩んだ末に、露露がくだした結論とは──？

が、三巻の簡単なあらすじではありますが、みなさまは露露がどちらを選ぶと思われましたか？

　わたしは、前述の女子高校生にも露露にも、まったくおなじ結論を出させていたことに、いまの自分の来し方とやらを痛感せずにはいられませんでした（苦笑）。




　さて今回、そんなふうに思いがけず人生の岐路に立たされた露露ですが、実は彼女にはモデルがいます。

　そのモデルになるには、「健康で、好奇心や独占欲が強く、においを探る集中力があり、野性的で個性的」なタイプが適正とされているんだそうですが、なにかわかりますか？




　実はコレ、麻薬探知犬にむいている犬、です。




　中なか村むら祥しよう二じ氏著『調香師の手帖ノオト　香りの世界をさぐる』（朝日文庫）に記述されてあるこの一文を見るまで、露露って、ただ鼻がちょっといいだけの、ものすごく地味なキャラだったんです。

　そもそも、化粧品に微量に含まれている花の匂いに頭痛を引き起こすぐらいにおいに弱いわたしが、前担当さまとの電話の勢いで露露の特徴に「香作りの名人」「犬並みに鼻がいい」を加えてしまったのがおおきな間違い。

　お香どころか嗅覚のメカニズムも全然わからなくて、おかげで筆が進まなくて、どうしようと思っていたところに、『調香師の手帖』の存在を知ったのです。

　この本を読んで調香師になったひともいるだけはあって、においや嗅覚について、実に詳しく、また楽しく描かれています。

　露露のちょっと変わった性格に加え、三巻にわたって、本書から得た知識やエピソードがなければ、いったい『花は後宮にあり！』はどんなお話になっていたことやら……。

　今回、あとがきにたくさんページをいただいたので、引用・参考文献をかねて、紹介させていただきました。

　あと一冊、嗅覚や匂いに関して、たいへん衝撃的な参考文献があるのですが、こちらはまた次の機会に譲り、謝辞に。

　雲くも屋やゆきおさま。

　毎度こちらの不手際で無理をさせることになってしまって、申し訳ありません。

　今回、まだ表紙を拝見していないのですが、噂によると寒月の手がまたたいへんエロいそうで。心ゆくまで悶えさせていただきます。いつもありがとうございます。

　担当さま。

　突然、「辞職しました」とメールを送ったこと、さぞやびっくりさせたと思います。おかげでたいへん素敵な職場に出会え、執筆環境はかなり整いました。次は休日出勤などさせることなく、お仕事をしていただけると思います。ありがとうございます。

　あいかわらず無茶なスケジュールにお盆進行が重なり、またしてもご迷惑をおかけしたことと思います、校正さま、デザイナーさま、『花は後宮にあり！』を世に出すためにお力をお貸しくださるすべてのみなさま。ほんとうに、ありがとうございました。




　最後にこの作品が、露露とおなじ恋と夢の分岐点に立たされているみなさまへの励ましとなり、その分岐点を越えてきたみなさまの共感を得ることができたなら、それに勝る幸いはございません。


高丘しずる　拝






　追伸＆私信

　師匠　心と体への救援物資、ほんとうにありがとうございました！　おかげで副業と小説とどちらが大事か痛感し、その二週間後には転職先を決めました（笑）。背中を押してくださって、ありがとうございました!!
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　寒かん月げつは、街道沿いの雑ぞう木き林ばやしで、一本の木を背に座り込んでいた。

　──参ったな……。

　目線よりも高い位置にある街道を背中越しに見あげ、自分が転がるようにしておりてきた道を視線で辿たどる。どこにもひとの通った形跡や血の痕あとはない。寒月がここに隠れていることは、しばらく気づかれないだろう。

「畜ちく生しよう、あの野郎、どこ行きやがった!?」

「綺き麗れいな顔に油断しちまったぜ！　あいつ、結構使えるぞ!!」

　案の定、大声をあげて、何人かの男が、街道を走っていくさまが見える。やつらは口々に物ぶつ騒そうな言葉を発しながら、寒月の行方ゆくえを捜している。

　息を潜めてそれらをやりすごし、声も足音も聞こえなくなったとき、寒月は正面にむき直り、背にしていた木に寄りかかり、天を仰いでふかぶかと息を吐いた。

　ひとまず、生命の危機は脱したらしい。

　とはいえ、大人数の奴らのことだ。いつまでもここにいては、半刻もしないうちに見つかってしまうだろう。

　林のなかは、人間よりもひと足先に冬の寒さを感じているのか下草は枯かれ、周囲には落ち葉が降り積もっている。これが、やつらの接近を知らせてくれるから、いまのうちに寒月にはしておくべきことがあった。

「……っ」

　右腕と脇腹に帯びた裂れつ傷しようの手当てだ。血がひどく流れている。熱を帯びたかのように、傷口が傷む。先ほど街道を通り過ぎたやつらの一味に斬きられたのだ。

　──街道に賊ぞくが出るなんて、聞いてないぞ。

　寒月が街道を青せい桐どう村にむかって歩いていると、突然周囲を囲まれた。

　一瞬、炎えん貴き妃ひの放った刺し客かくだと思ったが、寒月はいま志し龍りゆうの耳じ目もくとして仕えている。いくら炎貴妃でも次期国王の部下に手を出すことはないはずだ。

　そう判断して、いつでも剣を抜けるよう腰に帯びたそれに手をかけながら問うた。だが、このときに抜いておくべきだったのだ。

（──なにものだ！　なんの目的で剣をむける!?）

　誰すい何かして、対応が遅れた隙すきをつかれた。

（なんの目的、って！　物盗り以外になにがあるっていうんだよ!?）

　寒月たったひとりを襲おそうのに、賊の数は多かった。

　応戦しつつ走り出し、一対一で剣を交えるようにしたが、それにも限度がある。払っては追いつかれ、追いつかれては払い、と繰り返すさなかに、腕と脇腹に傷を負った。腕は利き腕だ。脇腹への一いつ閃せんも思いがけず深かった。

　もはやこれまでと覚悟を決めたとき、偶然景けい南なんへ物資を運んでいる商人の一団が通りかかり、賊の興味を一身に引いてくれたおかげで、隙をついて逃げ出したのだが。

　──こうやってすぐに追いかけられているところを見ると、商人たちは、金を渡して逃げたか。

　とはいえ、彼らのおかげで、寒月は一いつ旦たんは生きながらえた。

　そして、金を渡すことで商人の一団も生きながらえ景南に物資が少しでも届くのなら、あと味の悪い思いをしなくてすむ。

　──とりあえず、感謝。

　単に金品目的だったのなら、商人から金を受け取った時点で満足してしまうはずだ。にもかかわらず、いまだああやって寒月のことを捜しているとなると、すでに目的は金ではなく、寒月にすり替わっているということだ。

　斬り結んでいる最中に、何人かに致ち命めい傷しようを与えてしまったのかもしれない。なにしろ人数が多すぎて、手加減している暇ひまなどなかったのだから。

　寒月はため息をつく。

　──けしてひと通りの少ない街道ではないのに、昼間っからあんなのがのさばっているのは問題だな。

　手当てを終えたら、すぐに移動しよう。最初に出くわす村で、志龍に宛あてて、街道に賊が出ることを報告しなければ。

　そのあとは、なるべく住人の多い村や町を選んで泊まり、傷をかばいながら青桐村を目指そう。あの賊はどうにもしつこそうだから、下へ手たをすると、ずっと狙ねらわれかねないから。

　寒月は自分のすべきこと、取るべき道を決めて、足元に置いていた手荷物を引き寄せようとしたとき、視界を青いものがかすめたのに気がついた。

「……？」

　顔をあげて、青いものの正体を確認する。

　木々のあいだを抜けて、眼前に深い藍あい色の海が広がっているのが見えた。

　──海、か……。

　と思ったが、すぐに打ち消す。この方向に、海はない。海は、街道を挟はさんだ反対側をずっといったところにあるはずだ。

　──だから、これは……、

　潮しおの香りが風に乗って届く景けい北ほくに生まれた寒月が見慣れた海とは色が違う。広さが違う。風が違う。しかし、どこか懐なつかしさを帯びてそこに、ある。

　──日にち月げつ湖こだ。

　幼おさない頃、父親の転勤で都を離れた二年間、露ろ露ろと出逢ったあの花梅の丘で、毎日といっていいほど眺ながめてきた湖だ。

　実に八年ぶりに見る日月湖の姿に、寒月はふと、てのひらを見やる。自身の血で汚れたそれに、遠い昔、ちいさな約束を握にぎっていたことを思い出したのだ。










　あれは、はじめて日月湖のほとりに立った日のことだった。

　日月湖の藻もは深く、泳げば藻に足が絡からまっておぼれてしまうからとおとなたちに止められているにもかかわらず、露露は服を脱いで、すぐにざばざばと湖に入って、浅あさ瀬せで波と遊び出す。

　それを止めるのも忘れて、寒月は波を見つめたまま、微び動どうだにしなかった。海の波と、この海ほど広いおおきな湖に立つ波がまるで違うのが、ずいぶん不思議だったからだ。

　いっしょに遊ぼうと連れ出した相手が動かないのを見て、露露が尋たずねてきた。

「どうしたの、寒月」

　問われて我われに返った寒月は、ややあって疑問を素す直なおに口にした。

「……波が、引かない」

「波が引かない？　なに、それ」

「やっぱり湖だからかな、潮の満みち干ひきがないんだね」

「？？？」

　寒月の言葉をまったく理解できないのであろう。露露は眉まゆをひそめて首を傾かしげる。

　寒月は苦く笑しようして、淵ふちに寄せてくる波を見るよう促うながす。

「……波がどうしたの？　いつもどおりだよ？」

「海って知ってる？　海の波はね、ざばーんって浜辺のほうによってきたら、すぐにざざざざーってまた海に帰るんだ。でも、ここの波は違うよね？　ぱしゃって寄って来て、それで終わる」

　擬ぎ音おん語ごを多用して説明すると、いつつになったばかりの彼女はようやく理解できたようだ。おおきな瞳をきらきらさせて尋ねてくる。

「それ、露露知ってる！　湖の船が波を起こしてるからなんだって！　海もやっぱりそうなの？　ざぱーんって寄って来るくらい、おおきな船が海には浮かんでるの？」

「……え？」

　考えてもみなかった質問に、寒月は、露露のいうように、沖おきを通るおおきな船が波を立てるさまを思い浮かべる。

　理屈は通っているように思えるが、船がいないときにも海の波は浜辺に押し寄せている。

　──違うよね……。

　寒月は「ううん」と否定した。

「海の波は、船がいなくても立つんだよ。ほら、見てご覧らん。湖は、船がいなかったら波がないよね？」

　寒月が指を差す波打ち際を見て、それから湖を遠く見晴らすようにして、彼女はいう。

「海って、全部見えるの？」

「え？」

「日月湖のむこうは見えないよ？　海は、むこうが見えるの？」

「……どういうこと？」

「見えないくらいむこうのほうで、おおきな船がいるのよ！　じゃないと、波が立つわけないじゃない！」

「……」

　露露の無む邪じや気きな言葉に、寒月は苦く悩のうする。

　露露も幼いが、寒月もまだ十にもなっていない子どもでしかない。海を見たことのない露露に、これ以上どう説明していいのかわからなかったのだ。

　誰に、波を起こすのは船という話を聞かされたのかわからないが、露露のこの認識を改めさせるのは、どうにも骨が折れる作業だ。

　寒月は、あきらめた。

「じゃあ、」

　そもそも露露は、波が寄せて返すものだということすら知らないのだから、一度海を見せてやりさえすれば、波は船がなくても起こるものだとわかってくれることだろう。




「海を、見に行こうか」




　寒月の言葉に露露は細く折れそうな小首を傾げる。

「なんですと？」

　彼女の母親そっくりの口くち癖ぐせに笑いそうになるのをなんとかこらえ、寒月はてのひらを差し出した。

「ぼくが景北に戻ったら、一度遊びにおいで。海のむこうに、ほんとうにおおきな船がいるのか、いっしょに探そう」

「うん！」

　露露は、満面の笑みで、手を握り返してくれた。約束が、てのひらのなかにしまわれた。










　──そんな約束もしていたな……。

　露露とは、結婚の約束以外にも、ずいぶんたくさんの約束を交わしたような気がする。なのにもう、そのほとんどを思い出せない。

　──露露は、覚えているかな……？

　海は寒月が見せてやるつもりだったが、尚しよう功こうの仕事で抹まつ香こう鯨くじらが打ち上げられた浜辺に龍りゆう涎ぜん香こうを取るために小旅行に行ったときに見たという。

（海って、ほんとおっきいのね！　びっくりしたわ、ずっとむこうまでなにもないもの！）

　幼子のように興奮しつつ彼女が話すから、つい意地悪して訊いてみた。

（波を起こしている船は見えた？）

　最初はきょとんとしていた彼女だったが、すぐに意味を理解したようだ。ぷ、と頰ほおを膨ふくらませ、

（仕方ないじゃない、そうやっておとーさんが教えてくれたんだから！　海なんて、見たことがなかったんだから!!）

　ひとしきり反論すると、すねて背中をむけられた。彼女が怒っているあいだ中、笑っていたのも悪かったようだ。

　それでも、寒月には、露露と積み重ねたばかりの愛いとしい思い出だ。

　──可か愛わいかったな、あの顔……。

　怒った顔も、笑った顔も、泣いた顔も、子どもの頃から変わらないその寝顔も、なにもかもが可愛かった。

　あの顔を見るために、彼女を独ひとり占じめするために、なんとしてでも青桐村に行き、景南を視察して、景北に戻らなくてはならないというのに。

　そして、きっと景北に戻ったところで、次期国王や董とう家け頭とう目もくの存在のおかげで、簡単には彼女を手に入れられないというのに。

　──賊ごときに……、ふがいない。

　そう自じ嘲ちようしたとき、がさっ、と下草が鳴る音がして寒月ははっとした。

　──しまった！

　恋人のことを思い出しているあいだ、寒月は周囲に気を配るのを怠おこたっていたのだ。

　慌てて顔をあげた途端目に飛び込んできた光景に、彼は、思わず心のなかで露露に詫わびた。

　──ごめん、露露。

　眼前にいたのは、にやけた男。手に、血油のついた剣をひらめかせている。さっきの賊のひとりだ。寒月の剣は遠くへ蹴けり飛ばされた。賊は哂わらう。

「見つけたぜ、美姑娘かわいこちやん」

　寒月は、手を握り締めた。




　──約束、また守れそうにない……。








了
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